




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次







竜人皇帝の溺愛花嫁




　あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編「相思相愛の一対」




ギャラリー
















口絵・本文イラスト／古澤エノ
















　その晩、蒼そう霖りんは空を舞まう竜りゆうを見た。

　雨を呼ぶ力を宿す、青き鱗うろこを持つ竜だ。月光を浴びた全身から放たれる至上のきらめきに、一いつ瞬しゆんで目を奪うばわれていた。

　天に昇のぼらんとする厳おごそかな姿はまるで、父の魂たましいを運んでいるように見える。

「……父さん……」

　今日、たった一人残された肉親の父を看み取とった。

　悲しみを分かちあえる人は、もう誰だれもいない。ただ凜りん然ぜんと夜空を飛ぶ竜だけが、蒼霖の心に寄り添そってくれている気がした。

　遙はるか頭上に架かかる月の虹にじを越こえ、竜は遠く彼方かなたへと消えていく。

　今夜のことは一生忘れないだろう。青き竜が父を天に送ってくれた、美しい夜のことを──。







　竜人の住まう国、清せい風ふう国こく。かつて弱小国にすぎなかったこの国は今、天命を帯びた竜人帝ていの手によって治められ、大陸一の栄えい華がを誇ほこる国として名を馳はせている。

　一年を通じてほどよい雨に恵めぐまれ、草木が瑞みず々みずしく萌もえ立つ大地で、民たみは豊かな生活を享きよう受じゆしていた。

　都には各地から人と物が集まり、昼夜を問わず活気溢あふれる市が立つ。目もあやなる絹織物に、金銀珠しゆ玉ぎよく。宮中御ご用よう達たしと名高い、華はなやかで気品ある陶とう磁じ器きの数々。渡と来らいの香こう料りようから万病に効く薬種までもが取り揃そろい、盛さかんな商あきないが行われている。

　その首都の外れに、天てん泣きゆう街がいと呼ばれる貧ひん民みん街があった。

　飢うえた者や、寝ね床どこがなく凍こごえる者。職を失った者や、行くあてのない者。さまざまな境きよう遇ぐうの窮きゆう民みんが流れ着くこの街は、増築を重ねた歪いびつな建物がひしめきあい、晴れた日でもどこか薄うす暗ぐらい。

　じめじめと湿しつ気けのある細長い路地は、腐ふ敗はいした厨ちゆう芥かいや打ち捨てられたがらくたで汚よごれ、盛せい夏かに差しかかろうかというこの時期になると、常に饐すえた臭においが漂ただよっていた。

　十七歳になった晏あん蒼霖は、この街に来て三年が経たつ。老ろう朽きゆう化した家屋で複数の家族と雑居し、日ひ雇やといの仕事をしながらどうにか糊こ口こうをしのぐ毎日だ。

　両親はすでに亡なく、親しん戚せき付き合いも皆かい無むだが、一人ぼっちではない。銀ぎん露ろという孤こ児じと共に、二人で暮らしている。

　蒼霖が天泣街の片かた隅すみで銀露を見つけたのは、約一年前──星がひときわよく見える、新月の晩のことだった。

　どこの子なのかはわからない。親を捜さがそうにも、銀露は名前以外の記き憶おくを失っていた。

　推定四、五歳の男児というだけでは、身元を特定するのはほぼ不可能だ。見事な銀色の髪かみは珍めずらしくはあるものの、決定的な手がかりにはならない。

　最初から引き取るつもりで手を差し伸のべたわけではなかった。貧しさゆえ捨てられたのなら気の毒だと思いはしたが、蒼霖とて暮らし向きに余よ裕ゆうはない。ただひもじさに泣く幼子を放ほうっておけず、なりゆきで面めん倒どうを見始めたようなものだ。

　けれど銀露と過ごす時間が増えるにつれ、不思議な感情が胸を占しめるようになっていた。

　ほのかに温かくてどこか懐なつかしいそれは、父と暮らしていた頃ころの心の在り様と、とてもよく似ている──そう気づいたときにはすでに、銀露は家族同然の存在となっていた。

　幸い銀露はすぐにここでの生活に馴な染じんだ。周辺諸国との戦いくさを繰くり返していた時代から多くの戦災孤児を受け入れてきたこの街には、懐ふところの深い独特な雰ふん囲い気きがある。

　蒼霖が仕事をしているあいだは、隣となりに住む李り小姐ねえさんに銀露を預けていた。女手ひとつで息むす子こを育てる李小姐は、いわば蒼霖の子育て仲間である。

　本当は銀露を仕事場に連れて行ければいいのだが、日雇いの働き口は土木工事の現場が多く、断念せざるを得なかった。ただでさえ幼子には危険な場所のうえ、銀露は胸の病を患わずらっているのである。日頃から体調を崩くずしやすく、発ほつ作さを起こすこともしばしばだった。

　別の仕事を探すべきだと思うことはある。だけど土木作業は激務なだけあって賃金が高く、なかなかやめる決心がつかなかった。衛生的な住まいに引っ越す余裕はなくとも、万一の事態に備えて、薬代だけは稼かせいでおきたい。

　……とはいえ、先の見通しが立たない生活をしている自覚はあった。

　蒼霖は生まれつき細作りで、背せ丈たけも五尺六寸（一七〇センチ）には少し足らず、竜人としては小こ柄がらだ。体力のあるうちはなんとかやれても、一生続けられるかと問われると自信はない。

　物好きな奴やつだ、とよく笑われる。貧しいくせになぜ、拾い子をしたのかと。

　だが誰になにを言われようと、銀露を見捨てるつもりはなかった。今や蒼霖にとって、銀露だけが真に心を許せる相手だからだ。

　目立たぬように生きること。人と関かかわるときは、用心を怠おこたらぬこと。どちらもとある秘密を抱かかえた蒼霖の身を案じたまま逝いった、父の遺ゆい言ごんだった。

　身寄りのない銀露に警けい戒かいする必要はない。毎日一いつ緒しよにご飯を食べられて、「おはよう」と「おやすみ」が言えて、楽しいときには思いきり笑いあえる。そんなつましくともささやかな幸せが味わえる生活を、手放したくない。

　今日も蒼霖は仕事を終えると、早足で家路についた。一日中土を掘ほり起こしては運ぶという作業を繰り返していたせいで腕うでは重く、足も腰こしもだるい。それでも銀露の笑え顔がおを思い浮うかべると、心だけは軽くなる。

　途と中ちゆう、夕ゆう餉げの御お菜さいや酒しゆ肴こうを求める人でごった返す市に寄った。夕暮れの蒸むし暑さと人いきれにくらくらしながら、蒸ふかしたての饅マン頭トウが湯気をたてる露ろ店てんを覗のぞく。

　最近食欲のない銀露に、なにを食べさせるべきだろう。喉のどを通りやすい粥かゆを与あたえるのがいいのか、それとも肉と野菜たっぷりの包子パオズで体力をつけさせたほうがいいのか──そんなことを考えながら、店主に声をかけようとしたそのときだった。

「いた──蒼霖!!」

　名前を呼ばれて振ふり向くと、息を切らして路地を走ってくる少年が見えた。李小姐の息子、才さい良りようだ。

「才良？　どうしたんだよ、そんなに慌あわてて」

「たっ……、大変だ、蒼霖。銀露が発作を起こした」

「え──、薬は!?」

「預かってたやつ飲ませたけど、全然効かない。今、母さんが范はん先生のところに運んだから、蒼霖も早く行ってあげて」

「わかった。知らせてくれてありがとう、才良」

　蒼霖はすぐに天泣街唯ゆい一いつの診しん療りよう所じよへと向かった。種々雑多の薬草が生おい茂しげる前庭を突つっ切り、母おも屋やへと駆かけ込む。

「范先生っ、銀露は……!?」

「ああ、蒼霖。ひとまずは落ち着いたところだ。あまりいい状態とは言えないが……」

　言葉を濁にごす先生の視線の先には、苦しげに眉まゆを寄せ、青白い顔で寝しん台だいに横たわる銀露がいた。

「今回はかなり重い発作だった。おそらくこの暑さで体力が削けずられているんだろう。いつまた同じような発作が起きてもおかしくないが、次も耐たえられるという保証は正直できない」

「耐えられないって、それは……」

「おまえさんも覚かく悟ごをしておいたほうがいいという意味だ」

　范先生の見立てに、ひやりと胸が冷えた。

「先生……なにかできることはありませんか？　もっと薬を増やすとか」

「すでに今日、大人と同じだけの量を与えている。これ以上は逆に危険だ」

「なら、ほかに方法は？　銀露が助かる見込みは、本当にないんですか？」

「……。ないことはないが……しかし……」

「教えてください！」

　目を伏ふせた先生に、必死ですがりつく。どんなに難しい方法でも、一いち縷るの望みがあるのならそれにかけてみたい。

「最近都の薬種問屋街で、よい薬が出回っていると聞く。だが、安くはない。私でも工面するのが難しい額だ」

　范先生は天泣街の住民から、ほとんど診療代をとらない。自身の報ほう酬しゆうを極限まで削り、治療には庭で育てた薬草を使う。決して潤じゆん沢たくとは言えない私財を元手に、貧しい人々を診みる善意の医者なのだ。

　どんな人でも治療を拒こばまないが、誰のことも特別扱あつかいしない。もし高価な薬が必要だというなら、蒼霖が費用を負担しなくてはならなかった。

　お金はない。いつもの薬代だけでも精せい一いつ杯ぱいなのだ。だけど──。

「……そう、りん……」

　苦く悩のうする蒼霖の横で、銀露が薄く瞼まぶたを開けた。

　形のいい頭を撫なでてやると、瑠る璃り色いろに澄すんだ円つぶらな瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだが零こぼれる。どんなに心細い思いをしたか、想像しただけで胸が潰つぶれそうだった。

「大だい丈じよう夫ぶか、銀露？　苦しくないか？」

「う……ん。へい、き……」

　蒼霖は弱々しく微笑ほほえむ銀露の手を握にぎった。小さいけれど温かく、握り返す力もある。懸けん命めいに生きようとするその姿に、蒼霖は心を決めた。

　先のことなど考えられない。明日を案じていたら、今日を失ってしまう。

「范先生。オレ、なんとかして薬代を用立てます。だから、銀露を助けてやってください」

「用立てるって、どうやって？　まさか、借金でもするつもりか」

「借金ではないんですけど……」

　言い淀よどんだ蒼霖に、范先生は渋い顔をした。

「蒼霖……気持ちはわかるが、よく考えなさい。その場しのぎのやり方は、自分の首を絞しめるだけだぞ」

　范先生の言うことは正論だった。でも蒼霖は今、毎日が「その場しのぎ」なのだ。この街にきてからずっと、そんな生き方しか選べなかった。

　一日働き、その対価として得たお金で、一日暮らす。だからこそ一日一日を大切にしたいし、時間もお金も大好きな人のために使いたい。

「心配しないでください、先生。実はこないだ庫くらを片付けてたら、ちょっと凝こった細工の香こう炉ろが出てきたんです。前の住人の忘れ物みたいなんですけど、市に持っていけばいい値がつきそうなんで、それを売ります」

　都合のいい話に聞こえたのだろう、范先生は明らかに怪け訝げんそうな顔をする。だが蒼霖の決心が固いと見ると、それ以上はなにも言わなかった。

　先生に話したことは、半分噓うそで半分本当だ。前の住人が残した香炉ではないが、高値が期待できる売り物はある。

　蒼霖は急ぎ足で家に戻もどると、簞たん笥すの抽斗ひきだしを開けて小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。

　中身は、真しん珠じゆ色に光る竜りゆうの鱗うろこだ。ほんのりと薄うす紅べにがかった艶つやがあり、蓮はすの花弁のひとひらのようにも見えるそれは、蒼霖の鱗である。

　清風国の竜人の見た目は、人間とほぼ変わらない。かつては誰だれもが竜に変身できたというが、もう遠い昔の話だ。便べん宜ぎ上【普ふ通つう種】と呼ばれている大半の人々は、長い時を経へて他国に出自を持つ人間と交わり、その能力を失って久しい。

　現在竜体化が可能なのは、清風国に雨を呼ぶ力を有する、【竜人皇族】のみである。

　しかし、皇族以外にも特別な【鱗】を持つ存在がいた。それが突とつ然ぜん変へん異いで生まれるとされている、【希少種】である。

　竜人希少種は、生まれつきうなじに痣あざがあるのがその証あかしだ。痣は成長するにつれて薄くなり、精通や初経を迎むかえると同時に消える。

　だがそれ以降は性的絶頂に達すると、うなじから鱗が剝はがれ落ちる体質になるのだ。

　この鱗は強力な媚び薬やくの素材として、高額で取り引きされている。そのため希少種だとばれてしまうと、誘ゆう拐かいや監かん禁きんなどの被ひ害がいに遭あうことが多く、常に正体を隠かくして生きねばならない。

　竜人希少種であること──それこそが蒼霖の抱える秘密であり、その日暮らししかできない真の理由である。

　痣が消えるまで成長すれば、見た目では判別できない。蒼霖の癖くせのない黒くろ髪かみも、雨上がりの空色をした瞳も、清風国においては特別珍めずらしいというわけではなかった。体格も然しかりで、背丈の高低は関係ない。

　正体を隠して生き抜ぬくため、最も重要なのは処世術だ。蒼霖は在野の学者だった父から身体からだの仕組みだけではなく、日常生活における心構えを教わった。

　目立たぬように生きること。人と関わるときは、用心を怠らぬこと。

　誰かと必要以上に親しくなってはいけない──父は事あるごとにそう説いた。自分の気持ちは極力隠し、他人に興味を持たれぬように立ち回れ、と。

　蒼霖はこれまで父の教えを守り、友達さえ作らずに過ごしてきた。

　恋れん愛あいなんてもってのほかだ。性的接せつ触しよくを行えば正体がばれてしまうばかりか、相手が悪意を持っていた場合、即そく座ざに命の危険へとつながる。

　この人なら大丈夫だと思える人に出会えたら、秘密ごと明け渡わたしてもいいのかもしれない。

　けれど心に蓋ふたをする癖がついてしまったせいか、いつしか感情を露あらわにすること自体に臆おく病びようになっていた。胸の裡うちをさらけ出すくらいなら、孤こ独どくに耐えるほうがずっといい。

　そうして生きてきた蒼霖に、やすらぎをくれたのが銀露なのだ。銀露を助けるためならば、どんな無理でもしてみせる。

　蒼霖は手のひらにのせた己おのれの鱗をじっと見つめた。いつもは鱗が剝がれ落ちても──性交ではなく、生理的な衝しよう動どうを自己処理したときに生じるものだ──、粉々に砕くだいて捨ててしまう。

　竜の鱗といえば硬かたくて丈夫なのが売りなのに、希少種のそれは飴あめ細工程度の強度しかない。まるで自身の存在そのもののような脆もろさで、指でぱりんと砕くたびにやるせない思いがした。

　蒼霖にとっては災わざわいの種でしかないが、銀露の病が判明してからは念のため一枚だけ手元に残すようにしている。これを売ればきっと、薬を買うだけのお金は容易に手に入るだろう。

　竜人希少種の鱗の売買は本来、法によって固く禁じられている。しかし鱗に高い催さい淫いん効果があることは知れ渡っており、密売行こう為いを完全に取り締しまるのは難しいのが現状だった。

　鱗を持って、市へと向かう。密売人に知ち己きはいないが、その界かい隈わいに顔が利ききそうな人物には心当たりがあった。

　酒を出す屋台が連なる裏通りに入り、後ろ髪を無造作に結んだ男に声をかける。

「孝こう研けん！」

「──蒼霖？　どうしたんだ、こんな時間に？」

　振り向きざま目を丸くしたのは、小間物売買の仲ちゆう介かいで生計を立てる孝研だ。面と向かって歳としを確かく認にんしたことはないが、蒼霖よりふたつみっつ上といったところだろう。

「ちょっと頼たのみがあってさ……って、孝研、なんか今日顔色悪いんじゃない？」

「えっ……そうか？　ハハ、最近寝ね不ぶ足そくでさぁ」

　孝研は怪け我がで足を悪くした父親に代わり、一人で家計を支えているという苦労人だ。あまり態度には出さないが、やはり心労があるのだろう。

「んで、頼みって？」

「あ……うん。実は、売りたいものがあるんだけど」

「おっ、また仕事中にお宝でも見つけたかぁ？」

　孝研がにやりと笑う。昔、隧すい道どう工事の現場で貴重な鉱石を拾ったとき、雇やとい主に内ない緒しよで買い取ってくれたことがあるのだ。それ以来、大きな声では言えない掘ほり出し物を見つけては孝研に見せ、足のつかない方法でお金にしてもらうことがたびたびあった。

「まあ、そんなところだよ。でも今回はもし本物なら、今まででいちばんだと思う」

「……。おまえ、これ……」

　蒼霖が薄紅を帯びた真珠色の鱗を差し出すと、孝研の表情が瞬しゆん時じに強こわ張ばった。「どこで手に入れた？」と尋たずねる声は、微かすかに震ふるえている。

「こないだ日ひ雇やといの仕事で入った妓ぎ楼ろうで、偶ぐう然ぜん見つけた。表向きは清せい掃そうってことだったけど、どうも家や捜さがしの片棒担かつがされたみたいでさ。金目のものを探せ、って言われて」

「ああ、楼主が夜よ逃にげした店か。雇い主は借金取りだな」

　孝研の言葉に「うん」とうなずく。仕事で妓楼に行ったのは本当だった。少し前にそこで「希少種の鱗を見た」という噂うわさが流れたのだ。

　妓楼では往々にしてこの手の噂が出回るのだが、蒼霖はその都度掃そう除じや使い走りの雑用仕事を受けて店に潜もぐり込み、真しん偽ぎを確かめるようにしていた。もしも本物の鱗が発見された場合、希少種本人を囲う者が近くにいる可能性があるからだ。

　噂の大半は空言だが、これも自衛の一いつ環かんである。

「そういえばあそこ、お忍しのびの上客が鱗を持ち込んだ、って噂になった店だっけ。そんなわけあるかよって思ってたけど、本当だったのか……」

　孝研が怪あやしんでいる様子はない。夜逃げした楼主は西域に飛んだというから、裏を取られる心配もないだろう。

「──それで、できるだけ早くまとまったお金がほしいんだけど、いけそう？」

「蒼霖がそんなこと言うなんて、珍しいな。銀露絡がらみか」

「うん……まあね」

「おまえも大変だねぇ。ま、俺に任せておけよ。明日の夕方には連れん絡らくする」

「助かった……ありがとう、孝研」

　蒼霖は孝研と別れ、范先生の家に戻った。遅おそくとも明後日あさつてには薬代を払はらえそうだと話すと、それまで銀露をここに置いてくれるという。

　先生の言葉にありがたく甘え、翌日は仕事を休んで銀露に付き添そった。容態が急変する様子はなかったが、よくなる気配も感じられない。

　夕方前に家へ戻ると、孝研からの伝言が届いていた。「金が用意できたので、いつもの茶さ楼ろうにきてほしい」という簡潔なものだ。

　茶楼に向かう道すがら、蒼霖はいつになく緊きん張ちようしていた。今回は言い逃のがれようのない密売だ。ちょっとばかり値打ちのある鉱石を、こっそり懐ふところに入れるのとは訳が違ちがう。

　だが、行かないという選せん択たく肢しはなかった。ここで怖おじ気づいたら、銀露を救う手立てはなくなってしまう。法を犯おかすことも、自身の身を危険にさらすことも、すべて承知の上だ。

　天泣街でも特に治安の悪い地区に、その茶楼はある。馴な染じみ客でないと文字が読み取れないほど古びた看板が見え、後ろめたさからさりげなく周囲を見回した。ひとけのないことに安あん堵どし、一気に足を速める。

「──……──」

　ふと、誰かに名前を呼ばれた気がした。

　振ふり返ってみたが、人ひと影かげすら見当たらない。しかし空耳かと踵きびすを返した直後、背後から何者かに取り押さえられた。

「！　うっ……」

　強い力で首筋を圧あつ迫ぱくされ、膝ひざから力が抜けていく。暴漢か、それとも取り締まりの役人かと頭をよぎったのも、ほんの一瞬のことだった。

　急速に遠のいていく意識の中で、今度こそ誰かの声が聞こえる。

「……ごめん……」

　やや高めのそれは、孝研の声によく似ていた。けれど、確かめることは敵かなわない。

　しまった、と思った次の瞬間にはもう、気を失っていた。







　目が覚めると、知らない部屋の床ゆかに転がされていた。身体を起こそうとしてもうまくできず、手足を縛しばられていると気づいてぞっとする。

　室内には美しい書や鉄てつ線せん蓮れんを生けた花か瓶びんが飾かざられ、ほのかに茶の香かおりが漂ただよっていた。

　茶楼の一室であることは間違いなさそうだが、おそらく商談にでも使う個室なのだろう。

　それなりの広さがあるにもかかわらず、家具は一台きりの卓たく子しと一対ついの椅い子すしかなく、飲食目当ての客をもてなす設しつらえには見えない。

　蒼霖はだんだん状じよう況きようを理解し始めていた。

　自分を捕とらえたのは、孝研が鱗うろこの取り引きを持ちかけた相手に違いない。蒼霖は裏切られ、鱗の提供元として情報を売られたのだ。

「……！」

　扉とびらが開き、ぞろぞろと人が入ってくる。いかにも兇きよう漢かんといった風ふう体ていの男を五人ばかり従えて入ってきたのは、商人と思おぼしき身なりをした男だった。

　男は蒼霖を見下ろし、不ふ審しんそうな表情で呟つぶやく。

「孝研の知り合いにしては、ずいぶんまともだな。おまえ、本当に天泣街ここの住民か？」

「……そうだけど。あんた、誰だれ」

　不安と動どう揺ようを気取られないよう、意識して険のある態度をとった。この数年、伊達だてに治安の悪い街で暮らしてきたわけではない。

「どう見ても善良な商売人だろう？　大珍ちん品ぴんが出たと聞いて駆かけつけたのさ」

「あっそ。じゃあ、さっさと鱗の代金払ってよ。孝研から受け取ってるんだろ」

　平静を装よそおって取り引きを進めようとすると、商人はしゃがんで蒼霖の顔を覗のぞき込んできた。温おん厚こうな口調を一変させ、威い圧あつ的な低音で尋ねてくる。

「おまえ、あの鱗をどこで手に入れた？」

「…………」

「おい、質問に答えろ」

「英えい華か楼ろうで……うっ」

　答えたそばから、頰ほおを強したたかに打たれた。

「噓うそはやめとけ、時間の無む駄だだ。こっちは鱗の噂なんざ、とっくに確かめてるんだ。あそこの阿あ呆ほ楼主はうちからしこたま金借りててなぁ。高飛び直後にうちの者が捕つかまえて、洗いざらい吐はかせてるんだよ。ありゃ客寄せのための作り話です、ってな」

「……」

　内心、まずいなと思った。こいつらはただの密売人ではないらしい。

　はじめはしらを切り通せば、解放されると踏ふんでいた。多少痛めつけられても、鱗の代金が手に入ると思えば耐たえられるとも。

　だが、相手が金貸しまでやる大きな組織の人間──密売のほか、賭と博ばくや人身売買、売春などの犯罪活動を手広く行う『黑こく道どう』と呼ばれる連中だとすると、話が厄やつ介かいになってくる。

　鱗の出所を突つき止めるのは、金脈を掘り当てるのと同義だ。孝研が蒼霖の身み柄がらごと売ったのだとしたら、鱗の売買を仲介して得る手数料より、よほどいい値がついただろう。

　彼らはどんな手を使ってでも、その対価である情報を引き出そうとする。殴なぐる蹴けるでは済まないほどの拷ごう問もんをされるかもしれない。なんとしてでもこの場を切り抜ぬけねばならなかった。

「噓じゃない。屑くず籠かごに捨てられてたから、ほかの人は見落としたんだと思う。もしかしたら噂が出回ったのに乗じて、持ち込んだ奴やつがいたのかも」

「なるほどな。そこまで言うならもう少し調べさせよう。だが、せっかく手に入れた情報源を寝かせておくのは惜おしい」

　商人がそう言って顎あごをしゃくると、手下の兇漢たちに蒼霖の身体からだを押さえつけさせた。そのうちの一人が、手に持った布切れで鼻と口を塞ふさいでくる。

「ぐうっ……！」

　つん、と薬酒に似た刺し激げき臭しゆうがした。息苦しさでもがいた拍ひよう子しに思いきり吸い込んでしまい、頭がたちまちぼうっとしてくる。

「うちは薬の商あきないで身代を築いたんでね、こういう商品には事欠かない。希少種の鱗とは比べようもない安物だが、効きが早いと評判だ」

　商人の言葉で不意に記き憶おくが蘇よみがえった。以前別の妓ぎ楼ろうで清掃の仕事をしたとき、これと同じ匂においを嗅かいだことがある。客が使った、粗そ悪あくな媚び薬やくの残のこり香がだ。

「っ……！」

　不ふ吉きつな予感で背筋が凍こおった。もし商人の狙ねらいが蒼霖の想像どおりなら、最悪の事態だ。

　商人は蒼霖の頤おとがいを持ち上げ、不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

「ふん、強ごう情じようそうな目だ。いいかおまえら、こういう叩たたいても喋しやべらなそうな奴は、別の方法で追いつめてやるしかない。おまけが落ちてくる可能性もあって、一石二鳥ってわけだ」

　含ふくみを持たせた言い方に、予感が確信に変わった。媚薬を使った暴行の目的は、鱗の出所を吐かせることだけではない。蒼霖自身が希少種かどうかを確かめるつもりなのだ。

「や……、やめろっ、触さわんなっ！」

「ほう……なりはみすぼらしいが、なかなかの美童じゃないか？　男を引っかけそうな独特の色気もある。──おい、始めろ」

　商人に命じられた大柄な男が、身体にぐっと乗りかかってくる。なんとしてでも逃にげないと後がないのに、薬にやられて全然力が入らない。せめてもの抵てい抗こうで必死に身を捩よじるが、舌打ちされてこめかみを殴られた。正気を保とうとする意識が、殴おう打だの衝しよう撃げきで一気にぶれていく。

「う……っ……」

　全身をまさぐられる不快感に、唇くちびるを嚙かんで耐えた。反応してはいけない。与あたえられる刺激をやり過ごさなければ、無事でいられる保証はなかった。

　だが褲子ズボンの上から股またの部分を握にぎり込まれると、反応すまいという意志に反してびくっと腰こしが浮ういてしまう。

「う……っ、あ」

　思わず洩もれたみっともない声に、商人が下げ卑びた笑いを浮かべた。

「こいつは思った以上の拾いものかもしれんな。希少種じゃなかったら妓楼に売ってもいい。青く未熟な果実のごとき少年男だん娼しよう……そそるねぇ。そうすれば、孝研は借金返済も捗はかどる」

「借、金……？」

「なんだ、知らないのか？　あいつの親父おやじは怪け我がで足をやっちまってから、自棄やけになってな。賭場に入り浸びたって、どえらい負ふ債さいを抱かかえてる。孝研はその名のとおり、親父の借金を肩かた代がわりする孝行息むす子こってわけだ」

「……！」

　そんな話は初耳だった。父親は働けなくなった自分に気落ちして、寝ねたきりのような状態とさえ言っていたのに。

　──オレに噓をついてた、ってことか……。

　噓というより見み栄えかもしれない。孝研は蒼霖に対して、普ふ段だんから格好をつけたがるきらいがあった。父親の作った借金を返しているなんて、とても言えなかったのだろう。

　そもそも、本音を打ち明けてもらえるほど親しい仲でもない。蒼霖が意識的に距きよ離りをとり、そう仕向けたからだ。

　もっと注意していれば、と後こう悔かいしても手て遅おくれだった。媚薬の効果は忌いまわしいほど覿てき面めんで、触られるだけで身体じゅうが熱くてしかたない。布越ごしに自身を弄いじられて生じるむず痒がゆさが、ごまかしようのない性感へとすり替かわっていく。

「……うっ……」

　もはや無視できないほどに疼うずくそこを、変化の度合いを確かめるように撫なでられた。反抗しながらもしっかりと勃たち上がっていると知られるのは、屈くつ辱じよく以外の何物でもない。しかし我が慢まんすればするほど淫みだらな毒は体内を廻めぐり、性器は蒼霖を裏切るように硬かたくなっていく。

「っ、う……、んぁっ……」

　性急な手つきに追い立てられ、抑おさえきれずにまた変な声が出る。それまで無表情だった男の喉のど仏ぼとけが上下し、唾つばを飲み込むのが見えた。

　不意に腰帯を緩ゆるめられ、きつく合わせていた短衣の衿えりが広がる。

「──っ……！」

　隠かくしていた首筋を露あらわにされ、恐きよう怖ふで心臓が飛び出しそうになった。だが男が興味を示したのは、薄うすっぺらい胸むな板いたのほうらしい。

　舐なめ回すような目つきに、本能的な嫌けん悪お感かんで肌はだが粟あわ立だつ。希少種かどうかを確かく認にんするための行こう為いではなく、この男の薄うす汚ぎたない欲求をぶつけられるのだと直感した。

　卑ひ猥わいな視線が小さな突とつ起きの上で留まり、邪よこしまな意図を持った太い指が伸のびてくる。

「あ、や……っ、やめろっ……!!」

　蒼霖が叫さけんだのと同時に、部屋の扉が勢いよく開かれた。複数の靴くつ音おとを響ひびかせ、人が雪崩なだれ込んでくる。

「全員動くな！　この店の主に密売幇ほう助じよの嫌疑がかかった。おまえたちの身柄は我われらが預かる。暴行をやめ、速すみやかに同行せよ」

　黒くろ装しよう束ぞくに長ちよう靴か姿の男たちは入ってくるなり、腰に佩はいていた刀を向けてそう命じた。彼らは天泣街地区を管かん轄かつし、警けい邏らや捕ほ盗とうを行っている警けい吏りだ。

　兇きよう漢かんの注意が逸それた隙すきに蒼霖は脚あしを閉じ、はだけた胸もとを隠すように身体をひねった。

「これはこれは、お役人さま……密売とは心外ですなぁ。私どもはただ、商売の話をしていただけですよ」

「──ほう。では商品を見せてもらおうか」

　しらじらしい口調の商人に対たい峙じしたのは、背後に控ひかえていた長身の警吏だった。周囲が一歩下がったところを見ると、どうやらこの一行を束ねる上役らしい。

　濃こい藍あいの長ちよう髪はつを結ゆったその男の風ふう采さいは、荒あら事ごとの最中にあってもどこか涼すずやかだった。

　むくつけき男たちを一いち瞥べつし、商人を真正面から見つめるその眼まな差ざしには、不正を見み逃のがすまいとする峻しゆん烈れつさが宿っている。

　商人は手下の一人に木箱を持ってこさせ、堂々とした態度で警吏に差し出した。中身は茶葉だ。おそらく密売の目くらましとして扱あつかっている商品なのだろう。

　警吏は茶葉を摘つまんで香かおりを確かめた。だが、すぐに「違ちがうな」と首を振ふる。

「おかしいな。こちらが把は握あくしている商品ではないようだ」

「ああ、やはり手違いでしたか。なに、こういうことはよくある……」

「ここに記き載さいされたものと同じ品を見せてほしいのだが」

　商人の言葉を遮さえぎり、警吏は帳面を取り出した。商人の顔色が、瞬しゆん時じに変わる。

　警吏はおもむろに頁ページをめくると、よく通る凜りんとした声で内容を読み上げた。そのほとんどが採取や栽さい培ばいを禁じられている植物の売買記録だ。

「なぜ、それをお持ちに……」

「我らがなにも持たずに踏み込むとでも思ったか？　なかなか尻しつ尾ぽを摑つかませない食わせ者だと聞いていたが、大事な帳ちよう簿ぼ管理の人選は誤ったようだな」

「っ……」

　密売の証しよう拠こを突きつけられ、商人は観念したようだった。一言も抗弁せず、手下の男たちと大人しく連行されていく。蒼霖はすんでのところで難を逃れたのだ。

「そなた、大だい丈じよう夫ぶか？　怪我は──……」

　商人をやり込めた警吏は、蒼霖を見てはっと言葉に詰つまった。乱れた衣ころもを見て状じよう況きようを察したのだろう、黙だまって跪ひざまずくとすぐに手足の縄なわを解いてくれる。

「乱暴されたのか」

「……っ」

　小声で問われ、首を振って否定する。けれど媚熱を溜ためた性器は、一向に萎なえる気配がなかった。視線から逃れたくて、背中を丸めて横を向く。

「顔色がすぐれないが、気分が悪いのか？　こめかみの部分に少し出血が……」

「あっ……く」

　怪我を気き遣づかい伸びてきた指に、びくりと大きく反応してしまう。警吏は「すまない」と詫わびながらも、蒼霖の異変に気づいたようだった。

「あいつらになにをされた？　言ってみろ」

「く、薬を嗅がされて……」

「薬？　……これか」

　警吏は床ゆかに落ちていた布を拾い、手で扇あおぐようにして匂いを確かめると眉まゆをひそめた。

　部下の一人に持ち帰って調べるよう命じ、室内に残っていた者たちにも退出を促うながす。

「時間が経たてば治まりそうか？」

　うつむいたまま、子供のようにかぶりを振った。普段は気持ちを鎮しずめて、波が去るのを待てばいい。しかし蒼霖が嗅がされた媚薬は、安価といえども効きが強いようだった。おそらく一度発散しなければ、この火ほ照てりから解放されないのだろう。

　もどかしさのあまり腿ももをすりあわせると、警吏は外衣を外してそれを蒼霖にかけてくれた。

「申し訳ないが、事件の関係者は一人にできない。その……私は後ろを向いているから……」

　皆みなまで言わずとも理解できた。この場で処理をしろという意味だ。

　情けなくてたまらなかったけど、ほかに選せん択たく肢しはなさそうだった。羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨て、外衣の下で下腹部に手を伸ばす。

「んっ……」

　躊ちゆう躇ちよする意識とは裏腹に、手はすぐに夢中になった。人前でこんなことしたくない。なのに、気持ちよくてたまらない。快感と悔くやしさが入り乱れ、涙なみだとなってほろりと落ちる。

「っ、う……っ……！」

　ぎりぎりの状態まで張りつめていたそれは、さしたる時間をかけずに呆あつ気けなく弾はじけた。

　手のひらがぬるい精で濡ぬれ、左のうなじにぴりっと痺しびれが走る。火傷やけどした部分が一瞬にして凝ぎよう固こするような、鱗うろこが剝はがれるとき特有の感覚だった。

　でも、今日はいつもより痛みが強い。

「うっ……痛っ！」

　火ひ箸ばしが触ふれたような熱い疼とう痛つうに、つい呻うめき声を洩らしてしまう。早く鱗を隠さなければと焦あせる一方で、放出の余よ韻いんが残る身体からだは思うように動いてくれない。

　朦もう朧ろうとしたままうなじに触れようとして──間近で息を吞のむ気配に思わず手が止まった。

「……！」

　自じ慰いにしては様子が変だと気づいたのだろう。後ろを向いていたはずの警吏が、驚きよう愕がくした顔で蒼霖を見つめていた。

　涙でぼやけた視界越しに、動どう揺ようで揺ゆれる藍の瞳ひとみと目が合う。

　──見られた……間に合わなかった！

　ありえない失態を犯おかした衝しよう撃げきで、蒼霖は呼吸さえ忘れて茫ぼう然ぜんとした。警吏も硬こう直ちよくしたまま、一言も発さずに立ち尽つくしている。

　どうすればいいのか、どうなってしまうのか、なにもわからなかった。秘密を知られるのは、暴力を振るわれるよりずっと怖こわい。

「っ……──」

　薬による強ごう引いんな絶頂の反動か、ひどい頭痛と猛もう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってくる。そのまま底知れぬ闇のような不安にさらわれ、意識を手放した。







「うん、脈は問題なし、と。あれ……」

　独り言めいた小声に瞼まぶたを開けると、誰だれかが蒼霖の手首にそっと触れていた。

「あっ、目が覚めた？　よかったー！」

　にっこりと笑ったのは、亜あ麻ま色いろの髪かみを結い上げた見知らぬ少年だった。眦まなじりがきゅっと上がった大きな目は、どことなく猫ねこを思わせる。

　背中を支えられて起き上がってみると、自分で着た覚えのない衣を身につけ、清潔な寝ね床どこの上にいることに気づいた。

「気分はどう？」

「頭痛が少し……あります」

　訊きかれるがままに答えると、少年は気の毒そうな顔をした。

「あぁ……まだ薬が悪さをしてるみたいだね。でも安心して、こういうときによく効くお茶があるから。あっ、でもまずは起きたことを報しらせなきゃ」

　蒼霖が呼び止める間もなく、少年はいそいそと立ち去った。

　小こ柄がらな背中を目で追うと、部屋の様子が目に入る。几つくえや椅い子すのような家具から、敷しき物ものや香こう炉ろなどの調度品に至るまで、上等なものばかりだ。

　貴族の屋敷のようだが、誰の家なのだろうか。少年の正体といい、見当もつかない。

　けど少年が発した「薬」の一言でぼんやりしていた頭が冴さえ、これまでのことが一気に思い出された。

　蒼霖は密売の現場で薬を嗅かがされ、不本意ながら射精をし、それから気を失っていたのだ。

　おそらく事件の関係者として、尋じん問もんするために連れてこられたのだろう。捕つかまってしまった以上、言い訳はできない。

　けれど、気がかりなのは銀露のことだ。今この瞬間も胸の痛みに苦しんでいるかもしれない、寂さびしくて泣いているかもしれないと思ったら、じっとしていられなかった。

　寝しん台だいを降り、ひとまず自分の衣に着き替がえようと立ち上がったところで、また誰かが来た。

　現れたのはさっきの少年ではなく、背後に一人の男を従えた長身の青年だ。

　見た目は若いが、一目で貴族だろうと推測できた。雲取りの中に繊せん細さいな草花が織り出された孔く雀じやく藍あいの長衣に、涼しげな蠟ろう白はく色しよくの表着を重ねた装よそおいは、抑おさえが利きいているが華はながある。帯には清風国で最も高価な玉ぎよくとされている、羊よう脂し玉ぎよくの佩はい玉ぎよくを下げていた。

　手入れの行き届いた濃こい藍あいの髪は、その一部を高く結ゆい、大おお粒つぶの翡ひ翠すいをあしらった金の小しよう冠かんを着けている。どこもかしこも、隙すきがない。

　加えて、人の目を惹ひきつける端たん整せいな目鼻立ちは、精せい悍かんさと美しさを均等に兼かね備えていた。ここまで整っていると、同じ男として羨せん望ぼうを抱いだくより先に、ただぽかんと眺ながめてしまう。

　──こういう人のことを、美び丈じよう夫ふっていうのかな……。

　全身から漂ただよう高貴な香りに、蒼霖はすっかり気け圧おされてしまった。いったいどこの誰なのか、それが気になる。

「もう起きて平気なのか？」

「あ……は、はい」

「そうか。突とつ然ぜん気を失ったから心配していたんだ」

　男の物言いは、あたかもその場で見ていたかのようだった。蒼霖が違い和わ感かんに首をひねると、男がはたと気づいたように呟つぶやく。

「もしやそなた、私を覚えてないのか」

「えっと……お会いするのは、はじめてなんじゃ……」

「ふむ。印象というのは思いのほか、衣と髪型に左右されるのだな」

　言いながら自らの髪を束ね、持ち上げてみせた男を見てぱっと記き憶おくがつながった。彼は茶さ楼ろうで蒼霖を助けてくれた警けい吏りだ。

「すっ、すみません。全然気がつかなくて……」

「いや。あんな状じよう況きようでは無理もないだろう」

　あっさりとそう返されて、気まずさと恥はずかしさで耳が熱くなった。媚び薬やくのせいとはいえ、この人の前で思いきり痴ち態たいをさらしてしまったのだ。

　──そうだ。鱗……！

　あのとき確かに一枚剝がれたはず。どこへやったのだろう、と無意識にうなじに手をやった蒼霖に、男は「案ぜずともよい」と先回りして答えた。

「そなたの落とし物は、一連の調べが終わったら返そう。それより先に訊かねばならぬことがある。まず──」

「あ、あのっ……」

　話を遮さえぎった蒼霖に、男は驚おどろいた顔をした。

「尋問ならあとでちゃんと受けますから、一度家に帰らせてもらえませんか？」

「……なに？」

「病気の子供を置いてきてるんです。いつまた発ほつ作さが起きるかわからなくて、それで……」

「──晏蒼霖。それ以上はお控ひかえください」

　やんわりと発言を制したのは、従者と思おぼしき青年だった。長めの黒髪に革かわ製の小冠を飾り、山やま吹ぶき色いろの円領衣を身につけている。一見して文官のようだが、警吏の男と同じくらいの上背があった。官服姿でなければ護衛と勘かん違ちがいしそうなたたずまいだ。

「なんでオレの名前……」

「あなたが一晩眠っているあいだに、いろいろと調べさせていただきました。そちらの事情についても、ある程度は把は握あくしています」

「えっ……、オレそんなに寝てたんですか？」

「ええ、今は翌日の昼ひる過すぎですよ。それと、銀露という子供のことならご安心を。適切な薬を処方して、現在は小康状態を保っていると確かく認にん済みです。……というわけで、まずはこちらの話を聞いてください。そのほうがあなたのためだと思いますよ」

「オレのため？」

「はい。そもそも、このお方がどなたかわかりますか？」

「どなたって……お役人……でしょ？」

「それは仮のお姿に過ぎません」

　青年は、すっ、と姿勢を正した。

「このお方こそ、清風国の御み空そらに浮うかぶ、唯ゆい一いつ無む二にの青き竜りゆう──今上帝ていにあらせられます」

「……えっ。は……？」

　青年の言っていることが、すぐには理解できなかった。

　──この目の前にいる人が……帝みかど？　国の頂点に立つ天子さま？

「い……いやいや、待ってください。なんで天子さまがこんなところに？」　>>>♥

「こんなところ、って。ここがどこだかご存じなんですか？」

「どこかの貴族のお屋敷かな、と」

「いいえ。皇こう宮ぐう内にある殿でん舎しやの一室ですよ」

　青年の顔はいたって真面目まじめで、冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。第一警吏を名乗り、捕ほ盗とう行こう為いを行っていた人物が、皇帝を騙かたるというのは考えにくい。

　──だとするとやっぱり、本物ってことだよな……。信じられないけど……。

　布衣しよみんの立場では、一生に一度その姿を見られるかどうかという存在。まさに雲の上の人だ。まったく実感は湧わかないが、どうやら夢や幻まぼろしではないらしい。

　蒼霖は改めて天子たる男性に向き合った。

　確か、名は──万ばん湘しよう。天帝から万姓せいを賜たまわった、清風国史上屈くつ指しの聖君の血を受け継つぐ、若き竜人帝だ。

　御おん年とし二十五歳で、即そく位いは五年前。父親を亡なくした直後だったから、よく覚えている。

「騙だましたようですまないが、打ち明ける暇ひまがなかった。私は変装していたし、そなたは倒たおれてしまうしな」

「ど……どうして天子さまが、天泣街なんかに……？」

「仕事だ。密売の現場を押さえるために訪おとずれたのが、たまたまあの日だった」

「天子さまご本人が、わざわざですか？」

「場所がどこであろうと、必要とあらば直接赴おもむく」

　昨今、官府では天泣街の治安改善に力を入れており、警けい邏らの強化や密売の取り締しまりもその一いつ環かんらしい。

　別件で組織の末端にあたる人物を捕とらえ、今回の突入へとつながったという。お忍しのびにしては度を越こしているのでは……というのが正直な感想だったが、当然口には出せなかった。

「そなたに直接、尋たずねたいことがある。どうか構えず接してほしい」

「は……はい。わかりました」

「まずはそなたの素す性じようについて。単刀直入に尋ねるが──そなたは希少種だな？」

「…………。はい」

　決定的場面を見られている以上、ごまかしてもしかたない。蒼霖は生まれてはじめて、自分が希少種だと他人に明かした。

「答えてくれて感謝する。事実を知っているのは私と、ここにいる思し基きと、そなたを介かい抱ほうした医師だけだ。全員、不必要に口外しないと約束しよう」

　湘が背後を見み遣やってそう言うと、思基と呼ばれた青年は深くうなずいた。

「次に、密売品の鱗うろこについて。仲ちゆう介かい人の張ちよう孝研に渡わたしたのは、そなたの鱗で間違いないか？」

「はい。間違いありません」

　蒼霖は潔いさぎよく容疑を認めると、改めてこれまでの経けい緯いを説明した。

　銀露という拾い子を育てていること。その子の病を治すために、高価な薬が必要だったこと。

　日ひ雇やとい仕事の給金では払はらえないので、顔見知りだった孝研に鱗の売買の仲介を頼たのみ、費用を工面しようとしたこと。

　すべてを包み隠かくさず話し、最後に腹をくくって告げた。

「密売だとわかってやりました。罰ばつを受けるのは覚かく悟ごの上です」

「……そうだな。そなたは密売組織の人間ではないが、商談を成立させたのはそなたの鱗だ。やむにやまれぬ事情があったことは理解するが、その責任は取ってもらわねばならない。しかし、こちらとしてはほかにも気がかりなことがある」

「気がかり……？」

「今後同じ状況になったとき、再び過あやまちを犯おかすのではないか──ということだ」

「──……」

　厳しい視線を向けられ、蒼霖は目を伏ふせた。同じ状況とはすなわち、銀露がまた体調を崩くずし、大金が必要になった場合という意味だろう。

「医師の見立てによれば、銀露という子は決して楽観視できる病状ではないそうだ。気を悪くするかもしれないが、正直、病児の養育はそなたの手に余るのではないか？」

　湘の指し摘てきはもっともだった。必要な薬を買ってやるどころか、食事を満足に与あたえてやることもできず、家屋には衛生的な問題もある。

「誰だれか、頼たよれる親しん戚せきはいないのか？」

「いません。両親は亡くなりましたし、親戚とも縁えんが切れています」

　蒼霖が答えると、湘は思基となにやらうなずきあい、再び口を開いた。

「なるほど。それではさぞ大変だろうと察するが……もっといい環かん境きようで暮らさせてやりたい、と考えたことはないか？」

「……。あの……それって、どういう……」

「無理をせず、然しかるべき家に預けるという方法もある、という意味だ」

「──……！」

　恐おそれていた提案に、すっと血の気が引いた。

「そなたにその気があるなら、皇宮から役所に話を通して、養親を探すことも可能だが……」

「まっ、待ってください！」

　蒼霖は慌あわてて口を挟はさんだ。

　このまま話が進んだら、銀露を取り上げられてしまう。

「お気持ちはありがたいですけど、銀露を手放すつもりはありません」

「しかし、暮らし向きが苦しいのは事実だろう？」

「それはそうですけど、貧しくても子供を育ててる家は、うちだけじゃありません」

「もちろん理解している。だがそなたは複数の問題を抱かかえ、そのいずれも容易たやすく解決できない。日雇いの仕事をしているのは、そなたが希少種だからだろう？　この先も不安定な給金だけを頼りに、子の薬代まで賄まかなうのは無理がある」

「っ……」

　やりきれない思いで胸が塞ふさがれそうだった。できることなら「ほっといてください」と捨て台詞ぜりふを吐はいて帰ってしまいたい。

　でも、できなかった。不敬罪が怖こわいのではない。湘の言うことは正論だからだ。

　銀露のもらい手を探そうかと悩なやんだのは、一度や二度ではない。だがどこへ行っても働き手として扱あつかわれるだろうと思うと、病弱な銀露を送り出す気にはなれなかった。

　せめて清潔な住まいだけでも確保すべく、二人で農村へ移ろうかと考えたこともある。

　けれど畑を持つ親類縁者もおらず、濃のう密みつな人付き合いもできない蒼霖では、とてもじゃないが生計を立てられない。

　自分なりに熟考を重ね、断念したつもりだった。それでも銀露と離はなれたくないがための言い訳だと指摘されたら、言い返すことはできない。

　皇宮を介して紹しよう介かいされるなら、きっと申し分ない良家だろう。少なくとも、子供を働き手として数えるような家ではないはずだ。

　なのに受け入れたくないと思うのは、単なる我わが儘まま以外の何物でもなかった。

「断っておくが、そなた自身を否定しているわけではない。だが見つけてしまった以上、見て見ぬふりはしかねるんだ」

「いえ……自分でもわかってます。銀露の将来を考えれば、そのほうがいいって」

「ではなぜ、手元で育てることにこだわる？　血を分けた兄弟でもあるまいに」

「…………。寂さびしいから、です…………」

　絞しぼり出した言葉は、ひどく幼よう稚ちに響ひびいた。だけど、これ以外の理由は存在しない。

　どんなに切実な思いであろうと、理解してもらうのは難しいとわかっている。案の定、湘は拍ひよう子し抜ぬけしたように諭さとしてきた。

「今は天てん涯がい孤こ独どくかもしれないが、友人や家庭を持てば変わるだろう？」

「できません。少なくとも、すぐにはできる気がしません。……希少種のこの身では」

「──、それは……」

　湘は虚きよを衝つかれたような顔で沈ちん黙もくした。

　希少種が生きづらいのは、身の危険があるからだけではない。一部の人から『前世で淫いん猥わいな罪を犯した報むくい』だと信じられているためだ。

　明確な根こん拠きよは一いつ切さいない。催さい淫いん性のある鱗を持つという体質からきた、単なる迷めい信しんである。

　鱗絡がらみの犯罪とは縁がないような人たちでさえ、「所しよ詮せんは淫乱竜りゆう人じんだ」などと口くち汚ぎたなく罵ののしり、差別するのを何度も見てきたのだ。いつどこで誰に傷つけられるかわからない──そんな状態で他人に心を許すことなど、できるはずがない。

　ずっと、隠れるように生きてきた。必要以上に好かれたり嫌きらわれたりしないよう、常に細心の注意を払って。

　人目につかなければ、存在しないも同然だ。

　いったい誰が、見えもしない人間を好きになる？　友として扱ってくれる？　ましてや一生を共にしたいと願ってくれるだろう？

「──すまなかった」

　真しん摯しな声の謝罪に、はっと目を瞠みはった。湘が──あろうことか今上帝ていが──蒼霖に対し、頭を下げて詫わびている。

「私の考えが浅かったようだ。そなたにとって銀露は、かけがえのない存在なのだな。養子の話は忘れてくれ」

「あっ、は……はい。せっかくのお気き遣づかいをすみませんが……」

「そんなことは構わん。だがこの先も一いつ緒しよとなると、若じやつ干かん心配事が増えるのは確かだ」

「心配事……？」

「そなたが天泣街に戻もどったら、襲おそわれる危険性が高いだろう」

　天泣街には似たような犯罪組織がいくつもある。今回の事件が明るみに出れば噂うわさが広まり、蒼霖の存在を嗅かぎつける者がいるかもしれないという。希少種だとばれずにすんだとしても、鱗の情報を持っている人物として、脅おどされる可能性は充じゆう分ぶんある。

　──考えて行動したつもりだったけど……オレ、甘かったんだな。

　売って、逃にげて、それで終わると思っていた。だが、現実は厳しい。たった一度の過ちで、蒼霖は追われる身となってしまったのだ。

「そなたは悪党どもに狙ねらわれても、子供を守りきる自信はあるか？」

「それは……」

　気持ちは「あります」と言いたいが、失態を演じたばかりの身では黙だまるしかない。

「──すみませんが、私からひとつ質問をよろしいですか？」

　二人して黙ったところに、手を挙げたのは思基だった。

「陛下はこの者にどのような刑けい罰ばつをお考えですか？」

「正式な決定は尋じん問もん後だが、罰金代わりに労ろう役えきを課すことになるだろう」

「市中の労役場へ送るおつもりで？」

「まさか。希少種だとわかっている者に、集団生活をさせるのは危険すぎる。場所は皇宮だ」

「なら、子供を皇宮に呼び寄せてはいかがです？　この者は労役に従事し、子供は楽らく水すいの治ち療りようを受けながら、今後の身の振ふり方を考えるのです」

　思基の大だい胆たんな提案に蒼霖はおののいたが、湘は「なるほど」と満まん更ざらでもない反応を示した。

　楽水というのは医官の一人で、蒼霖を介かい抱ほうし、銀露を診みてくれた人でもあるという。

「ここでひと夏養生すれば、子供の体力もつくでしょう。労役の期間としても、妥だ当とうかと」

「ふむ。そなたはどう思う？　私は悪くない案と見たが」

　急に話を振られて戸と惑まどう。悪くないどころか、罪を犯した者に対して過分にも思える待たい遇ぐうだ。

　けれど、恥はずかしながら先立つものがない。

「ありがたいお話ですけど、そんな立派な先生に治療してもらうお金なんて持ってません。今回処方してもらった薬代も返さないといけないのに……」

「そのことでしたらご心配なく」

　うなだれる蒼霖にすかさず返したのは思基だ。

「処方した薬の値段は、露ろ店てんの粥かゆ数すう杯はい程度です。あ、断っておきますが、天泣街の医者が不当な大金を要求したというわけではありませんよ。楽水ができるだけ安価な薬草を使って、あなたが買おうとした薬と同じ効果があるものを調合したんです」

「そ、そんなことできるんですか……？」

「ええ、彼にかかればお手のものです。診しん療りよう代は別べつ途といただきますが、これは労役以外の仕事をしてもらうことで手を打ちましょう。ここまでなにか質問はありますか？」

「あ、ありません」

　思基の声こわ音ねは穏おだやかなようで押しが強い。この場にいるということは湘の側近なのだろうが、相当なやり手と見える。

　湘も異論がないようで、「問題は住居だな」と話を進めた。

「官かん衙がの宿舎では不適当だろう。子連れの入居は想定していないし、事件の関係者だと明かさねばならないのも厄やつ介かいだ。憶おく測そくで希少種だと噂を流されては、元も子もない」

　限られた人間しか出入りできず、子供がいても不自然ではなく、密売事件と関連づけられる恐れのない場所。

　──そんなところ、あるのかな……。

　思基もこの難題に頭を抱えていたが、ふと思いついたように口を開いた。

「恐れながら──後宮、はいかがですか？」

「……後宮？」

　訝いぶかしげに復唱する湘に対し、思基が「はい」と神しん妙みようにうなずく。湘はそのごく短いやりとりで、側近の意図を察したようだった。

「そうか……その手があったか」

「ええ。幸いなことに──と申し上げるのは、些いささか不本意ですが──今出入りしているのは、清せい掃そうの者だけですから」

　後宮は皇帝の妻さい妾しようとその子供たちの住まいだ。立ち入りが許される男性は、原則として皇帝ただ一人。宮きゆう廷てい事情に明るくない蒼霖でも、それくらいは知っている。

　そんな場所に蒼霖が住むというのは、いくらなんでもありえないだろう。

「えっと……男のオレが後宮に入るのは、さすがにまずいですよね？」

　湘は皇太子時代から独身で、正室も側室も迎むかえていないはず。とはいえ寵ちよう愛あいする女性の一人や二人はいるだろう。彼女たちと同じ区画で寝ね起おきを共にするなんて、許されるわけがない。

「確かに、常ならばそうですね。ですが現在はどの宮も空っぽなんですよ。皇こう宮ぐうで今もっとも人目につかない場所、それが後宮です」

「で、でも……」

　──空っぽっていっても、男なのに後宮なんて……。

　自分は文句を言える立場ではない。それは百も承知なのだが、正直腰こしが引けてしまった。

　だが、湘に異存はないらしい。

「よし、提案を許可する。その方向でいこう」

「承知いたしました。では、晏蒼霖は『側室候補』として、後宮に入れるよう準備をします」

「……なに？」

「もちろん頭に『偽いつわりの』とつきますが……」

「いや、待て待て。その前にどうして側室だなんだという話になるんだ」

　一転して慌あわてる湘に対し、思基は涼すずしい顔で答えた。

「極ごく秘ひに事を進めるためです。いくら無人とはいえ、後宮に人を入れるには理由が必要ですが、妻妾候補以外の者では怪あやしまれます」

「だが、そんな小細工が必要か？　下手へたに興味を引いたら逆効果だぞ」

「私が『陛下の気を削そいでこの好機を台無しにするな』と、周りに言い含ふくめておきます。臣下は皆みな、一日でも早く陛下に身を固めてほしいと願っているのですから、邪じや魔まするような野や暮ぼはしないでしょう。結果、この者の存在は秘ひ匿とくされる……いいことずくめではありませんか」

　思基の好青年然とした笑え顔がおの裏には、なにか思おも惑わくがあるような気がしてならない。しかし、湘は早くも納なつ得とくしかけている。

「なるほど……思基の言うことも一理あるな」

「あ、ありますか？　……本当に？」

　蒼霖は慎しん重ちように確かく認にんを促うながした。このままでは側室候補などという、とんでもない肩かた書がきで後宮入りが決まってしまう。

　湘を説き伏ふせたと確信した様子の思基は、蒼霖に向き直ってにっこりと微笑ほほえんだ。

「そんなに警けい戒かいする必要はありませんよ。側室候補といっても、所詮は形式上のこと。あなたにはいかなる不利益も出ないと保証します。ですがどうしても嫌いやだというなら、急ぎ、庵いおりでも設しつらえるしかないですね」

「えっ、そんなことできるんですか？」

「可能ですよ。各所に無理を言って人を集めて、惜おしみなく費用をかけさえすれば」

「……」

　ここで「じゃあお願いします」と言えるほど厚かましくはなかった。思基はそれも見み抜ぬいた上でこんな言い方をするのだろう。これではほかに選せん択たくの余地はない。

「庵と後宮。どちらをご希望ですか」

「……後宮でお願いします……」

「ご了りよう承しよういただき、感謝いたします。陛下もよろしいですね？」

「ああ。この件はそなたに一任する」

　湘は至極冷静な声で思基にそう命じた。偽りとはいえ、蒼霖を──密売に手を染めた貧ひん民みん街の男を──本気で側室候補にするつもりらしい。

　おそらく湘にとって、最も合理的かつ都合がいいというだけの話なのだろう。

　そう考えると、「男が後宮なんて……」と気に病やむのは、逆におかしい気がしてきた。割り切ってしまったほうが、多分楽になれる。

　──銀露にとってもいい話だもんな……。

「では、早さつ速そく手配いたします」

　言って、湘の言げん質ちを取った思基が足早に出て行く。それとほぼ入れ違ちがいにやってきたのは、蒼霖が目覚めたときにいた少年だった。

　室内にふわり、と柑かん橘きつの香かおりが漂ただよう。

「お話、終わりました？　頭痛によく効くお茶のご用意ができましたよ」

「ああ、入ってくれ。紹しよう介かいしよう、彼が医師の楽水だ」

「え……この人が……？」

　その凄すご腕うでぶりから想像していたより、ずっと若い。だけど、言われてみれば目覚めたときにいてくれたのは彼だ。聞けば、蒼霖と同じ十七だという。白い円領衣の衿えりを返し、あえて裏地を見せる洒落しやれた着方をしているが、思基と似たような官服を着用していた。

　もとは地方の採薬師だったそうだが、「非ひ凡ぼんな若者がいる」という評判を聞きつけた湘が、都の薬園師として直々に登用したらしい。なりゆきで受けた医官の試験は、史上最年少かつ最高点で通過したという、輝かがやかしい経歴の持ち主だった。

　銀露を治療してもらった礼を言い、これから二人で後宮で世話になることを伝えると、楽水は人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべた。

「嬉うれしいな、嬉しいな。同い年の子と話すのなんてすごく久しぶり。仲よくしてね！」

「は……はい。こちらこそよろしくお願いします、楽水先生」

　蒼霖が改まった挨あい拶さつをすると、楽水は途と端たんにしゅんとした。

「よそよそしいのは寂さびしいよー。もっと気安く話して！　僕のことは楽水でいいよ」

「えっ、と……」

　いくら同い年とはいえ、皇族や貴人の脈をとる医官相手に、くだけた調子で話すのは気が引ける。けれど、湘からも「ぜひそうしてやってほしい」と頼たのまれてしまった。

「楽水は少々、変わり者で通っていてな。皇宮で気楽に話せるのは、私と思基くらいなんだ。親しくしてくれると、私も嬉しい」

「変わり者って……？」

「本草学への探究心が並なみ大たい抵ていではないんだ。特に、薬草採取にかける情熱は凄すさまじくてな……新種を見つけたら『自分の身体からだで試ためさなければ気が済まない』と言って、これまで何度も毒にあたっている。私が知っているだけで、二度ほど死にかけたな」

　湘の説明に楽水は「てへへ」と照れ笑いする。行きすぎた好こう奇き心しんを持つことを敬遠する人もいるのかもしれないが、蒼霖はむしろ好感を持った。

「すごいですね。オレは、なにかを極きわめてる人って尊敬しますよ」

「……ほんとっ!?」

　楽水は白い頰ほおを紅潮させた。蒼霖の手をとり、ぎゅっ！　と握にぎる。

「ありがとう！　やっぱり僕、きみと仲よくなりたいなぁ」

「オレでよければ……、よろしくお願いします」

「うん！」

　握あく手しゆを交かわすと、自然と笑みが零こぼれる。楽水もまた蒼霖が希少種だと知っているはずなのに、気持ちよく接してくれることが嬉しかった。

　湘、思基、楽水──三人とも、蒼霖とは身分も立場も違う。

　なのに彼らと交わす会話は、長年閉め切っていた庫くらの扉とびらを開け、爽さわやかな風を通したように心ここ地ちよかった。







「蒼そう霖りん、みてみて！　かたつむり、みーつけた」

　後宮内の殿でん舎しやのひとつ、汀てい蘭らん殿でん。

　一年を通して花と緑に恵めぐまれるよう草木が配され、今は四し季き咲ざきの月季花と夾きよう竹ちく桃とうが見頃を迎えているその庭に、銀ぎん露ろの朗ほがらかな声が響ひびいた。

　見ると、朝あさ露つゆに濡ぬれた葉の上に小さな蝸牛かたつむりがいる。

「ほんとだ。よく見つけたね、銀露」

「うん！」

　蒼霖が銀露と汀蘭殿で暮らし始めて十日が経たった。

　銀露は庭に出られるまで回復し、顔色もすっかりよくなっている。ついこないだまで発ほつ作さの苦しみで泣いていたのが噓うそのように、明るい顔を見せてくれるようになった。

　これも楽らく水すいによる適切な治ち療りようのおかげだろう。銀露が健すこやかに笑うのを見るたび、この話を受けてよかったと思う。

「このかたつむり……うごかないねぇ」

「毎日暑いからなぁ。でも、雨が降ったら元気になるよ」

「あめはいつふるの？」

「うーん……いつかはわからないけど、多分、もうすぐじゃないかな？　蝸牛が葉っぱの上に出てくるのは、雨が降る前まえ触ぶれなんだって」

　清せい風ふう国こくの雨は竜りゆう人じん帝ていによってもたらされる。……とはいえ皇帝自身は地上の存在にすぎず、天界に住まう神や仙せん人にんたちのように、自然を自在に操あやつる能力はない。

　そのため定期的に竜体化して雨あま乞ごいを行うのだが、雨を呼ぶには九天の神たる天帝から課せられた『地を善く治めよ』という使命を果たさねばならなかった。

　君主が善政を敷しけば瑞ずい雨うを受け取ることができるが、暗君や暴君の御み世よでは旱かん魃ばつに見み舞まわれ、民たみは飢うえや渇かわきに苦しむことになる。

　この天界と清風国の主従関係は、太古の昔──戦乱時代の真っ只ただ中なかに始まったという。

　大陸全土が大旱魃に見舞われた、ある年のこと。各国では飢き餓がで亡なくなる民が続出した。

　どの国も戦いくさどころではなくなったが、清風国だけは飢き饉きんの被ひ害がいを免まぬかれ、兵力も維い持じすることができたという。賢けん明めいな王が不作に備えて食しよく糧りようを蓄たくわえ、荒こう天てんにも強い作物を育てていたのだ。

　国の将軍はこれを絶好の機会と受け止め、すぐさま猛もう攻こうを仕し掛かけようと王に進言。だが王は利己的な将軍を戒いましめ、「我が国の食糧を分け与あたえ、他国の民を救済せよ」と指示したのだ。

　この行いに感心した天帝は、天の川に住む霊れい獣じゆう・玉ぎよく龍りゆうに命じ、清風国に待望の雨を降らせた。不思議なことにその慈じ雨うを浴びた民は、竜に変へん化げできるようになったという。

　古いにしえの竜人たちは戦勝を重ね、ついには大陸の覇は権けんを手にし、現在に至るというわけだ。

　神話にも等しい時代の話だが、皇帝に課せられた『地を善く治めよ』という役割は、この頃ころから変わらない。ここ数年、清風国が雨に恵まれているのは、今上帝の湘しようが勤勉である証あかしだ。

「銀露、そろそろ部屋に戻もどろう。楽水がくるよ」

「はぁい」

　銀露は毎朝欠かさず楽水の診しん察さつを受け、その日の体調に合わせた薬湯を飲んでいる。身体のことについても学んでいるようで、幼いながらも懸けん命めいに病と向き合っていた。

　午前中、蒼霖は汀蘭殿で働く。殿舎の掃そう除じや補修はもちろん、庭の手入れから溝どぶ浚さらいまで、できることはなんでもやった。

　昼ひる餉げをとったあとは、銀露は昼ひる寝ねをし、蒼霖は労ろう役えきに励はげむ。冠かんむり用の飾かざり紐ひもを作ったり、籠かごを編んだりといった作業は、市中の労役場で課されるものと同じらしい。

　やることは山のようにあり、後宮の外に出る自由はない。

　それでも、生活は分不相応なほどに快適だった。作業着のほかにこざっぱりした着物を支給され、食事に困ることも一いつ切さいなく、貸かし与えられた殿舎は持て余すほど広い。

　ただひとつだけ慣れないのは、湘が毎晩欠かさず通ってくることだ。側室候補を囲っているという体てい裁さいを守るためとはいえ、あまりの律りち儀ぎさに驚おどろいてしまう。

　場所が場所だけに、もしや、まさか、夜よ伽とぎを命じられるのでは……と初日こそ身構えたが、そんな心配は不要だった。通ってくるにはくるが、ほぼ、会話がないのである。

　──まあ、当然か。共通の話題もないんだし。

　蒼霖にできるのは一所懸命働き、寛かん大だいな処しよ遇ぐうへの恩を返すことだけだ。

　一日の仕事を始めるため、蒼霖は井い戸どに向かった。掃除に使う水を汲くみ上げていると、背後から「精が出ますね」と声をかけられる。

「あっ、思し基きさま。おはようございます」

「おはようございます。早さつ速そくですが、陛下からのご伝言を持ってきました。今晩は所用のため、こちらにはお越こしになれないとのことです」

「あっ、そうですか。わかりました」

「なにか言付けることはありますか？」

「オレが天子さまに？　別にないですよ」

　蒼霖が答えると、思基は心なしか気き抜ぬけした顔になった。

「そうですか……意外ですね。『ご公務頑がん張ばってください』とか、『次のお渡わたりを楽しみにしています』とか、なにかしらあると思っていたのですが」

「……なんでオレがそんなことを？」

「毎晩交流しているんですから、少しは親しくなったでしょう」

「形だけの交流じゃ無理ですよ」

　そもそも通ってくる「だけ」なのに、交流と言えるかどうかは甚はなはだ怪あやしい。しかし、思基は納なつ得とくいかない様子で食い下がってくる。

「形だけって言っても、話くらいはしますよね？」

「いいえ？　仕事中の天子さまには話しかけられませんし……」

「仕事？」

「はい。よく書状を読んでますよ。えっと……確か、上じよう疏そ文とか」

　思基はいよいよ不可解そうな顔になった。どうやら汀蘭殿での湘の様子をまったく把は握あくしていないらしい。

　湘がくるのは大たい抵てい、銀露が眠ねむったあとだ。蒼霖が出で迎むかえて挨あい拶さつはするが、その後はただ同じ居室にいるというだけで、雑談に興じたことは一度もない。

　仕事に集中する湘と違ちがい、やることのない蒼霖は睡すい魔まと戦う。銀露との生活で早寝早起きが染しみついているので、夜よ更ふかしができないのだ。そのうち欠伸あくびを嚙かみ殺しているのを気づかれ、「先に寝たらいい」と言われて閨ねやに行くのが常である。

　朝、目が覚めたときには湘はいない。蒼霖が眠ってすぐ、自分の宮に帰っているのだろう。

　話を聞いた思基は啞あ然ぜんとした顔で、はあ、とわかりやすいため息をついた。

「驚きました。よもや後宮にまで仕事を持ち込まれているとは……。私はてっきり、お二人が意気投合なさったのだと思い込んでいましたよ」

　どうりで話が嚙み合わないわけだ。蒼霖は蒼霖で、形式上のお渡りであることは思基も納得しているとばかり思っていたので、おあいこである。

「しかし、こんなことでは先が思いやられますね」

　思基はやれやれ、といった風ふ情ぜいで天を仰あおいだ。

「どういう意味ですか？」

「もし陛下とあなたの関係が噓だと露ろ見けんしたら、困るのは間違いなくあなたなんですよ。誰だれに見られてもいいよう、側室候補らしくしていただかないと」

「でもオレ、男ですよ？　誰かに見られたら、その時点で終わりですよね」

「それなら最初からこんな提案しません」

　なにを今いま更さら、と思基は呆あきれたように言う。

「男性が側室になった例はそれなりにあるんです。位を持たない愛あい妾しようまで含ふくめれば、もっと数は増えます。お世よ継つぎをつくっていただくのが大前提ですから、正室……つまり皇后になった方はまだ、いらっしゃいませんが」

「へえ……」

　そういうものなんだ、という新しん鮮せんな驚きがあった。

　言われてみれば、同性の家か妓ぎを召めし抱かかえている貴族男性の話は、そこそこ聞いたことがある。高貴な人たちのあいだでは、よくあることなのかもしれない。

　ただ後宮の場合、いくら皇帝の側室や愛妾であろうと男女を同じ区域に住まわせるわけにはいかないので、ほとんどの男性は離り宮きゆうを与えられていたという。気前のいい話だ。

「陛下はご公務に邁まい進しんするあまり、なかなか縁えん談だんがまとまりません。このさい側室でもなんでもいい、色事に目が向けばお気持ちも変わるだろう、というのが臣下一同の意見なんですよ」

　湘にどうにかして愛を交かわす喜びを知ってもらおうと、思基はこれまで何人もの見目麗うるわしい女性を引き合わせたのだという。しかし、誰一人として湘が納得する相手はいなかったらしい。

　好みの問題ではなく、「皇后として不適格だった」と言って断られるので、押し切れないというのだ。外見も中身も湘が求める水準に満たなければ、たった一晩でさえそばに侍はべることができないらしい。

「天子さまは、すごく理想が高い……ってことですか？」

「平たく言えばそうですね。まあ当然といえば当然なんですが……ふう」

　小さな嘆たん息そくから思基の苦労が偲しのばれる。尚なお、もしやと思い美男も集めてみたそうだが、結果は同じだったらしい。

「ですから陛下が後宮に人を囲うのは、それが誰であっても願ったり叶かなったり。やっとその気になったのを邪じや魔まするなと言えば、重臣たちでも手出しできません」

　蒼霖が後宮入りした背景に、そんな事情があったとは知らなかった。だとすると問題は性別ではなく関係の真しん偽ぎにある、という思基の言い分も理解できる。

　湘を「その気」にさせるであろう相手だから黙もく認にんしているのに、子連れの罪人を匿かくまっているだけだと知られた日には、さらなる処しよ罰ばつは免れないだろう。

　最悪なのは、「なぜ罪人に対してこんな厚こう遇ぐうをするのか」と糾きゆう弾だんされた場合だ。こうなってしまうと、蒼霖が希少種であることを明かさざるを得なくなる。

　──うん。確かにいちばん困るのは、オレだ。

「というわけで、あなたも少しは陛下に歩み寄る努力をしてくださいね。私が見たところ、脈はあるんですから」

「脈……？」

「話すこともない相手の部屋に毎日通うなんて、なにかあると思いませんか？」

「う、うーん……脈の有う無むはともかく、状じよう況きようは理解しました。でも、具体的にどうすればいいのかさっぱりなんですけど」

「二人で仲よく銀露と遊んであげる、とかどうです？」

　公務を調整し、銀露が起きているうちに汀蘭殿に向かわせることは可能だ、と思基は言う。けれど、その案には決定的な問題があった。

「あの……実は銀露は天子さまのことが、ちょっと苦手みたいなんですよ」

「苦手？　なぜです」

「天子さまは子供に対しても、大人に接するのと同じ調子で話すんです。ご本人は悪気がないと思うんですけど、背も高いし、迫はく力りよくがあるので怯おびえちゃって……」

「ああー……なるほど。陛下が子供に慣れていらっしゃらないことを、失念していました」

「いえ、ご本人に言えないオレにも責任はあります……」

　これが皇こう帝てい相手でなければ、蒼霖も多少は助言できただろう。だが湘に対して「しゃがんで目線を合わせてください」とか、「もっと笑え顔がおでお願いします」とは、やっぱり言いにくい。

「しかたありませんね。今回はこちらで策を講じるとしますか」

「策？」

「子供の扱あつかいについて、二、三、助言を差し上げておきます。付け焼き刃ばでも、なにもしないよりはましですからね。……では、私はこれで」

　思基は用件を済ませると、颯さつ爽そうと汀蘭殿を去っていった。

　策を講じると言っていたが、そううまくいくのだろうか。やきもきするけど、まずは待ってみるしかない。

　翌日の晩、蒼霖たちの夕ゆう餉げが終わってすぐ、湘が汀蘭殿にやってきた。

　いつもより早いだけでも驚きなのに、今日は仕事を持ってきていないという。

　──さすが思基さま、有言実行だ。

　その敏びん腕わんぶりを心の中で讃たたえつつ、蒼霖は湘を出迎えて礼をとった。するとさっきまで普ふ通つうにしていた銀露が、ぴとっと背中にくっついてくる。

「銀露、天子さまにご挨拶は？」

　銀露は蒼霖の背中に隠かくれたまま、もじもじしていた。「練習しただろ？」と促うながしてようやく、おずおずと前に出てくる。

「ごきげんうるわしゅう、天子さま。ごこうむ、おつかれさまでした」

「ああ。出迎えありがとう、銀露」

　愛らしい挨拶を受けた湘は、ごく自然に膝ひざをつき、銀露と目線を合わせてくれた。

　きっと思基が助言してくれたのだろう。

「こうして話すのは久しぶりだな。体調はよさそうだが、夕餉はきちんと食べたか？」

「はい、天子さま」

「ふむ。なにがおいしかった？」

「えっとねぇ、えっと……さかなのあつもの」

「ああ、あれはおいしい。野菜も魚も滋じ養ようが豊富で……あ、いや。とても身体からだにいいな」

　湘は平易な言葉を選んで、ほのぼのしたやりとりを続けた。若じやつ干かんぎこちないのは否いなめないし、銀露もまだおっかなびっくりという感じなのだが、ちゃんと会話が成立している。

「たくさん食べて元気になるんだぞ。──ああそれと、今日は土産みやげを持ってきたんだ」

　これだ、と湘は懐かい紙しに包んだものを差し出した。中身は干し杏あんずと干し梨なしだ。

「わぁ……」

　大おお粒つぶの杏に、銀露の丸い目が釘くぎ付づけになる。干し杏は銀露の大好物なのだ。天てん泣きゆう街がいの市でも手に入る素そ朴ぼくなおやつだが、たまにしか買えないので嬉うれしい。

「銀露。お礼を言って、いただこうか」

「うん！　ありがとう、天子さま！」

　銀露は大喜びで干し杏を頰ほお張ばった。「うふふ、あまぁい」ととろけるような笑顔は、見てるこっちまで幸せな気分にしてくれる。

「そなたも食べるといい。たくさんあるからな」

「ありがとうございます。いただきます」

　湘に勧すすめられて、蒼霖は干し梨を口にした。しっとりした果肉を嚙むと、濃のう厚こうな甘みと爽さわやかな酸さん味みが口いっぱいに広がる。

「おいしい……！」

　きっと梨自体が上物なのだろう。厚い果肉は食べごたえがあり、果実の豊ほう潤じゆんな風味そのままに仕上がっている。　>>>♥

「おいしいねぇ、蒼霖。しあわせだねぇ」

　銀露は頰をつやつやさせて笑った。それを見た湘も「そうか、おいしいか」と淡あわく微笑ほほえみ、場の空気がほんわりと柔やわらかくなる。

　三人での交流はつつがなく終わり、蒼霖はほっと胸を撫なで下ろした。

　ここから先はいよいよ、湘と二人きりの時間である。

　銀露を寝ねかしつけて戻もどってみると、湘は月見用に設しつらえられた露ろ台だいに出て空を眺ながめていた。

　──歩み寄る努力か……。

　思基に言われたことを思い出し、にわかにそわそわしてしまう。椅い子すを勧められて座ったはいいものの、卓たくを挟はさんで向かい合ったところで、なにを話せばいいか見当もつかない。

「今日のそなたは眠ねむくないのか？」

　硬くなっている蒼霖に気づいたのか、湘のほうから会話を切り出してくれた。

「は、はい。この時間ならまだ平気です。天子さまこそ、お仕事はいいんですか？」

「ああ、問題ない。今日の分は終わらせてある」

「なら、よかったですけど……」

「……」

「……」

　会話の接つぎ穂ほが見つからず、二人して顔を見合わせた。苦く笑しようが洩もれるのも同時だったので、気まずい雰ふん囲い気きにならずにすむ。

「どうもすんなりいかないな。手始めにその『天子さま』というのをやめないか？」

　天子とは天帝に仕える子の意で、皇帝のことを指す称しよう号ごうである。民たみのあいだではごく一いつ般ぱん的に使われるが、皇こう宮ぐうでそう呼ぶ人は少ないらしい。

「まるで行幸先の民と会話をしているようだ。これで距きよ離りを縮めろというのは無理がある」

「わかりました。えっと、じゃあ……陛下？」

　湘はこれにも居い心ごこ地ちが悪そうだった。蒼霖としても、なんとなくしっくりこない。后きさきや妃ひ嬪ひんを含ふくめた臣下が使う敬称、という印象があるせいだろうか。

「どうも今ひとつだな……。いっそのこと『湘』でどうだ？」

「えっ……お名前ですか？　さすがにそれは恐おそれ多いというか……」

「公式の場に出るわけでもなし、問題ないだろう？　私が許可したのに咎とがめる者はいない」

　確かにそうかもしれないが、そんなに軽く決めていいのだろうか。けれどここまで言われて固辞するのも、それはそれで失礼な気がした。

　でも、よく考えたら皮肉な話だ。決して公おおやけにならない偽いつわりの関係を結んだがゆえに、親しい者にしか許されない名で呼ぶことになるなんて。

「じゃあ……わかりました、湘さま」

「……」

「湘さま？」

　呼んでみたのに、反応してくれない。自分で指示しておきながら、どこかびっくりしたような表情で蒼霖を見つめている。

「えっと……もしかして、気分を害しましたか？」

「いや、違ちがう。……すまない、思った以上にしっくりきたので驚おどろいただけだ。まるでずっと前からそう呼ばれているような……」

　気のせいですよ、とは言わなかった。蒼霖のほうも、不思議と呼びやすいなと感じたのだ。数すう瞬しゆん前まで、恐れ多いと思っていたはずなのに。

　呼び方を変えた効果は抜ばつ群ぐんで、かしこまった空気は適度に緩ゆるくなった。

「湘さま、今日は本当にありがとうございました。銀露、すごく喜んでましたよ」

「それを聞いてほっとした。思基にいろいろと習った甲か斐いがある」

　思基は湘に子供との話し方から、手土産の選び方まで指南したらしい。二人が仕事の合間を縫ぬって「幼児を怖こわがらせない会話法」を特訓した場面を想像すると、微笑ましかった。

「あれは子供の扱いに慣れているんだ。甥おいも姪めいも皆みな、私よりよほど懐なついている」

　確かに思基は子供受けがよさそうだ。いつも潑はつ剌らつとしていて話しやすく、官人にありがちな気取ったところもない。身分は違うが、兄がいたらこんな感じかな、と思える人だ。

　そんな思基の話題が糸口となり、会話はちょっとずつ弾はずみ始めた。

　湘は蒼霖がここでの生活に慣れたかどうか、内心かなり気にしてくれていたらしい。不便はないか、困ったことはないかという質問に「恐きよう縮しゆくするくらい快適です」と答え、改めて感謝の気持ちを伝えた。

　父親以外の大人と話し込むのははじめてで、思いがけず楽しい時間が過ぎていく。

　蒼霖にとって他人との会話は、ずっと神経を使うものだった。

　余計な情報を与あたえて、素す性じようを疑われないように。必要以上に踏ふみ込んで、情が移らないように。誰だれかと話すときはいつも、緊きん張ちようがつきまとっていた。

　だが、湘にはなにも隠す必要がない。たわいのない会話で、噓うそみたいに心が潤うるおう。湘の言葉のひとつひとつが、乾かわいた大地に降る慈じ雨うのようだった。

　──こういうのっていいな。ただ喋しやべってるだけで、なんかすごく楽しい……。

　いつの間にか、自然と笑えみが零こぼれる。傍はたから見ればきっと些さ細さいな、それでいて大きな喜びが、ひたひたと胸に沁しみていくのを感じていた。







　湘の訪問は途と絶だえることなく続いた。

　毎回、菓か子しや玩具おもちやなどの手土産をきっかけに話が弾み、銀露も苦手意識が払ふつ拭しよくできたようだ。夜になると「きょうはまだかなぁ」と、湘の訪おとないを心待ちにするようになった。

　湘のほうもだいぶ慣れてきて、最初の頃ころの硬かたさはもうない。子供の目線に合わせながらも、幼いからと侮あなどらずに丁てい寧ねいに話そうとする様子には、湘の誠実な人ひと柄がらが表れていた。

　二人が打ち解けてくれたのは、蒼霖にとっても喜ばしいことだ。銀露が年相応に遊んでいる姿を見ると、やっぱりほっとしてしまう。

　楽水によると、銀露の経過は良好らしい。以前より食欲が増し、活動量も増えてきた。

　湘との交流もいい影えい響きようを及およぼしているのだろう。健康な身体を育はぐくむためには、心にも滋じ養ようが欠かせない。

　ただ、加減をし損そこねてはしゃぎすぎることもある。銀露はその日、夕ゆう餉げの途中でこくりこくりと舟ふねをこぎ始め、早々に床とこについてしまった。

「なんだ、もう寝てしまったのか。これを渡わたしたかったのに」

　落らく胆たんする湘が持ってきてくれた手土産は、硯すずり箱ばこだった。蓋ふたを開けるとまっさらな硯のほかに、筆や文ぶん鎮ちんなどの書道具が納められている。

「これを……銀露に？」

「ああ。手習いを始めるのに、いい頃合いだと思ってな」

「……」

　今日ばかりはその手土産に戸と惑まどった。

　いつもは蒼霖が遠えん慮りよすると見み越こしてか、湘もそこまで値の張るものは持ってこない。なので、恐縮しながらも厚意に甘えることにしている。

　けれど、書道具をもらうのはさすがに気が引けた。

「楽水と一いつ緒しよに勉強もしているというし、ちょうどいいと思って──……どうした、蒼霖？」

「すみませんけど……今回は受け取れません」

「受け取れない？　なぜ？」

「オレたちがいただくには高価すぎます。……ごめんなさい」

　市にも並ぶような手頃な品であることは、一見してわかった。それでも今の蒼霖にとっては充じゆう分ぶん贅ぜい沢たく品ひんだ。

「そうか……喜ぶと思ったのだが」

　がっかりとうつむく湘を見ると、罪悪感で胸が痛んだ。もらい手を失った硯箱も、心なしか寂さびしそうに見える。

　気まずい空気になりかけたそのとき、湘がひらめいたとばかりに顔を上げた。

「なら、これはそなたらに貸たい与よしよう。道具も棚たなに仕し舞まい込まれるより、使われたほうがいいに違いない。どうだ？」

　ここで断るほど蒼霖の頭も固くなかった。湘はこちらの負担を少しでも軽くしようと、心を砕くだいてくれたのだ。

「……ありがとうございます、湘さま。大切に使わせていただきます」

　本音を言えば、今まででいちばん嬉うれしい贈おくり物だった。

　かつては蒼霖も父親に書道具をもらい、字を教えてもらったものだ。度たび重かさなる家移りでいつしか紛ふん失しつしてしまったのが、今いま更さらながらに悔くやまれる。

「よかった。ほっとしたぞ」

　硯箱を受け取ると、湘は安あん堵どの笑みを見せた。親が子を思うかのような表情に、在りし日の父の面おも影かげが不意に重なる。

　けれど、湘はなぜ自分たちにここまでよくしてくれるのだろう。

　蒼霖が偽りの側室候補であると悟さとられないよう、親しくしなければならないという義務感。

　病児の銀露や希少種の蒼霖という、弱者を匿かくまう者としての責任感。

　理由としてはどちらももっともらしいが、それだけでは説明がつかないような気がした。

　──多分、すごく優やさしい人なんじゃないかな……。

「蒼霖？　どうした、ぼんやりして」

「あ……いえ。なんでもありません」

　蒼霖は考えるのをやめた。布衣しよみんの分際で皇こう帝ていの性格を推おし量るなんて、不ふ遜そんなことだ。

　書道具を一いつ旦たん仕舞って、お茶の支し度たくを始める。土産みやげをもらうお礼代わりに、蒼霖は毎晩心を込めてお茶をいれるようにしていた。公務で疲つかれた身体からだを心地よい眠ねむりに誘さそえるよう、眠気を覚ます効果のない花草茶だ。

　だが茶器を並べている途中で、横から「待て」と声がかかった。

「そなた、その手はどうした。怪け我がをしているじゃないか」

「怪我？」

「そこだ、手の甲こうのところに傷がある」

「え……ああ、これですか？　いつの傷だろう……多分草むしりのときだと思うんですけど、よくあることなんで忘れちゃいました」

「忘れただと？　なんて暢のん気きなんだ、そなたは」

「ほっとけばそのうち治りますよ」

　こんなの怪我のうちにも入らない。土木作業をしていた頃から生傷は絶えないし、手も年中荒あれている。けれど湘は蒼霖の手を引き寄せ、小さな傷をまじまじと観察した。

「化か膿のうはしていないようだが、ちゃんと手当てしたほうがいい。薬はあるか？」

「あっ……はい」

　部屋には薬簞だん笥すが置いてある。楽水が「子供は急な病気や怪我も多いから」と、蒼霖と銀露のために用意してくれたものだ。

　湘は薬簞笥の中身を確かく認にんし、清潔な布と軟なん膏こうを取り出した。蒼霖が自分でやろうとしても、「そなたは手を出すだけでいい」と断られてしまう。清潔な布に軟膏を塗ぬって患かん部ぶに固定する、その手つきは意外なほど鮮あざやかだった。

「手て際ぎわがよくて驚いたか？」

「……はい。少し」

「怪我や病の応急処置は、ひととおり叩たたき込まれている。そうでなければ城外で捕とり物はさせないと、思基にきつく言い渡されたんだ」

　やはり皇帝自ら街なかに出るのは、いろいろと問題があるのだろう。

　それでも湘は、自分の目で市井しせいの生活を見ることにこだわり、時に直接介かい入にゆうすることも辞さない。生半可な覚かく悟ごではできないはずだ。

「あの……ずっと気になってたんですけど、なんで湘さまはそんなに仕事熱心なんですか？」

　湘は蒼霖の疑問に、苦笑混じりで答えた。

「熱心と言えば聞こえがいいが、私は両親の失政のつけを払はらっているだけだ。身勝手な先帝に振ふり回されて、ほんの五年前まで世が荒れていた。そなたも覚えているだろう？」

「なんとなくは……」

　先代の皇帝と皇后の奔ほん放ぽう極きわまりない振る舞いについて、この国で知らない者はいない。ただその息むす子こである湘を前に、はっきりと言うのは憚はばかられた。

　先帝は「いいのはお顔とお血筋だけ」と揶や揄ゆされるほど政まつりごとの才覚が乏とぼしく、本人も一いつ切さい興味を示さなかったという。重臣たちのおかげでどうにか国政の破は綻たんだけは免まぬかれたが、そのあいだ本人は数多あまたの宮きゆう妓ぎを雇やとって酒色に溺おぼれていたらしい。最後は医師に「病」と断じられるほどの大酒飲みがたたり、肝かん臓ぞうを患わずらい若くして世を去った。

　前さきの皇后もまた国母としての責務を果たすことなく、奢しや侈しのかぎりを尽つくした生活を送っていたという。とりわけ観劇を好み、後年は若く美しい役者に入れ揚あげていたらしい。表向きは病死とされているが、先帝の死後に幽ゆう閉へい同然で送られた離り宮きゆうにも男を連れ込み、痴ち情じようのもつれで落命したともっぱらの噂うわさである。

　民たみを顧かえりみずにいた先帝は、当然天帝の怒いかりを買った。天候はゆっくりとだが確実に不安定になり、八年前ついに旱かん魃ばつを引き起こしたのだ。

「私には父が犯おかした過あやまちの責任をとる必要がある。水不足のために貧しくなった民の中には、かつての生活を取り戻もどせていない者もいる。皇こう宮ぐうの玉座にいては届かない声を聞き、見えない景色を己おのれの目で確認し、民がよりよい暮らしを送れるよう策を練るのが、私の使命だ」

　静かに、淡たん々たんと湘は語った。けれどその瞳ひとみには強い意志が──なんとしてでもこの国をよくしたいという確固たる思いが宿り、清せい冽れつな輝かがやきを湛たたえていた。

「なら、天泣街の治安改善に取り組んでいたのも、そのためですか？」

「そうだ。失政のしわ寄せは、どうしても貧しい者にばかり行くからな」

　眩まぶしいほどの清せい廉れんさに、蒼霖は胸を打たれていた。

　ありとあらゆる事情で行き場をなくした者や、貧しくとも自分の足で立たねばならない者を、案じてくれる人がいた。それだけでなんと心強いことか。

　──本当に本当に、自じ慢まんの天子さまだ……。

　先帝が崩ほう御ぎよした直後は、その息子であるということを理由に反発する民や、為い政せい者しやとしての素質を危あやぶむ民も多かったと思う。それでも民衆の不満や不安を謙けん虚きよに受け止め、国のために身を粉にして働いていたことは、誰だれもが知っていた。

　旱魃解消後もなかなか安定しなかった天候が、湘への代替わりを経て落ち着きを取り戻し、清風国にほどよい雨が戻ってきたからだ。

　雨はたとえ貧しかろうと、一人ぼっちであろうと、誰の上にも等しく降る。

　どんな人にも目を向けてくれる湘の慈じ愛あいを、民は雨を通じて確かに感じ取った。だからこそ、今や賢けん帝ていとして慕したわれているのだろう。

　この人が治める国で生きられることを、心から誇ほこりに思った。

「蒼霖。私に天泣街での暮らしについて教えてくれないか？　住民から見た街の現状について、詳くわしく聞いてみたい」

　断る理由はもちろんない。蒼霖は自分とその周辺の生活を、ありのまま湘に話して聞かせた。

　天泣街は外から見れば犯罪の温おん床しようであり、住民は無法者ばかりという印象が強いだろう。

　けれど住民の大半を占しめるのは、ほかの地区に移り住むだけの収入を得られず、しかたなく居を構えているという人々だ。

　働いても働いても、その日暮らしが精せい一いつ杯ぱい。

　栄えた地区に暮らす人たちが、当たり前だと思っていること──たとえば具合が悪くなったときに養生するということさえ、困難な人がいる。

　お金がなくて医者にかかれない、という話だけではない。休めばそのぶん給金が減り、生活が苦しくなるという理由から、無理を押して働く人がいるのだ。毎冬ほかの地区と比べて流感で亡なくなる人が多いことと、無関係ではないだろう。

「助かるはずの病で命を落とす者か……」

　湘は険しい表情で嘆たん息そくした。

「生活環かん境きようを整えるためにも、医い療りようの充実は欠かせないな。診しん療りよう所じよの設置と同時に、働けない期間の暮らしを救済する措そ置ちも考えよう。……ほかになにか気になることはあるか？」

「そうですね……」

　さっき受け取った硯すずり箱ばこをちらりと見る。長年歯は痒がゆく思っていることは、もうひとつあった。

　──湘さまなら真しん剣けんに聞いてくれるかもしれない……。

「オレは昔から、子供たちが学ぶ機会がもっとあったらいいのにと思っていました。お役人になるためじゃなくて、生きていく手段を得るために」

　天泣街の中でも強者弱者の区別は存在する。最も弱いところにいるのは子供たちだ。

　食べるためには、彼らも働くしかない。けれど文字の読み書きや計算を習う機会がないので、当然仕事は限られてしまう。ほかにも賃金をごまかされたり、体力に見合わぬ仕事をかけもちして身体を壊こわしたりと、問題を挙げればきりがない。

　貧しい者がさらに貧しくなるという、抜ぬけ出しがたい悪あく循じゆん環かんが発生しているのだ。

「湘さまはごく自然に『手習いを始めるのにいい頃ころ合あいだから』って銀露に書道具をくださいましたよね。でも、その機会さえ与あたえられずに育つ子のほうが、ずっと多いんです」

　天泣街育ちではない蒼霖であっても、字を覚えられたのは運がよかっただけだ。

　読み書きを教えてくれた父は、地方の裕ゆう福ふくな家で生まれ育った。

　家族の期待に応こたえて科挙に合格し、官人として安定した道を歩むはずが、たまたま招かれた宴えん席せきで旅芸人の一座と出会い、運命が変わったという。

　父は一座との交流をきっかけに、学ぶよりも前に働かねばならない子供たちの存在を知り、次し第だいに己の生き方に疑問を抱いだくようになったらしい。

　家を出て一座と行動を共にするようになり、やがてそこにいた母と結けつ婚こんして、地方の寒村で子供たちに勉強を教え始めたという。二人のあいだに生まれたのが蒼霖だ。

『いいかい蒼霖。生活を──ひいては国を豊かにするのは、教育なんだ。勉学はお金がある人だけのものじゃないんだよ』

　父が語った言葉はそのまま、蒼霖の思想の礎いしずえとなっていた。無力な子供や、学がないために不当な扱あつかいを受ける大人を見るたびに、父の教えを思い出すのだ。

「……私もかつてのお父上と同じだな」

　蒼霖の話を聞いた湘は、肩かたを落として呟つぶやいた。

「自分の恵めぐまれた境きよう遇ぐうに無自覚だったと、恥はずかしながらたった今気づかされた。だから物事の表面にしか目が行かないんだろうな」

　湘の自省を聞き、蒼霖は慌あわてて言い添そえた。

「父と湘さまとじゃ、事情が全然違ちがいますよ」

「そうであったとしても、己の不明を生まれのせいにしてはいけない。私はもっと人を、世間を、知らねばならないんだ」

　湘は驚おどろくほど自分に厳しい人だった。足りない部分があることを認めたら、それを補う努力を惜おしまない。これまでもそうやって生きてきたのだろう。

　おそらく、私利私欲に走った両親をなによりの戒いましめとしながら。

「私の無知や無関心は、民を不幸にしかねない。だが私は幸運にも、新たな視座を得ることができた。──そなたのおかげだ」

「オレの……？」

　そんなふうに言われたら逆に恐きよう縮しゆくしてしまう。役人でもなんでもない一布衣しよみんが、単に思っていたことを言っただけだ。

「やめてください。調子に乗って、生意気なこと言いました」

「謙けん遜そんしなくてもいいだろう。……ただ、ひとつ疑問がある。そなたは読み書きができるのに、なぜそれを活いかした仕事をしない？　そなたほど聡そう明めいなら、もっといい給金を得られる働き口はいくらでもあるだろうに」

「そんなことしたら目立っちゃいますから」

　しないのではなく、できないのだ。良家の子女でもないのに文字が読めると知れたら、怪あやしまれて素す性じようを探さぐられる恐おそれがある。蒼霖の貧ひん困こんの原因は、天泣街の住民が抱かかえる問題とはまた、別のところにあった。

「それに、日ひ雇やといでも皆みんなが嫌いやがる仕事をやれば、給金もそこまで悪くないんですよ」

「嫌がる？　……たとえばどんな？」

「やっぱり危険な仕事は実入りがいいです。あっ、犯罪っていう意味じゃなくて、切り立った崖がけに生えた薬草を採りに行ったり、有毒な煙けむりが出ている坑こう道どうで採さい掘くつ作業をしたりとか……」

　これまでに経験した仕事を話すと、湘の顔はどんどん青くなっていった。

「胆たん力りよくのある者とは思っていたが、これほどまでとは……。そなた、恐ろしくないのか？」

「そりゃ、怖こわいですよ。でも、ある程度はしかたないかなって」

「しかたない……？」

　湘は明らかに困こん惑わくしていた。銀露の体調を案じて密売にまで手を染めた蒼霖が、自分のこととなると無む頓とん着ちやくなのが理解できないのだろう。

「自分の身体からだのことなのに、なんとも思わないのか？」

「逆ですよ。自分の身体だから、です」

　湘に真顔で問われ、蒼霖もまた真顔で返した。

「怪け我がしたら治るまで別の仕事をするだけだし……。銀露と暮らすようになってから、多少は仕事を選ぶようになりましたけどね」

　蒼霖にもしものことがあれば銀露は即そく座ざに路頭に迷ってしまうため、以前に比べて極きよく端たんに危険な仕事を受ける頻ひん度どは低くなっていた。……が、それでも湘は納なつ得とくがいかないらしい。

「そなたは情に厚く面めん倒どう見みがいいのに、自分のことは疎おろそかにする性質たちのようだな」

　呆あきれたようにため息をつくと、なぜか悲しそうな表情で言った。

「そなたは暢のん気きでも剛ごう胆たんでもない。自分を粗そ末まつに扱う癖くせがついているだけだ」

「粗末……」

　口にすると、胸が重たくなる言葉だった。だが、湘の言うことは間違っていない。

　──だって、自分を大切にする意味も、価値もないし。

　そんなことをしてなんになる？　本性を知られれば蔑さげすまれ、搾さく取しゆされる身体なのに。自分の手で傷つけるか、他人に傷つけられるかの違いでしかないのに。

「っ──……」

　反論は言葉にせず、ただ目だけで訴うつたえた。言われなくても、わかっていますと。

　湘は蒼霖の無礼な視線を咎とがめなかった。

　反発されるのは覚かく悟ごの上だと、藍あいの双そう眸ぼうが雄ゆう弁べんに語っている。

「責めているわけではない。それがそなたの生きる術すべだったということは理解できる。だが、私はそなたに自分を大切にしてほしい」

　真正面から諭さとされて、波立っていた気持ちが凪なぐ。それでも、戸惑いは否いなめない。

「いきなりそんなこと言われても……どうしたらいいかわかんないですよ」

「ありのままのそなたでいればいい。ここでは──私の前でだけは、そなたの素性を隠かくす必要はないのだから」

　湘に言われて、はじめて気がついた。

　毎晩二人で話すのが楽しいのは、肩の力を抜いて過ごせるからなのだ。

「今日みたいに、思ったことはなんでも言えばいい。いっそ、我わが儘ままを言ってほしいくらいだ」

「我儘？」

「これは私の推測だから、違うなら否定してもらいたいが……そなたはずっと、いろんなことを我が慢まんしてきたのではないか？」

　湘の推測は当たりだった。ほしいものもしてみたいことも、希少種であることを理由にほとんど諦あきらめてきた。そうしなければ生きられなかったからだ。

「……そうですね。我慢してる状態に慣れちゃいましたけど」

　わざと明るく言ったのに、湘は途と端たんに苦い顔になる。

「我慢になんて慣れなくていい。心を無理やり抑おさえつけてばかりいたら、いつか本当になにも感じなくなってしまう。……心を失ってしまうぞ」

　またしても胸にずしんと響ひびく言葉だった。湘曰いわく「自分を粗末に扱う癖がついている」という蒼霖は、すでに心を──自分自身を失っているのかもしれない。

　──なんか今日は痛いところばっかりつかれるな……。

　返す言葉もなく黙だまってしまった蒼霖を前に、今度は湘が朗ほがらかな声で空気を切り替かえた。

「よし。いい機会だから、少し練習をしよう」

「練習？」

「ああ、『我慢をしない練習』だ。たとえば……そなたの望みはなんだ？」

「望み？　オレのですか？」

「この期ごに及およんで銀露の話を持ち出したら怒おこるぞ。そなたの望みに決まっているだろう」

「うーん……急に言われても出てこないんですけど……」

　頭に浮うかんでくるのはやっぱり、銀露にしてあげたいことや、買ってあげたいものばかりだ。自分のこととなると、ちっとも思いつかない。

「無理なら無理と言うから、変な遠えん慮りよはしなくていいぞ。まあ、私にできないこともそうそうないと思うが」

　あえておどけた調子で言うのは、蒼霖の気持ちを軽くするためだろう。無理なことならはっきり断ってもらえるのも、頼たのむほうとしてはありがたい。

　もし、まっさらな状態から夢を語るのだとしたら……。

「……思いつきました」

「よし。聞かせてくれ」

　緊きん張ちようでごくっと唾つばを飲んだ。抑えつけてきた心に向き合う──それだけで鼓こ動どうが速くなり、じんわりと汗あせばむ手のひらを握にぎる。

「湘さまは竜りゆうに変身できるんですよね？」

「ああ」

「じゃあ、オレを……竜になった湘さまの背中に、乗せてもらえませんか？」

　そう口にした瞬しゆん間かん、頰ほおがかっと熱くなった。心臓はより強く脈動し、まるで新しい血が通い始めたかのごとく、全身に力が漲みなぎってくる。

　──なんだろう、この感じ。自分の中でなにかが弾はじけて、すーっと楽になったような……。でも、なんだかぞくぞくしてる。もしかして、オレ、興奮してる？

「──蒼霖。よかったら理由を聞かせてくれないか？　私の背中に乗りたいという理由を」

　湘に促うながされ、蒼霖は大事な思い出を打ち明けた。

「五年前、父が亡なくなった日の夜に、空を飛ぶ竜を見たんです。月の光で鱗うろこがきらきら輝かがやいて、ものすごく奇き麗れいでした。オレ一人じゃちゃんとした葬そう儀ぎもできなかったから、父にもいい供く養ようになったな、なんて思って……」

「一人？　お母上はすでに亡くなられていたのか？」

「はい。オレが三歳になる頃ころにはもう、いませんでした」

「なるほど……しかし五年前といえば、そなたはまだ子供だろう？　お父上を一人で看み取とったうえ、埋まい葬そうまでしたというのか？」

「はい。父は病気だったんですけど、『誰だれにも言うな』って口止めされてました。オレを他人と関かかわらせたくないからって」

「親としてはそうだろうな……。だが用心のためとはいえ、そなたはつらかったろうに」

「……そうですね。だから竜を見つけたときは、『オレは今一人じゃないんだな』って思えて、嬉うれしかったんです。たとえ、オレの見み間ま違ちがいだったとしても」

　あの晩、雨あま乞ごいの儀ぎ式しきは行われていなかった。しかも先せん帝ていの服ふく喪も期間中で、皇帝の座は空位だったのだ。皇帝以外にも竜体化できる皇族はいるが、「気を乱しかねない」という理由で、行事などの特例を除けば滅めつ多たに変身することはない。

「でも、オレの心には今もあの竜がいるんです。寂さびしい夜は夢に出てきてくれて、一いつ緒しよに空を飛んでるんですよ」

　夢の中で竜に会えた日の翌朝は、気持ちがとても晴れやかになる。

　竜と化した湘と共に空を飛ぶ──それは、文字どおり夢のような望みだった。

「……そなたが見たのは本物だ。見間違いではない」

　湘が真顔でぽつりと言う。

「その竜の正体は、私だ」

「えっ……ほ、ほんとですか？」

「ああ。五年前と言ったな。私が即そく位いするかしないかのあたり……揉もめに揉めた後こう継けい者しや問題に、やっと決着がついた頃のことだろう」

　先帝の崩御後、皇太子だった湘以外の人物を皇帝に推おす動きが宮中にあったという噂うわさは、市中でも出回っていた。さぞ熾し烈れつな権力争いが繰くり広げられたであろうことは、想像に難くない。過去を振り返る湘の表情からは、かつての苦悩が読み取れた。

「当時の私はまだ若く、気持ちの切り替えができなかった。自分を推してくれる者たちの思いは理解していたが、反対派を押しのけてまで即位する資格が私にあるのかと悩なやんでもいたんだ。それである晩、ひっそりと変身して……飛んだ。葛かつ藤とうを振ふり払はらい、己おのれの使命に向き合うために。知っているのは、思基だけだ」

　現在は文官の思基だがもともとは武官で、以前は護衛として政敵が差し向ける刺し客かくから湘を守っていたらしい。胸きよう襟きんを開いて話せる仲だった思基に心中を吐と露ろすると、「ご自分の目で国をご覧になってはいかがですか」と、空中からの視察を提案されたという。

「数多あまたの民の息い吹ぶきを肌はだで感じ取った私は、ようやく即位の決心を固めることができた。私自身の思いとは関係なく民は存在し、一人一人に人生がある……そしてそれらを守る役目は、私に託たくされているんだと気がついたんだ」

　割り切れない感情に向き合い、心を整理していく実直なさまは、とても湘らしく思えた。

　玉座から指示するだけが政まつりごとではないという思想も、このときの経験に基もとづいているのかもしれない。

「しかし、そなたが見ていたとは驚おどろいた。廻めぐり合わせというのは面おも白しろいものだな」

「ほんとですね。改めて、あのときはありがとうございました」

「いや。礼を言うのは、今度にしてくれ」

「えっ？　今度って……」

「そなたの望みは、私と共に空を飛ぶことなんだろう？　すぐにとはいかないが、私が責任を持ってそれを叶かなえる。礼はそのときに言ってくれたらいい」

「い……いいんですか？」

「もちろんだ。夢の中の私がそなたを慰なぐさめているのに、現実の私が負けるわけにはいかない」

「……！」

　喜びが湧き上がるのと同時に、蒼霖ははっと我われに返った。なぜ自分は「寂しい夜は夢に出てきてくれる」なんて、子供じみたことまで言ったのだろう。

　知らなかったとはいえ本人に伝えてしまうなんて、「あなたに甘えていました」と告白したみたいでものすごく恥ずかしい。

　けれど、湘は蒼霖を笑ったりしなかった。望みを叶えると約束までしてくれた。ありのままの蒼霖の想おもいを、受け入れてくれたのだ。

　だから、恥ずかしがらずに素す直なおになろうと思えた。一人では眠ねむれない孤こ独どくを抱いだいていたことも、美しい竜に焦こがれていることも、全部湘に知ってほしい。

「ありがとうございます。オレ……楽しみにしてますね」

　この人ならきっと叶えてくれる。そう信じられた瞬間、まるで灯あかりを点ともしたように気持ちが明るくなり、胸がほんのりと熱くなった。

　人に心を預けるというのは、こんな感覚なのかもしれない。

　そう思いたくなるような、優やさしい温かさだった。







　湘との交流は、夏の盛さかりになっても続いた。

　銀露はすっかり湘に懐なつき、楽しそうに書を学んでいる。湘は勉学に対する心構えを説くのがうまいようで、はじめのうちはすぐ飽あきていた銀露も、しっかり集中できるようになった。

　片や、蒼霖と湘の会話の内容には著いちじるしく変化があった。主に天泣街で発生している問題に関して、「民の視点から見てどう思う？」と湘から意見を求められるようになったのだ。

　蒼霖はどんな問いにも真しん剣けんに答えた。仕事の手伝いができるとまでは思っていないが、役に立てることがあるのは単純に嬉しい。

　湘に「天泣街の警けい邏らに同行してほしい」と頼まれたのは、そんなある日のことだった。

　近頃、街なかでまた希少種の鱗が出回っているらしい。今回は粉末状になった状態のもので、価値は下がるが偽ぎ造ぞう品の定番でもあった。

　普ふ段だんなら商品を没ぼつ収しゆうし、扱あつかった商人を処分して終わりだ。だが蒼霖の一件から間を空けずに起きたことから、湘は詳くわしく調査をするよう命じたらしい。

　するとその偽にせ物ものを作ったのが、かなり若い人物である可能性が出てきたという。

「こういうのは過去にあまり例がない。単なるならず者の小こ遣づかい稼かせぎにしては手が込んでいるし、黑こく道どう組織の仕事にしては粗あらが目立つ」

　さまざまな状じよう況きようから、偽の鱗の作り手は蒼霖のような、ごく一いつ般ぱんの民だと判断したらしい。

　下手へたすると本職に目をつけられる恐おそれがあるので、騒そう動どうを未然に防ぐためにも人物を特定したいという話だった。

「次の警邏に参加して人物に目星をつけようと思う。一緒に来てくれるか？」

「はい。オレでよければ」

　蒼霖は二つ返事でその申し出を引き受けた。万が一本物の希少種が関わっていた場合は保護するかもしれないというので、その点でも力になれるだろう。

「住民目線で見回りできる者がいるのは心強い。ただし、そなたを危険な目に遭あわせるつもりは毛頭ないのでな。私のそばを離はなれるなよ」

　そんなことを言われると、自分が急に幼くなったみたいでこそばゆい。なんと返せばいいのかわからずもごもごしていると、湘に「いいな？」と念を押されてしまった。

　警邏が決行されたのは数日後。まだ日中の暑さが色いろ濃こく残る夕刻、蒼霖と湘は揃そろって警けい吏りに扮ふんし、天泣街の門をくぐった。

　この時間帯、最も多くの人で賑にぎわう市を歩くと、警邏隊は否いや応おうなく注目を集める。

　黒の装しよう束ぞくが放つ威い圧あつ感かんに怯おびえる者や、逆に威い嚇かくしてくる者の視線が入り混じり、ぴりぴりと張りつめた空気が痛い。

　湘は前回の密売現場突とつ入にゆう時とは異なり、前に出ないと決めているようだった。後方に控ひかえ、周辺の観察に徹てつしている。

　──もしかしたら、オレのためかも……。

　ほかの人よりも小こ柄がらな蒼霖は、荒あら事ごとになれば真っ先に狙ねらわれるだろう。鱗うろこを偽造した犯人が逆上し、襲おそいかかってくる可能性もある。

　どんな事態に陥おちいっても、守ろうとしてくれている。その意志を明めい瞭りように伝える距きよ離りのとり方に、なぜか胸がきゅっと締しめつけられた。

　迷めい惑わくをかけて申し訳ない。なのに、どこか嬉しい。そんな思いで隣となりを歩く湘を見上げる。

　髪かみを結ゆい上げた湘の横顔の美しさは際きわ立だっていた。後宮で見せる柔やわらかな笑えみとは真逆の、凜り々りしく清せい廉れんな雰ふん囲い気きについ見み惚とれてしまう。

「……どうした？」

　不ぶ躾しつけな視線に気づかれ、蒼霖は慌あわてて下を向いた。警邏中の警吏として、明らかに不適切な態度だった。

「な、なんでもないです」

「ならいいが……気づいたことがあれば遠えん慮りよせずに言ってくれ」

「はい、わかりました」

　蒼霖は深く息を吐はいて、気合いを入れ直した。こんな浮うわついた気分ではいけない。どうして浮ついているのかは、今は考えないことにした。

「このあたりに異状はないようですね」

　と、警吏の一人が言う。市の屋台には若者も大勢群がっていたが、特に騒さわぎを起こす気配もなく、挙動不ふ審しんな者もいない。

　ほかの場所を当たろうという話になり、蒼霖は裏通りの盛り場に行くことを提案した。酒しゆ楼ろうや芝しば居い小屋などが軒のきを連ねている区域で、夕ゆう餉げ時を過ぎると娯ご楽らくを求めて人が集まってくる。客だけではなく、下働きに若者を雇やとっている店も多い。

「よし、行ってみよう」

　提案はすぐに受け入れられ、警邏隊は裏通りへと進路を変えた。

　聞き込みできそうな店を探して歩いていると、雑ざつ踏とうに紛まぎれて切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえてくる。

「──喧けん嘩かだよ、喧嘩ッ！」

　声のしたほうへ急行すると、黒山の人だかりが見つかった。二階建ての酒楼で、このあたりでは小こ奇ぎ麗れいな部類の店だ。

「ああ、ひでぇな。なにも店ん中で喧嘩をおっぱじめなくてもいいだろうに」

「いや、こりゃ殴なぐり込みだ。あ、お役人さま、こっちこっち！」

　野や次じ馬うまに押し出されるようにして店内に入ると、柄の悪い連中が暴れ回っていた。

　店じゅうの皿という皿が割られ、酒で濡ぬれた床ゆかには料理が散乱している。暴漢らは店をめちゃくちゃにするのが目的のようで、逃にげていく客や店員には目もくれない。

「おいっ、やめないか！」

　警吏たちは突入するなり、見事な立ち回りを見せた。暴漢の動きは訓練された彼らのそれとは違ちがい、所しよ詮せん路上の喧嘩の域を出ない。取り押さえられるまで、そう時間はかからなかった。

　騒ぎの収まった店内を見み渡わたすと、前まえ掛かけをつけた少女が一人、厨ちゆう房ぼうの扉とびらを背にしてへたり込んでいる。

　慌てて駆かけ寄った蒼霖と湘に、少女は震ふるえる声で訴うつたえた。

「まだ、お、奥に……！」

　少女が背後を見み遣やる。途と端たん、がしゃんと派手な物音と同時に恫どう喝かつの声が聞こえてきた。

「このガキ、舐なめた口叩たたきやがって！　鱗はどうした、鱗は！」

「出せるもんなら出してみろ、それとも皮を剝はいで確かめてやろうか!?」

「──……っ」

　刹せつ那な、自分が脅おどされたような感覚に陥った。急激に心しん拍ぱく数すうが上がり、身動きできなくなる。

「……蒼霖？　蒼霖、しっかりしろ！」

　必死の声に呼ばれて振り向くと、湘が真っ青な顔で蒼霖を見ていた。「大だい丈じよう夫ぶだ」と背中をさすられ、ようやく正気に返る。

　──違う……脅されてるのはオレじゃない。早く助けなきゃ……！

　湘は手て透すきの警吏を呼び、態勢を整えて突入した。

　扉を開けると、複数の男たちが一人を取り囲んで暴行を加えている。容よう赦しやない蹴けりを入れる足あし下もとから覗のぞいたのは、瘦やせた背中と細い手足で──。

「っ……！」

　反射的に飛び出そうとして身体からだが動く。──だが蒼霖が一歩踏ふみ出すよりも早く、湘に肩かたを摑つかんで引き止められた。そのまま、湘が暴漢の目から蒼霖を隠かくすようにして立つ。

「確保しろ」

「はっ！」

　湘は蒼霖を背中にかばったまま、警吏たちに指示を出した。暴漢側は抵てい抗こうの姿勢を見せたが、力の差は比べるまでもない。一人残らず締め上げられたのを確かく認にんし、蒼霖と湘で倒たおれた人物を助け起こす。暴行を受けていたのは、瘦そう身しんの少年だった。

「大丈夫？　声、聞こえる？」

「……。……」

　少年は瞬まばたきで応じた。年の頃ころはおそらく十四、五歳といったところだろう。想像以上に幼い姿を見て、蒼霖は動どう揺ようを隠せなかった。

「この場で問答するのは無理そうだな」

　湘はそう判断すると警邏隊を二手に分け、一方にその場の収しゆう拾しゆうを命じると、もう一方と共に少年と蒼霖を連れて皇こう宮ぐうへの帰途についた。怪け我がの手当てを楽水に任せて、自身は事件の事後処理をしに、執しつ務む室のある思し誠せい殿でんへと向かう。

　役目を終えた蒼霖は汀蘭殿に戻もどった。銀露を不安にさせないよう、普段どおりに振ふる舞まってはみたものの、寝ねかしつけが終わって一人になった途端に、胸がずんと重たく沈しずみ込む。何度振り払はらっても、痛めつけられていた少年の姿が頭から離れない。

　頭をかばっていた手も、男たちに踏みつけられた足も、痛みに耐たえて丸くした背中も全部、同年代の少年よりも瘦せ細っていた。おそらく食事にも事欠くほど困こん窮きゆうしていたのだろう。

　暴漢たちの暴言も気になった。鱗の粉末は偽物だったというが、少年自身は果たして本物の希少種なのだろうか……。

「──蒼霖」

　露ろ台だいの欄らん干かんにもたれて夜風に当たっていると、いつの間にか湘が来ていた。

「遅おそくに訪ねてすまない。……まだ起きていたんだな」

「はい。眠ねむれなくて……」

　事件関係者の聴ちよう取しゆは無事終しゆう了りようしたらしい。

　暴行犯は、天泣街を仕切る黑道組織のひとつに籍せきを置く下したっ端ぱの男たち。暴行を受けていたのは、十四歳の少年だったそうだ。怪我の快かい癒ゆにひと月ほどかかるようだが、幸いにして急所は外れており、骨も無事だったと聞いてほっと胸を撫なで下ろした。

　少年はあの酒楼で住み込みで働いているらしい。

　最初は賄まかない付きという話だったのに、蓋ふたを開けたら残り物しか与あたえられず、しかも「住居と食事を提供してやっているのだから」と給金は支払われていないという。

　食うや食わずの状態で困り果てていたところに、客から鱗の偽ぎ造ぞうと密売の話を持ちかけられ、迷うことなく飛びついたそうだ。

「じゃあ、偽にせ物ものの鱗の粉末は、あの子が……？」

「ああ。貝や鉱石を砕くだいて作った、とはっきり認めた」

　本人は普ふ通つう種の竜りゆう人じんだそうだが、鱗の粉末が偽物だと露見したあとは希少種を自じ称しようし、それを理由に本物だと言い張ったらしい。「効果が出ないのはあんたらが不能だからだ」と喧嘩まで売ったというから、命知らずというよりほかにない。

　黑こく道どうの人間も当初は大目に見ていたものの、何度も縄なわ張ばりを荒あらされたことに業ごうを煮にやし、見せしめのために少年が働く店に押し入って暴行を働いた、というのが事の顚てん末まつだった。

　少年は幼い頃に家族を喪うしない、物もの乞ごいをして生き延びたそうだ。しかし働ける歳としになってからも物乞い上がりであることを理由に、まともな給金をもらえなかったという。

　一度貧しくなると、そこから抜け出すのは難しい。その事実を改めて突つきつけられ、蒼霖は暗あん澹たんたる気持ちになった。

「あの酒楼には、店員の扱あつかいを是ぜ正せいするよう指導を入れる。少年にはそのうえで同じ店で働き続けるか、別の場所に移るかを選ばせるつもりだ」

　こんなやり方が横行したら、働き手は搾さく取しゆされる一方だ……と湘は深刻そうに呟つぶやいた。

「今回の騒そう動どうで生じた店の損失は、少年の借金になるだろう。だが過大な金額が請せい求きゆうされたり、不利な条件の証文を書かされないよう、監かん督とくせねばな」

　さすがの采さい配はいだと思った。少年にとっても救いがある方向で決着がつきそうでなによりだが、湘の仕事の早さには改めて驚おどろかされる。

　意図的に急いだように感じるのだが、湘が続けた言葉でその理由がわかった。

「少年が家族を喪った原因は、八年前の旱かん魃ばつだそうだ。──つまり先せん帝ていの失政が今日の騒動の遠因ということになる」

　八年前。度たび重かさなる雨乞いにも雨は降らず、都とその一帯は大規模な旱魃に見舞われることとなった。これは先帝が『地を善く治める』という天子の責務を果たさず、天帝の怒いかりを買ったためである。

　当時、蒼霖は九歳。旱魃の影えい響きようが少ない地方にいたこともあり、父と二人どうにか食いつなぐことができたが、伝え聞いた被ひ害がいの様子は惨さん憺たんたるものだった。河か川せんは干ひ上あがり、田畑は枯かれ果て、多くの人が飢うえと渇かわきに苦しんだ末に亡なくなったという。

　自らの仕事ぶりを「両親の失政のつけを払っているだけ」と言う湘だ。常から意識していることを具体的な形で目まの当たりにし、対応にも力が入ったのだろう。

「だから湘さまはこんなに早く動いたんですね」

「それは……そうだが、しかし……」

　湘は珍めずらしく歯切れの悪い様子で続ける。

「確かに私には彼のような民たみを救う責任がある。ただ今日の件に関しては、私情を交えたことを否定できない」

「……私情？」

　思いもよらない単語に首を傾かしげた蒼霖に、湘は「わからないのか？」と力なく笑う。

「鱗うろこを出せと暴行される少年を見て、私は血が凍こおるような思いがした。もしあれがそなただったらと考えたら、恐おそろしくてしかたなかったんだ。──……蒼霖、」

「湘さま……あっ」

　切実な声で名前を呼ばれ、身構える間もなく胸に抱だき寄せられた。慌あわてて身を引こうとすると、より強く抱きしめられてしまう。

「そなたを誰だれにも傷つけさせたくない。誰の悪意にも触ふれさせず、後宮ここに閉じ込めておけたらどんなに安心だろうかと考えてしまう。この私が……」

　湘はおかしなことを言う。蒼霖がここにいるのは、罪を犯おかしたからなのに。銀露がいるから、保護してもらっているだけなのに。

「……オレは罪を償つぐなうまで、どこにも行けません」

「いったいどこからどこまでが、そなたの罪だというのだろうな。そなたが希少種であることは、そなたのせいではあるまいに」

「っ、それは……」

　これまで何度も何度も、蒼霖が考えてきたことだった。なんで、どうして自分だけがこんなに苦しまなければならないのかと。

　父は生きる術すべを教えることで、運命を受け入れるよう諭さとした。蒼霖はその教えに従って生き、欲を抑おさえて感情を飲み下すことを覚えた。

　どんなに理り不ふ尽じんな目に遭あおうと、怒りを鎮しずめ、悔くやしさを嚙かみ殺し、涙なみだをこらえてきたのだ。

　だけど湘の手つきはあまりにも優やさしくて、我が慢まんしてきた泣き言がほろりと洩もれてしまう。

「オレだって好きで希少種に生まれたんじゃありません。こんな身体じゃなければ、って何度も思いました。けど、どうすることもできないんです」

「そうだな。生まれを選ぶことは誰にもできない。しかしそなたは希少種である前に、一人の竜人なんだ。そのことを忘れてはいないか？」

「え……？」

「そなたは虐しいたげられるあまりに、人目を忍しのんで生きることも、苦しむことも当然なんだと諦てい観かんしているように見えた。……違ちがうか？」

　違いません、と首を振る。運命に抗おうだなんて、これまで考えもしなかった。

「普通種として生きるよりも困難が多いのは事実だろう。だがそれは『苦しまねばならない』という意味ではない。そなたには、そなたが思う幸せを手に入れる権利があるんだ」

「あ……」

　命いのち綱づなだったはずの父の教えが、軛くびきに見えた瞬しゆん間かんだった。

　湘の言葉で解き放たれた心が熱く、激しく脈動し、純粋な欲と生きる力が全身に漲みなぎってくる。

　自分がなにを欲ほつしているのか、もう考えるまでもなかった。

　──オレが思う幸せは、この人といることだ……。

「湘さまっ……」

　甘く瑞みず々みずしい感情が湧わき上がるのに任せ、今度は自分からぎゅうっと抱きついた。湘はその想おもいに応こたえるように、広い胸で受け止めてくれる。

　愛いとおしむように髪かみを撫でられると、嬉うれしくて嬉しくて泣きたくなった。湘の手のひらは心ここ地ちよくて安心するのに、どきどきと高鳴る鼓こ動どうで胸が苦しい。

　はじめて味わう気持ちに、蒼霖は完全に振ふり回されていた。どうしたらいいかわからない、そんな戸と惑まどいさえも楽しい。

　──これが好き、ってことなんだ。オレは湘さまに、恋こいをしてる……。

「湘さま……」

　視線を上げると、湘もまた蒼霖を見つめていた。その眼まな差ざしに搦からめ捕とられるように、互たがいの距きよ離りが縮まっていく。吐と息いきがかかりそうなほど近づいて──唇くちびるが、触れた。

「っ……」

　柔やわらかな感かん触しよくと、未知の喜びに心が震ふるえる。甘やかでしっとりとした唇は、ほんのりと熱を持って蒼霖のそれに馴な染じんだ。

　口づけを交かわすと、心まで通じる気がする。

　蒼霖の気持ちもきっと、湘に見み透すかされているだろう。恋に不慣れな自分ではまだうまく言葉にできないから、ちゃんと伝わっていてほしい。　>>>♥

　生まれてはじめて、人を好きになったのだと。このままずっと、こうしていたいと……。

　──『このままずっと』？　……この夏が終わっても、一いつ緒しよにいるつもりか？

　頭の片かた隅すみで、誰かがそう問いかけてきた。ひどく冷めた声だ。熱に浮うかされていたぶんだけ、揺ゆり戻もどしを起こして脳のう裏りに冷たく響ひびく。

　──そんなこと、本当にできると思ってるのか？　天子さまと布衣しよみんのおまえが、まさか一緒になれるとでも……？

「──……っ！」

　幻げん聴ちようだとわかっていた。それでも嘲ちよう笑しようにも似たその声に耐たえられず、蒼霖は湘の身体からだを思いきり突き放した。

　湘は驚き、次いではっと目が覚めたような顔になる。

「す……すまない。そなたの意思も確かめずに……申し訳ないことをした」

「い、いえ……」

　違う、これは蒼霖も望んだことだ。湘はなにも悪くない。すぐにでも誤解を解きたい衝しよう動どうに駆かられたが、すんでのところで踏ふみとどまった。

　この夏が終わったら、蒼霖は後宮を出て行く。湘とはもう、二度と会うこともないだろう。

　今夜の接せつ吻ぷんだけなら、自分に許してやれる。大事な宝物を仕し舞まうように、思い出として胸に秘ひめておけばいい。

　でも、それ以上はだめだ。

　竜の背中に乗せてほしい、なんて無む邪じや気きな願い事とは訳が違う。相手は本来、想いを寄せることさえ許されない雲上人なのだ。

「……ごめんなさい……」

　謝れば逆に傷つける、とわかっていたのにそうした。最低だと思った。ありのまま生きようとしたら、ずるくて弱い自分がむきだしになる。

　己おのれの立場をわきまえて身を引いたわけではなかった。ただ、恋に破れて傷つくのが怖こわかっただけだ。

　冷水を浴びせた声の主は、蒼霖自身なのだから──。







「おはよーう……あ、あれっ？　どうしたの、蒼霖？　なんか調子が悪そう……」

　翌朝、いつものように汀蘭殿を訪おとずれた楽水は、蒼霖の顔を見るなり心配そうに尋たずねてきた。

「えっ……そ、そう？　そんなことないけど」

　とぼけた返事をしてみたものの、体調がすぐれないのは確かだった。頭がぼうっとするし、身体が重くて熱っぽい。昨夜、ほとんど眠ねむれなかったせいだろう。湘が汀蘭殿から去ったあとも一向に眠気は訪れず、気づいたら夜が明けていた。

　さらっと話を流そうとしたのに、銀露が横で不満げに口を尖とがらせる。

「楽水、きいて。蒼霖たらねぇ、あさげもたべなかったんだよ」

「えーっ、それはいけないねぇ。……蒼霖。これから残暑なのに、それじゃばてちゃうよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。食べないのは慣れてるし」

　言うと、銀露が「もぉー！」とほっぺたを膨ふくらませた。

「ちゃんとたべないとだめでしょ？　ぼくたちのからだはねぇ、たべたものでできてるの」

「うんうん、銀露の言うとおり。よく勉強してるねっ」

　銀露の成長ぶりに楽水はご満まん悦えつだ。蒼霖も二対一では勝ち目がない。

「あとで食欲を刺し激げきする薬草茶を持ってくるよ。でも念のため、脈をとらせてね」

　促うながされるまま蒼霖が手を預けると、楽水は怪け訝げんそうに小首を傾げた。「ちょっとごめんね」と言いつつ額に触れた途と端たん、さっと眉まゆを曇くもらせる。

「蒼霖……身体、かなりだるいよね？　熱もあるし」

「あー……これくらいなら、平気かなって……」

「あのねぇ、そういう安易な自己判断がいちばん危険なんだよ」

　楽水に至し極ごく真っ当なお𠮟しかりを受けてしまった。優しい医師も、不ふ真面目まじめな患かん者じやには厳しい。

「そんなに深刻な状態ではないけど、睡すい眠みんは足りてないみたいだね。寝ねつきをよくする薬湯を用意するから、一いつ旦たんそれで様子を見てみようか。もちろん、今日の仕事は休むこと」

「でも、せめて労ろう役えきはやらないと……」

　蒼霖は粘ねばったが、楽水は首を縦に振らない。

「だめだめ、無理したら本当に身体を壊こわしちゃうよ。もう、陛下じゃあるまいし……それともご寵ちよう愛あいを受けてると似てくるものなのかなぁ」

「えっ……」

　なんの気なしに言ったのだろうが、蒼霖は思いきり動どう揺ようしてしまった。

「べ、別に、寵愛とかじゃないし。楽水もオレが本物の側室候補じゃないって知ってるだろ」

「へっ？　あ、そうだった……えへへ。よく話題に出るから、つい勘かん違ちがいしちゃった」

「話題？」

「うん。陛下にお会いする日はいつも、『昨晩は蒼霖とこんな話をしたぞ』って、楽しそうに教えてくださるんだ。それに、蒼霖のことをすご～く気にかけていらっしゃるし……」

　二人がそんな会話をしていたなんて、ちっとも知らなかった。なんだか想像するだけで熱が上がってきた気がする。それに……。

「す……『すご～く』って、どういうこと？」

「ほら、こないだ薬簞だん笥すに軟なん膏こうと香こう油ゆを追加したでしょ？　あれも陛下に『手て荒あれによく効くものを見み繕つくろってほしい』って言われて用意したんだよ。頑張って働くのはいいことだけど、手が荒れちゃうのは可か哀わい想そうだからって……あれっ？　これってやっぱり、愛されてない？」

「あ……愛され……」

「ん？　わわ、なんかさっきより顔が赤くなってる？　ごめんごめん、喋しやべりすぎちゃった！　思基さまには連れん絡らくしておくから、蒼霖は横になって待ってて。あとで薬、持っていくからね」

　結局、楽水に背中を押されるようにして閨ねやに戻った。寝しん台だいで横になった途端、ぐんにゃりと身体から力が抜ぬけてしまう。自分が思っていたより、ずっと不調のようだった。

　仕事を休むのは申し訳ないが、潔いさぎよく療りよう養ように努めたほうが、迷めい惑わくをかけずにすむだろう。

　楽水が運んでくれた粥かゆを食べ、薬湯を飲むと、すぐに深い眠りに誘さそわれた。

　目が覚めると頭はすっきりと冴さえていて、わずかに残る気だるさにさえ「ああ、よく寝た」と充じゆう足そく感を覚える。

「────ああ。起きたか」

「え……あ、湘さま？　どうして……」

　ふと聞こえてきた声に振り向けば、衝つい立たての隣となりに大おお盆ぼんを持った湘が立っていた。

「熱を出したと思基から聞いてな。様子を見にきた」

「でも仕事は……」

「終わらせてきた。もう夜だぞ」

　湘が大盆を几つくえに置きながら言う。楽水も二回ほど来てくれたというが、熟睡していたせいか全然記き憶おくになかった。

「あの……銀露は？」

「今晩は楽水に預けることにした。そなたは心配せず、ゆっくり休むといい。……それより、水と薬と簡単な食事を持ってきたんだ。食べられそうか？」

「はい……あっ、じ、自分でやります」

「いい、いい。私がしたいんだ」

　大盆を取りに行こうとする蒼霖を制し、湘は甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれた。手ずから水を注ぎ、「一人で食べられます」と言っても、匙さじを持って粥を食べさせようとする。子供じゃないのに「あーん」と口を開けるのは気き恥はずかしかったけど、湘の気持ちが嬉しい。

「熱くないか？」

「はい。おいしいです」

　湘に甘やかされるのは不思議と心ここ地ちよかった。ふわふわの親鳥の羽にくるまれた雛ひなの気分を味わっていると、麗うるわしい微笑ほほえみが不意打ちで迫ってくる。

「……ついてるぞ」

　食べ終えた口もとをそっと拭ぬぐわれ、ついうっかり唇くちびるを意識してしまう。微かすかに指先が掠かすめただけで昨夜の接吻を思い出し、心臓が忙せわしなく騒さわぎ始めた。

　慌あわてて水を飲み──思いっきり噎むせる。

「大丈夫か!?」

　派手に咳せき込むと湘は驚おどろき、そっと背中をさすってくれた。

　涙なみだ目めになりながらどうにか咳せきを鎮しずめたものの、我われに返ってまた焦あせる。いつの間にか湘に肩かたを抱だかれるような形で身体が密着していた。

　──どうしよう……。

　蒼霖の意思にお構いなく、胸が高鳴る。背中に触ふれる湘の手に、鼓こ動どうが伝わってしまう。

「あ、あの……」

「どうした？　具合が悪いのか」

「い、いえ。そうじゃなくて……」

　離はなれてください、と言わねばならない。なのに、どうしても声が出てこない。どんなに頭に言い聞かせても、心が嫌いやだと言っている。

　けれど、湘はなにかを察したようだった。

「昨日の今日でこれはないな。……すまなかった」

　重なっていた身体からだがずれ、ふっ、と温ぬくもりが消えていく。途端に心こころ許もとなくなり、隙すき間ま風かぜが胸を吹ふき抜けていった。

　──これでいいんだ。これで……。

　相手はこの国の天子。自分はただの民たみ。幸福な偶ぐう然ぜんが重なり、この場にいるだけの存在。

　たとえ想おもいを伝えても、最後に傷つくのは自分だ。

　これまで出会ったほかの誰だれとも違うのに、やっぱり心を求めることは許されない。

　胸むな底そこから湧わき上がる身を焦こがすほど熱い恋れん情じようが、現実を見つめると冷たい失望へと変じた。

　こんな態度をとり続けたら、いつか湘の心は離れていくだろう。

　それでいい、そうなって然しかるべきだと思うのに、いざ想像してみると激しく動揺した。

　ままならぬ別れの刻ときがきて、会えなくなるのならまだいい。だけど心の距きよ離りが遠くなるのは、とても耐たえられそうにない。……寂さびしさを押し殺して口を噤つぐむのは、嫌というほど慣れているはずなのに。

　本当の気持ちを打ち明けたい。抗あらがいがたいその衝しよう動どうが、蒼霖の鼓動を打ち鳴らした。

　昨夜はちゃんと身を引くことができたのに、恋こいしさに目が眩くらんでどうしようもなくなる。

　──ああ、だめだ。だめだ……。

　蒼霖は咄とつ嗟さに湘の衣ころもの裾すそをぎゅっと引っ張った。なんて幼稚で礼儀知らずな振る舞いだろう、と自分でも思う。

　なのにもう、歯止めが利きかなかった。心のまま、想いのままに、身体が動く。

「……蒼霖？」

「い……行かないでください」

　目が湘を追いたがり、手は湘に触れたがる。声さえもまた、愛いとしい人の名を呼ぶためだけにあるような気がした。

「湘さま、行かないで。そばにいて……」

「──……」

　湘が信じられないような顔で蒼霖を見た。藍あいの双そう眸ぼうが期待という名の熱を帯び、月夜の海を思わせる深い色に変わる。

「そなたのその言葉……私に都合のいい解かい釈しやくをしてもいいか？」

　こくり、と無言でうなずいた。

「昨夜そなたに触れたことを、不快に思ってはいないのだな？」

　重ねてうなずくと、力強い腕うでに抱き寄せられる。衣越ごしの穏おだやかな体温に、たまらなく心がときめいた。

　溢あふれるような愛しさは、抑おさえきれない声になる。

「湘さま……好き……」

　言葉の最後を引き取るように、口づけが降りてくる。一度目は、優やさしく触れるだけ。二度目はより深く、柔やわらかく交わった。

　厚みのある唇で食はむようにされると、胸がきゅっとせつない痛みを訴うつたえる。

「蒼霖……」

　極ごく上じようの蜜みつが滴したたるような声で名前を呼ばれると、なにもかもがとろけていく錯さつ覚かくに陥おちいった。唇を舐なめられ吸われ、甘く嚙かまれて、やすやすと骨抜きにされてしまう。

　今はただすべてを忘れて、接せつ吻ぷんに浸ひたっていたい──。そう思ったとき突とつ然ぜん、首筋がちりっと熱くなった。

「つっ……」

　鱗うろこが剝はがれるときのそれとは、似て非なる感覚に戸と惑まどう。皮ひ膚ふがじんじんと燃えるような熱を持ち、心臓が激しく動どう悸きを打った。

「……どうした？」

「く、首筋が……」

「首？」

「あっ……」

　左のうなじに触れて確かめられると、ぞくぞくっ、と得体の知れない痺しびれが走った。

　湘は自分が触さわった場所を、不思議そうに見つめている。

「蒼霖。これは希少種特有の、なにかの兆候なのか？」

「な……なんの話ですか？」

「首筋に赤い痣あざが浮うかんでいる。花弁のようなものがくっきりと」

「え……」

　にわかには信じられなかった。希少種であることを示す痣は、とうの昔に消えたはずだ。

　当惑する蒼霖をよそに、湘が指でそこに触れてくる。

「っ、あ……」

「痛むのか？」

「い、いえ。熱くてくすぐったいだけ、です……」

　痣が出たと思おぼしき場所はひどく敏びん感かんになっていた。指先でなぞるようにされるだけで、ぴくぴくと震ふるえてしまう。

「そうか。……病や怪け我がではないなら、触れても構わないな？」

「しょ、湘さま……んっ」

　だめですと言おうとしたのに、甘く強ごう引いんな口づけで言葉を封ふうじられた。指で円を描えがくようにうなじをさすりながら、唇を深く合わせて舌を絡からめてくる。

　濃のう厚こうになる交わりに、腰こしがうずうずと落ち着かない。わざわざ確かく認にんせずとも、自身の欲望が兆きざしているのがわかった。

　どうしよう、と焦る。それでも湘の腕から逃にげられない──逃がしてもらえない。

　湘の熱い舌に懸けん命めいに応こたえているうちに、下腹部の違い和わ感かんはもうやり過ごせないほどになっていた。膝ひざ頭がしらを卑いやしくこすりあわせると、目ざとい湘に見つかってしまう。

「どうかしたのか？」

　耳を甘嚙みしながら問われ、雄おすの先せん端たんがじんと疼うずいた。こんな煽あおるようなことをするなんて、湘は案外意地が悪い。

　痣に触れられるとなぜか、口づけは甘さを増し、腰にずくんと重たく響ひびいた。もしかして湘もそれに気づいているのだろうか。くすぐったいところばかりを狙ねらう指の動きは、さりげないようでいてどこか確信めいている。

「なんでも……、ないです」

「本当に？」

「──っ、あ……！」

　湘は強がる蒼霖を抱き寄せると、火ほ照てったうなじを強く吸った。唇で挟はさんでねぶられると、欲望の芯しんがぎゅんと硬かたくなる。

「う……あっ、湘さま……、ひどい……」

「……っ！　す、すまない」

　半泣きで責めると、湘は相当慌てたようだった。「私が悪かった」「泣かないでくれ」と繰くり返し、優しく頭を撫なでてくれる。

「意地を張るそなたが可愛かわいくて、つい調子に乗ってしまった。……そなたが触ってほしいのは、こっちだな？」

　湘の手が衣の裾を割って入ってくる。下した穿ばきの上から昂たかぶりに触れられ、涙なみだ目めでうなずいた。

　もっと触ってほしい。たくさん触って、気持ちよくしてほしい。そんな浅ましい願望が身体の奥深くで、ふつふつと泡あわを立てて沸わいている。

　寝しん台だいにゆっくりと押し倒たおされ、口づけを受けながら帯おび紐ひもをほどかれた。衣がはだけて露あらわになった肌はだに湘の長い指が触れると、無意識のうちに腰が焦じれる。

「あまり煽るな……」

　余よ裕ゆうのない声でそう呟つぶやきながら、湘が下穿きの紐に手をかけた。脱ぬがされていく過程で布がこすれる淡あわい刺し激げきにさえ反応し、先端がじわりと濡ぬれる感覚がある。

　すべてを取り払はらわれたときにはもう、自身は欲望を漲みなぎらせて完全に勃たちきっていた。ぷるんと揺ゆれるそれに視線を注がれると、恥はずかしさでのぼせそうになる。

「そなた──……」

　蒼霖のものを見て、湘はなぜか驚おどろいていた。

「……？　オレの……なにか変ですか……？」

　急に不安がこみ上げてきて、隠かくすように脚あしを閉じた。誰かに性器を見られたことも、誰かのそれを見たこともない。ほかの人と違ちがっていても、そうと気づく機会はなかった。

「いや……変ではないが珍めずらしいと思う。大たい抵ていはここと……」

「……っ」

「このあたりに毛が生えている」

「あっ……」

　湘は手で場所を示しながら教えてくれた。性器から脚の付け根、陰いん囊のうから尻しりまで撫でるように触られて、自然と声が出てしまう。

「は、生えてないと……湘さまは嫌いやですか？」

「そんなわけない。そなたのここは、美しくていやらしくて……触りたくなる」

　こんなふうにな、と湘は蒼霖の屹きつ立りつをさすった。ゆるゆると扱しごかれるだけで気持ちよくて、余計なことは瞬またたく間に頭から飛んで行く。

「あ……あっ、あ……」

　待ちかねた愛あい撫ぶがもたらしたのは、経験したことのない快感だった。当たり前と言われればそれまでだが、他人の手は自分の手と全然違う。

　湘の大きな手のひらで包まれるだけで興奮し、撫で上げられるとその皮膚の感かん触しよくに痺れた。自分ではしたことのない触り方に翻ほん弄ろうされ、かと思えば弱いところを的確かつ執しつ拗ように攻せめられ、泣きながら喘あえぐしかない。要するに、なにをされても感じてしまうのだ。

「あっ、あ……きもち、いっ……」

「蒼霖……」

　唇くちびるを求められ、夢中で貪むさぼりあった。舌と舌をねっとり絡ませると、頭の芯が融とけていきそうになる。ぼやけた理性は恥じらいを置き去りにし、与あたえられるがままに快楽を受け入れた。

　手の動きが速くなるにつれ、高みが近づいてくるのがわかる。

「んっ、あ、あ……、だめいく……っ……！」

　はじめての刺激は強すぎて、呆あつ気けなく弾はじけた。ひりひりした首筋が一いつ瞬しゆん引き攣つれ、ほろりと剝がれた鱗が敷しき布ふに落ちる。

「はあ、っ……」

　呼吸を整えるよりも早く、蒼霖は鱗を拾い上げた。湘に求められて手て渡わたすと、興味深そうに鱗を眺ながめて言う。

「何度見ても不思議だ。竜りゆうの鱗だというのに脆もろく、儚はかなく……それでいて、珠しゆ玉ぎよくでできた花弁のように美しい。そなたを苦しませるものだというのに……」

　湘は目を伏ふせて静かに鱗に口づけた。わずかな気恥ずかしさと、ほのかな喜びが胸に満ちてくる。──どんなに疎うとましくても、鱗もまた蒼霖の一部なのだ。

　湘が蒼霖のうなじを見て、そっと手を這はわせる。

「まだ痣が出ているな……」

「やっ……あ」

　指で痣の形を象かたどるようにされると、心臓がどくどくと脈打ち肌が再び熱を纏まとった。

　さっき達いったばかりなのにおかしい。けれど身体からだの内側から滲にじみ出てくるのは、紛まぎれもなく性的な意味を持つ欲望だった。

　もう一度触ってほしい。湘の手でこすられて、気持ちよくなりたい──。

　そんな破は廉れん恥ちな考えが浮かぶのと同時に、ぬるいものが尻のあわいを流れた。

「──……っ！」

　惚ほうけた頭もさすがに正気に戻もどり、慌あわてて尻の下に手を入れて確認した。

　おそるおそる手のひらを見ると、とろりとした透とう明めいの汁つゆで濡れている。粗そ相そうしたんじゃないとほっとしながらも、謎なぞの変化に戸惑いは隠せない。

　──なにこれ。なに……？

「蒼霖？　それは……なんだ？」

　湘は蒼霖の濡れた手に視線を落とすと、不可解そうに眉まゆ根ねを寄せた。なにが起きているのか、湘にもわからないらしい。

「どう……なってるんだ？　後ろから？」

「は、はい……」

　またもや泣きそうになりながらうなずくと、湘は蒼霖の股また座ぐらまで下がって両脚を開かせた。

　秘所を目の前に突つき出すものすごく恥ずかしい格好になっているのだが、恐きよう怖ふと混乱がないまぜになって頭が働かず、されるがままになる。

「あっ、ううっ……」

　蕾つぼみ付近をさすられると性器が疼き、また、なにかが洩もれる不快な感覚があった。

「そなたのここは、いつもこうなるのか？」

　心配そうに尋たずねられ、首を振ふって否定した。

「ならないです……なんでこんな……」

　まったくなんて夜なんだろう。うなじの痣あざといい、経験のないことばかりが立て続けに起き、それを全部湘に見られてしまうなんて。

　湘は慎重な手つきで後こう孔こうの周りを撫でさすり続ける。じわじわと響いてくるそれは、間違いなく性感だった。

　とろとろと汁を垂れ流す窄すぼまりに、そっと指を差し入れられる。

「っ、あ……」

「痛いか？」

「い……痛くはない、ですけど……なんか変です……」

　異物感は拭ぬぐえない。だが隘あい路ろの襞ひだはうねり、指に絡からみついて、奥へ奥へと誘さそうように動く。お腹側に指を押し上げられると、なぜか強きよう烈れつな射精感に見み舞まわれた。

「あ、そこっ……あ、あっ」

　如によ実じつに変化した反応を湘は見み逃のがさなかった。同じ場所をこすられるたびに蕾は濡れて潤うるおい、滑すべりがよくなった指がやたら卑ひ猥わいな水音をたてて動く。

「なんで、湘……さまっ……あっ、それだめっ……」

　波のように襲おそう快楽から逃にげようと引いた腰こしを、ぐっと押さえつけられてしまう。だめだと言いながら感じていることなど、完全にお見通しのようだった。思いきり広げた両脚のあいだで、蒼霖の欲望はお腹なかに反り返るほど滾たぎっている。

　こんな乱れた姿を見せて、呆あきれられたらどうしよう。やはり希少種は淫いん猥わいな星の下もとに生まれたのだと、蔑さげすまれてしまったら。

　──嫌きらわれたくない。湘さま……。

「蒼霖……」

　吐と息いき混じりに名前を呼ばれ、湘の顔を見てはっとした。藍あいの瞳ひとみは隠しきれない情欲で潤うるみ、見つめられるだけで身体に火が点ともる。

　湘に嫌がられていない。それどころか興奮している──その事実が、快感を後押しした。

「ん、あ、あ……くっ……んぁっ……！」

　最後にくいっと指を押し込まれた瞬間、針のように鋭えい利りな官能が勃ちきった屹立を刺さした。高まりきった熱が噴ふき出すように、ぶしゅっと白はく濁だくをまき散らしながら果てる。

「……っ、はっ、あ……」

　全身で達かされたような絶頂感だった。指一本さえ動かしたくないほどだるく、ありえないほどの汗あせでじっとりと肌はだが濡れている。

　それでも蒼霖は、半ば無意識のうちに重たい腕うでを動かしていた。

「蒼霖……」

　左の首筋を押さえようとしていた手のひらを、ぎゅっと摑つかまれる。もう心配しなくていい、隠さなくてもいいんだ、と言われている気がした。　>>>♥

　──そっか。湘さまなら、大だい丈じよう夫ぶなんだ……。

　嬉しくて、甘えるように指を絡めた。つながる温ぬくもりに安あん堵どして、全身から力が抜ぬけていく。

　そのまま目を閉じて、ゆっくりと眠ねむりに落ちた。







　なにもかも現実味のない一夜が明けた翌日。蒼霖は銀露が昼ひる寝ねしている隙すきを見計らい、楽水を居室に招いた。

　昨夜の蒼霖の身体に起きたことを、恥はじを忍しのんで相談するためである。

『──やはり楽水に訊きいてみたほうがいい』

　明け方までそばにいてくれた湘は、蒼霖が目を覚ますなりそう言った。

『私には病とは思えなかったが、医師ではないから断定はできない。普ふ通つう種には現れない病かなにかの兆きざしだという可能性もあるだろう？』

　最初は『絶対に嫌です』と抵てい抗こうしたのだが、あまりに真しん剣けんに諭さとされて拒こばみきれなかった。

『楽水には前もって、私と睦むつみあっている最中の出来事だと伝えておくから心配しなくていい。なにしろ人並み外れた探究心の持ち主だからな、質問攻めにされるかもしれないが、そなたを冷やかすようなことはしないはずだ』

　湘がそう言ったとおり、楽水は終始真面目まじめに取り合ってくれた。羞しゆう恥ち心しんから途と切ぎれ途切れになる蒼霖の言葉を丁てい寧ねいに拾い、じっくりと聞いてくれる。

「ふん、ふん、なるほど……普段は消えてる痣が突とつ然ぜんね……。これまで似たようなことは一度も起きなかった？　たとえば性欲を感じたときとか」

「正直わからない……。自分じゃ見えないし、ほかに経験もないから」

　一人で処理するときに鏡なんて見ないので、変化が起きていたとしても気づかないだろう。

　性欲を感じた状態の身体を、誰だれかに見られたこともない。唯ゆい一いつの例外は天泣街の茶さ楼ろうで薬を使って無理やり高められたときだが、密売人の一味にも湘にも、それらしいことはなにも言われなかった。

「そっかぁ……じゃあ、ほかに身体の不調はある？」

「ううん、ない。熱も完全に下がったよ」

「ならよかった。となるとやっぱり、病の線は薄うすいかなぁ」

　ひととおり話を聞き終えた楽水が、顎あごに拳こぶしを当てて「うーん」と考え込む。

「残念だけど、僕も知らない症しよう状じようみたい。陛下のおっしゃるように、希少種の人特有のなにかなのかもしれないね。ちょっと時間をもらって、調べてみてもいい？」

「うん。……迷めい惑わくかけて、ごめん」

「迷惑なんかじゃないよー！　すぐ答えられなくて、申し訳ないくらい。ひとまず過去に同じ症状が出た竜人がいないか、記録を遡さかのぼって探してみるね」

「どうもありがとう、楽水」

　やっぱり、楽水に話を聞いてもらってよかった。詳くわしいことはわからなくても、一人で悩なやまなくていいと思うとほっとする。

　お礼を言って見送ってすぐ、今度は思基が汀蘭殿にやってきた。なぜか荷車を引いている。

「ど……どうしたんですか、それ」

「ああ蒼霖、よかった。呼びに行く手間が省けました。これ、運ぶのを手伝ってください」

　見れば荷車には大小さまざまな箱が積まれている。労ろう役えき作業用の材料かと訊くと、思基は「違ちがいますよ」と朗ほがらかに笑った。

「中身はあなたのために用意された反たん物ものと装身具です。それとこちらは夜や香こう木もく蘭れんという貴重な花の鉢はち植うえで、夜にとりわけ強く香かおる白い花を咲さかせます。全部陛下からの贈おくり物ですよ」

「贈り物って、なんでオレに？　しかもこんな唐とう突とつに……」

「唐突ではないと思いますが。一応補足しますと、どれも閨ねやで皇こう帝ていを満足させた方に贈られるものなんですよ。……まあ加減をご存じないと申しますか、量も質も慣例よりかなり上回ってはいますけど……」

「──っ……!?」

　さらりと言われて蒼霖は言葉につまった。思基に昨夜の密事を知られているのだと思うと、どんな顔をすればいいかわからなくなる。

　照れくささのあまり口を噤つぐむと、思基は出し抜けに深く頭を下げた。

「ありがとうございます、蒼霖。私はあなたに心からお礼を申し上げたい」

「お礼？」

「ええ。……これまでどんな方をお連れしても、陛下は受け入れようとなさいませんでした。ずっとお一人で、ご公務にのみ心血を注いでこられたのです。腹心の部下を自負する私であっても、そのお心に立ち入ることだけはできませんでした」

　これまで思基は湘に正室を、それがだめなら側室や愛あい妾しようを侍はべらせようと、奔ほん走そうしたと言っていた。もしかしたらお世よ継つぎ問題を解決するためだけではなく、敬愛する天子が──先帝の犯おかした過あやまちという重荷を、たった一人で背負う湘が──やすらげる場所を用意したかったのかもしれない。

「あなたにはぜひ今後も後宮に残っていただきたい。入宮の経けい緯いは極きわめて異例ではありますが、働きぶりからそのお人ひと柄がらは十二分に理解したつもりです。近く、陛下にその旨むね打だ診しんいたしますので、どうかお心づもりのほどよろしくお願いします」

　思基はきりっとした表情でそう言うと、茫ぼう然ぜんとする蒼霖をよそに荷下ろしを始めた。

　──後宮に残る？　オレが？　打診って……思基さま、本気で？

　訳がわからないまま、蒼霖も荷物を運んだ。だが一人になり、豪ごう華か絢けん爛らんな贈り物に囲まれてみると、冷静な思考が戻もどってくる。

　自分はどこまでいっても偽りの側室候補でしかない。本来ここにいるべきなのは、これらが似合う名家の令れい嬢じようなのだ。

　──間違ってもそれはオレじゃない。勘かん違ちがいしちゃだめだ、絶対……。







　けれどそんな思いに反するように、湘との関係は変化していった。

　湘は日中の公務をこれまで以上に精力的にこなし、夜は汀蘭殿に通って朝まで蒼霖と過ごすようになった。

　毎晩必ず口づけをして、同じ寝しん台だいで眠りにつく。口づけでは我慢できなくなると、湘は蒼霖だけを気持ちよくしてくれた。以前のように首筋に痣あざが浮うき出たり、後ろが濡ぬれたりすることもなく、ただただ甘やかな快感を享きよう受じゆしている。

　反対に、湘は蒼霖になにも求めなかった。思基は蒼霖が「陛下を満足させている」と認にん識しきしているようだが、実際は尽つくしてもらう一方なのだ。

　こちらから触さわろうとしても、さりげなくかわされてしまう。そんな状じよう況きようが申し訳なくもあり、欲情されないのが不安でもあった。

　──そもそも好きって言われたわけじゃないしな……。

　今後の処しよ遇ぐうについて、湘はなにも言ってこなかった。

　思基が本当に蒼霖の後宮残留を打診したかはわからない。湘から断られて立ち消えになっていたとしても、別にいいと思っていた。無む邪じや気きに期待して待つほど、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生を送ってはいない。

　もうすぐ夏が終わる。

　銀露は見違えるように元気になった。胸の病は根治には至らないものの、体力がついて血色もよくなり、脈も安定してきたと楽水は言う。

　先日、労役の期間がじきに満まん了りようするという通達も受けた。そうなれば、ここに置いてもらう理由はいよいよなくなる。

　いつ出て行くことになってもおかしくない──。密ひそかにそんな覚かく悟ごを決めて毎日を過ごしていた、とある日のことだった。

　楽水と雑談をしていると、汀蘭殿の警衛が一人の少年を連れてきた。貴人の使用人のような身なりをしたその少年は、どうやら官かん衙がからの使者らしい。

　蒼霖は初対面だが、楽水は面識があるようだった。

「貞てい順じゆん！　わぁ……しばらく見ないうちに大きくなったねぇ！」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、楽水先生」

　親しげに出で迎むかえる楽水とは対照的に、貞順と呼ばれた少年は形式張った礼をとった。

「でも、どうしてここに？　今は黄こう丞じよう相しようの側そば仕づかえだったよね？」

「はい。今日は黄丞相直々の命を受けて参りました。晏あん蒼霖殿どのをお連れするように、と」

「えっ、黄丞相が……？」

　楽水が猫ねこ目めを丸くして驚おどろく。呼び出された当の蒼霖はというと、ぽかんとしていた。

　黄氏といえば、百官の長にあたる宰さい相しようだ。名実共に清風国第二位の地位にある人物として、一方的に存在を知ってはいるものの、接点などあるはずもない。

　なぜ自分が呼ばれたのか見当もつかないが、楽水には思い当たる節があるようだった。

「もしかして例の件で……？」

「ええ。──では蒼霖殿、早さつ速そくご同行願います。外出の手続きは済ませてありますから」

　貞順は楽水の問いにうなずくだけで、詳しよう細さいを話そうとはしない。けどお召めしの理由がなんであれ、相手が宰相では拒きよ否ひできないだろう。

「ま、待って貞順。僕もついていっていい？　知らない場所は心細いだろうし……」

「いえ。本日は蒼霖殿お一人でくるようにとの仰おおせなので、ご遠えん慮りよください」

　にべもなく断られ、そう……、と楽水は引き下がった。なんとなく、「ついてきてほしい」と言える雰ふん囲い気きではない。

「参りましょう。黄丞相がお待ちです」

「はっ、はい」

　貞順に案内されたのは、丞相の執しつ務む室だった。華か美びな調度品の類たぐいは一いつ切さいない。壁へき面めんの棚たなには巻かん子す本が乱れなく積まれ、卓たく上じようには最低限の書道具だけが並んでいる。

　息がつまりそうなほど整然とした室内に、貞順の「お連れしました」という声が響ひびいた。

「晏蒼霖だな」

　卓について待ち構えていたのは、紫むらさきの円領衣に身を包んだ五十代と思おぼしき男性──黄丞相だ。

　黄家は歴代宰相を何人も輩はい出しゆつした名家で、自身も先帝の代から仕えているらしい。

　大たい人じんの風格を備えたたたずまいは、ただ相対するだけでも緊きん張ちようしてしまう。

　黄丞相は礼をとる蒼霖に対し、品定めするような目を向けた。苦々しげにひそめた眉まゆの形が誰かに似ている気がするのだが、すぐには思い出せない。

　ただ、これから始まる話がいい話ではないことは、その険しい表情から瞬しゆん時じに読み取れた。

「今日おまえをここに呼んだのは、陛下との関係について警告するためだ。率そつ直ちよくに言って私は、陛下がおまえのもとへ通うのを遺い憾かんに思っている」

「──っ、……はい……」

　自分は歓かん迎げいされる存在ではない、とちゃんとわかっていたはずだ。けどいざこうして辛しん辣らつな言葉を浴びせられると、身が竦すくんでしまう。

「側室候補として極ごく秘ひに後宮入りしたことは把は握あくしていた。容認していたのは、陛下の后きさき選びが宮中において喫きつ緊きんの課題だったからだ。しかしよりによって天泣街の少年を連れてくるとは……身分違いにもほどがある」

　黄丞相の嘆たん息そくは、蒼霖の心を深く抉えぐった。この場から消え入りたい気持ちで、どんどん背中が丸くなっていく。

「国母となる后に対して、陛下は崇すう高こうな理想をお持ちだ。この国の安あん寧ねいを保ち、発展を目指すという志を同じくし、民たみのために尽くす決意を持った方を探し求めておられる。人徳と教養に加え、滅めつ私しの道を行く覚悟がなければ務まらぬ」

　湘がこれまで引き合わせられた縁えん談だん相手を、「皇后として不適格」だとして拒こばんできたのは知っている。だが、具体的な条件を聞くのははじめてだった。以前思基も言っていたとおり、確かに理想が高い。

「人選が難航するのは承知の上だが、時間を浪ろう費ひするわけにはいかぬ。正室にしろ側室にしろ、おまえは端はなから対象外なのだ。たまに可愛かわいがる程度の愛妾ならまだ目こぼしもできるが、ほかの者に目が行かぬほど入れ込まれては本ほん末まつ転てん倒とうだ」

　聞けば聞くほど正論であり、蒼霖の立場はないも同然だった。

　正室にも側室にも適さない自分が湘を独どく占せんし、貴重な時間を費ついやさせているという事実に、今いま更さらながら罪悪感を覚える。

「…………」

　室内に気まずい沈ちん黙もくが降りた。蒼霖が一言も言い返さないせいか、黄丞相は少し肩かた透すかしを喰くらったように見える。全身から放たれていた威い圧あつ感かんが、ほんのわずかに弱まった。

「まあ──おまえの事情は聞いている。後宮入りした経緯もな。私とて鬼おにではない、今すぐに出て行けとは言わぬ。だが、陛下と必要以上に親しくするのは控ひかえることだ」

　忠告に従う以外の選せん択たく肢しはなかった。これからは己おのれの立場をわきまえ、湘の迷めい惑わくにならないよう、気をつけなければいけない。それが蒼霖のすべき、唯一のことなのだ。

「はい、わかり……」

「──父上！」

　蒼霖の返事は、突とつ然ぜん現れた何者かの声によってかき消された。振ふり向くとそこには、ひどく焦あせった顔の思基がいる。

　──今、『父上』って言ったよな？

　黄丞相と思基──二人の顔を見比べて「あっ」と納なつ得とくした。黄丞相のきりっとした眉はほかでもない、思基にそっくりだったのだ。

「父上ではない、馬ば鹿か者」

　黄丞相はしかつめらしい顔で思基を窘たしなめた。

「失礼しました、黄丞相。しかし、私に断りもなくこんなことをされては困ります。晏蒼霖は現在、私の管理下にあるんですよ」

「おまえの管理が行き届いておらぬゆえ、私が介かい入にゆうせざるを得なかったのだ。まったくもって情けない……いくら陛下のご信しん頼らいを賜たまわっているとはいえ、后選びを任せたのは早計だったな」

　呆あきれ混じりのため息にもめげず、思基は真っ向から反論した。

「聞き捨てならないお言葉ですね。最近の陛下は目に見えて気力に溢あふれ、ご公務にもこれまで以上に精力的に取り組んでおられます。蒼霖との交流がよい影えい響きようをもたらしているのは、まず間ま違ちがいありません」

「だから正室に推挙したというのか？　だとしたら思基、おまえはあまりに短たん絡らく的だ」

　──……えっ？

　黄丞相の発言に、蒼霖は己の耳を疑った。聞き間違いでなければ、二人は蒼霖を正室に──つまり清風国の皇后にするかしないか、という議論をしているのだ。

「私は道理にかなう決断を速すみやかに下したまで。蒼霖になんの不足があるというのです」

「身分、性別、出自……なにもかもだ。しかもこの者の父親はともかく、母親に至ってはどこの誰だれかも定さだかではないのだろう？　素す性じようの不確かな者との結けつ婚こんなど、検討するにも値あたいせぬ」

「……っ」

　非難めいた調子の物言いで、混乱していた蒼霖の頭も正気づいた。ほとんど記き憶おくにない母とはいえ、そんなふうに貶おとしめられるのはつらい。

　さっきまで強気な論戦を展開していた思基も、痛いところをつかれたような顔になる。

「……今日はこれ以上話しても無む駄だですね。とにかく、蒼霖は返していただきますよ」

「構わぬ。必要なことは本人に伝えてある」

「──失礼します」

　思基は硬かたい声でそう言うと、蒼霖にも退室を促うながした。

　汀蘭殿に戻もどるなり、「申し訳ありません」と深々と頭を下げる。

「父の独断専行で、あなたに不快な思いをさせてしまいました。お詫わびの言葉もありません」

「気にしないでください、思基さま。オレなら大だい丈じよう夫ぶですよ」

　謝ってもらうことではないと思った。宰相の立場なら、皇こう帝ていの結婚に口を出すのは当然だ。

　しかし思基はすっかり落ち込んでしまい、普ふ段だんの快活さは見る影かげもない。

「父はあなたのよさも、陛下のお志も、なにもわかっていないのです。せめて、私がもう少し信を得ていればよかったのですが……」

　思基は多くを語ろうとしなかったものの、父親との関係は良好とは言いがたいらしい。湘の結婚に対してここまで意見が違うと、なにかと難しい部分も出てくるのだろう。

「そういえば、オレが正室に推挙されたって話……あれ、どういうことですか？」

　さっきは聞けずじまいだったが、本当はいちばん気になっていた。

　以前、思基は蒼霖に「後宮に残っていただきたい」と言ってくれたが、「結婚」という話を持ち出されたわけではない。

　ましてや正室なんてありえない話だ。男が正室、つまり皇后になった前例はない。あらゆる方面からの反発は必至だろうに、なぜそんな話になっているのか。

　けれど思基は蒼霖の問いに対し、心底すまなそうな顔で言葉を濁にごした。

「ええと、それは私の口からはちょっと……」

「でも、思基さまが関かかわってるんですよね？」

「は、はい。黙だまって事を進めた責任は、私にあります。あなたを不必要に振り回さないよう、根回しを終えてからお伝えしたほうがいいと思い……」

「お伝えって、なにをです？」

　重ねて訊きくと、思基は（これ以上は勘かん弁べんしてください）と言わんばかりに頭を下げた。

「どうか、陛下に直接お尋たずねください。父の……いえ、黄丞じよう相しようの件は引き続き、こちらで対処しますので。それでは……」

　失礼します、と思基は心持ち早足で汀蘭殿を去っていく。

　入れ違うようにやってきた楽水もまた事情を知る一人のようだったが、肝かん心じんなことはなにも教えてくれなかった。苦言を呈ていされた蒼霖を心配しつつも「僕の口からは言えないよ」などと意味深なことだけを言い、逃にげるように帰ってしまう。

　こうなると湘本人に訊くしかなさそうだが、果たしてこれまでのように会えるのだろうか。

　今日のことを知らされた湘が宰さい相しようの意見を尊重し、蒼霖との交流を控えると判断してもおかしくはない。

　だが、その日の夜よ更ふけのことだった。

「──蒼霖」

「……湘さま！」

　普段よりもかなり遅おそくに、湘は汀蘭殿にやってきた。今日は会えないかもしれないと思っていただけに嬉うれしさもひとしおで、小走りで出で迎むかえる。

「今日のことは思基から聞いた。そなたを傷つけてしまって、本当にすまない……。すべて、後手に回った私の責任だ」

　湘は蒼霖を椅い子すに座らせ、自身も几つくえを挟はさんで向かいに腰を下ろすと、今回の件について順を追って説明してくれた。

　黄丞相はそもそも蒼霖について「とある少年」としか聞かされておらず、当初は湘の後宮通いも容よう認にんしていたらしい。それどころか「やっと仕事以外に目を向けられたか」と安心した様子さえ見せていたという。

「ただしそれは、私が皇后となる女性を娶めとることが大前提だった、というわけだ」

　黄丞相にとって蒼霖は、側室候補の男でしかない。にもかかわらず、湘が毎晩汀蘭殿に泊とまるほどのめり込むのを見て、危機感を覚えていたらしい。

　これは苦言を呈さねばと思っていた矢先、思基から蒼霖を正室として推挙されたという。

　改めて身元を検分してみれば、住まいは天泣街で、母親は旅芸人一座の踊おどり子だ。

　到とう底てい承認できないと憤ふん慨がいするが、思基は「陛下のご意向が第一」と譲ゆずらない。

　ならば本人に身を引かせるまで……と、自ら蒼霖を呼び出したのだという。

「あれは昔から伝統や形式、体面を重んじる男なんだ。先帝がどれほどの失態を犯おかそうとも、常に天子として立て、いつかは正道を歩んでほしいと願って支え続けた。民たみのためになる行いだったかと問われれば、是ぜとは言えないが……」

　悪い人ではないのだろう、と直感的に思えた。ただ己の職分に忠実なだけなのだ。その証しよう拠こに、蒼霖に今すぐ出て行けとは言わなかった。

「そういえば……オレが希少種だってことも知ってるみたいでしたけど、それについてはなにも言われませんでした」

　もし黄丞相が偏へん見けんの持ち主だったら、「皇帝と淫いん乱らん竜りゆう人じんの結婚などありえぬ」くらいのことは言ってもおかしくない。でも、そんな言動は片時も見せなかった。

「ああ、根こん拠きよのない迷信は信じない性質たちでな。そのかわり、天界への信しん仰こう心は篤あつい」

　天界信仰とは、天帝と数多あまたの神しん仙せんを崇すう拝はいの対象とする信仰だ。

　見上げた空よりも遙はるかに遠い場所──たとえ竜と化した皇帝であっても、決してたどり着くことのできない高みに、天界はあるという。

　天界の住人たちは永遠の命を持つとされ、竜人とは絶対的に格の違う存在である。

　だが子供の頃ころから「善行も悪行も天が見ている」と教えられて育った清風国民には「存在を感じられる神々」と捉とらえられており、貧ひん富ぷ貴き賤せんの区別なく信仰が盛さかんだった。

　特に黄丞相は先帝の御み世よにおいて、「天候の変化」という形をとった天意の発現を、間近で目にしてきたはずである。信心深いのにも納なつ得とくがいく。

　だからこそ、天から与あたえられた役目──天分も重視するのだろう。歴史に名を残す皇后は皆みな、裕福で名のある家の出身だ。皇帝たる夫を支えるのに必要な教育を受け、民の母となる覚かく悟ごを身につける環かん境きように恵めぐまれた者こそ、その地位にふさわしいと信じている。

「その思想ゆえ、私が縁えん談だんを断ってきた理由を真に理解していない。皇后の資質は血筋や家いえ柄がらになど左右されるものではないのに、その発想から逃のがれられないんだ」

　黄丞相と湘が考える理想の皇后像は、一見似ているようでまるで違うようにも思えた。

「だが、私はそなたを諦あきらめる気はない。もう次の手は考えてある」

「次の手？」

「ああ。お母上がいた旅芸人の一座があるだろう？　その足そく跡せきをたどって、どんなお方だったのかを調べるんだ。私の親しん戚せきにそういったことが得意な者がいる」

　湘の親戚なら皇族だ。なんだか話が大きくなってしまい、蒼霖は慌あわてて止めた。

「あ、あの。そんなことしなくていいですよ」

「なに、気き後おくれする必要はない。早さつ速そく相談したら、向こうもやる気になってくれてな」

「その話だけじゃありません。オレ、正室なんて無理です。そもそもなんでオレが推挙されたのか、全然わからないし」

「──、それは……」

「思基さまに理由を訊いても、湘さまに『直接お尋ねください』って言われちゃって……」

「蒼霖……」

　湘はおもむろに椅子から立ち上がると、座ったままの蒼霖の前にきて膝ひざをついた。

「確かにそれは私から話さねばならないことだ。いかに信を置く側近であっても、求きゆう婚こんの言葉を代弁させるわけにいかないからな」

「……求婚？」

　湘は蒼霖の両手をそっと握にぎり、顔を上げて微笑ほほえんだ。

「そなたを正室に推挙した理由は、たったひとつ。私がそなたに結婚を申し込むためだ」

「っ……」

　直ちよく截せつな台詞せりふに思わず息を吞のむと、湘は「そんなに驚おどろいたか？」と意外そうに問う。

「あ……当たり前です。突とつ然ぜんすぎるっていうか、その、なんの前まえ触ぶれもないから」

「前触れとは？」

「だってオレ……、す、好きとか全然、言われてないし……」

　言いながら、情けないなと思う。期待するなと自分に歯止めをかけながらも、本当は湘から好かれているという確信がほしかったのだ。

「──……」

　湘ははっとした顔のまま黙っていた。やっぱり呆あきれたのかもしれない。子供っぽいなとか、面めん倒どうくさいなとか思われていたらどうしよう。

　考えれば考えるほど恥はずかしくなり、いたたまれなさでうつむいてしまう。

「……蒼霖。こっちを向いてくれ」

　湘の麗うるわしい竜顔が、口づけ寸前のような距きよ離りまで近づいてくる。額と額をくっつけあうと、いつにも増して甘い声でささやいた。

「不安にさせてすまない。恋こいに未熟な私を許してくれ」

　未熟なのは蒼霖も同じだ。はじめての恋は常にどこか心こころ許もとなく、右往左往する自分は不格好でみっともない。だけど湘を想おもう気持ちだけは、天に瞬またたく星よりも強く輝かがやいている。

「好きだ、蒼霖。私の心はもうとっくに、そなたの手の中にある」

　重ねられた手に、ぎゅっと力がこもった。

「どうか私と生しよう涯がいを共にしてほしい。銀露と三人で、新しい人生を歩もう」

「っ、湘さま……」

　清せい冽れつな光を湛たたえた瞳ひとみ。凜りんとした意志の宿る声。真しん摯しな言葉と、優やさしい温ぬくもり──湘のすべては、蒼霖にとっての灯ともし火びだった。希少種という生まれに囚とらわれ、自分の指先さえ見えぬほどの闇やみに隠かくれて生きていた蒼霖を照らし、見つけだしてくれた希望の灯あかりだ。

　それだけでももう充じゆう分ぶんなのに、今、人生を共にしようと言ってくれる。

「私は生涯、そなた以外の者を伴はん侶りよとする気はない。それにそなたならば、皇后という役目を立派に果たしてくれるだろうとも信じている」　>>>♥

「皇后……」

　湘の想いに応こたえたい。ただその立場にだけは、どうしても怖おじ気づいた。

　湘の理想にかなう皇后になる自信もないし、なにより男の身体からだには子を宿すことはできない。なのに、自分以外の者を娶るつもりはないという。

「じゃあ、お世よ継つぎはどうするんですか？」

「皇族の誰だれかが継ぐというだけの話だ。幸いにして親戚は多い。私が責任を持ってふさわしい者を選び、しっかり養育しようと考えている」

「でも、湘さまの実子が後を継ぐべきだ、っていう声があるんじゃ……」

　暗君ならいざ知らず、賢けん帝ていである湘の子供を待望する人は多いだろう。

　しかし、湘は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて言う。

「そなたまで血筋がすべてを決めると申すか？　ならば私もいつ酒色に耽ふけり、国政を投げ出すかわからないな」

「えっ、そんな。湘さまにかぎってありえません！」

「そうだろう？　私もそう信じている。大切なのは、民のためになにを為なすかだ。──まあ、竜体化のことを考えれば血の重要性は否定できないが、唯ゆい一いつ絶対のものではない」

　後こう継けい者しや問題についても解を持つ湘の本気に、心が強く揺ゆさぶられた。もしかしたら、本当に一いつ緒しよになれるかもしれない。蒼霖さえ努力すれば、幸せを摑つかめるかもしれないのだ。

「……その顔、少しは心配事が減ったようだな。では、もう一度訊きくぞ」

　湘は指の長い大きな手で、蒼霖の頰ほおを包み込んだ。いつもほんのちょっと冷たいその手は、蒼霖が確かにここにいると教えてくれる。

「最愛の蒼霖よ。私の求婚を受けてくれるか？」

「……、はいっ……」

　うなずくと、静かに唇くちびるが重なった。目をつぶっているのになぜか、眩まぶしい光が降り注いでくるような感覚を覚える。不安で翳かげる気持ちを照らし、冷たい孤こ独どくを温めてくれる光だ。

　──これが幸せってことなんだ。きっと……。

　口づけを交かわすたび、心が軽かろやかに弾はずむ。

　長いことそこにあった重おも石しが外され、新しい人生への希望が溢あふれていくような心ここ地ちだった。







　翌日、蒼霖は労ろう役えきの期間満まん了りようを告げられた。

　ならば空いた時間は働いて、銀露の薬代の足しにしたい。思基にそう申し出ると、神しん殿でん勤めをしてほしいと依い頼らいされた。

「ちょうどよかった。儀ぎ式しきの準備に人手が足りなくて困っていたんです」

　暑さが和やわらぎ、本格的な秋の到来を控ひかえたこの時季。皇こう宮ぐう敷しき地ち内の神殿では、神官たちが日々雨あま乞ごいの準備に追われているという。

　清風国の雨乞いは、竜体の皇帝が空を舞まって祈き禱とうすることから、『昇しよう竜りゆうの儀ぎ』と呼ばれる。

　一年を通じて定期的に行われているが、初はつ穂ほの奉ほう納のうを兼かねた早秋の儀式は最も大がかりで、今後の雨量を占うらなう重要な祭さい祀しと位置づけられていた。

　今上帝が賢帝と認められれば慈じ雨うが与えられ、そうでない場合には雨の乏とぼしい一年となる。改善が見られなければ、やがて暗君や暴君と断じられ、容よう赦しやなく旱かん魃ばつが起きるのだ。

　神殿はいくつかの殿舎で構成されており、敷地内には昊こう壇だんと呼ばれる屋外祭祀用の祭壇と、天意を示す水で満ちた井い戸どを祀まつった庭がある。

　蒼霖は細々とした日常業務を行う殿舎に連れて行かれ、思基の縁者だと紹しよう介かいされた。

　年配の神官長をはじめ、神官らは皆きたる儀式に向けて頭がいっぱいのようで、突然現れた蒼霖を不ふ審しんがる者は誰もいなかった。

　主に頼たのまれたのは、神官見習いが受け持つ雑用全ぜん般ぱんと、儀式で使う祭具の準備である。

　清風国の祭具は、玉ぎよくを用いたものが多い。古いにしえから伝わる玉器のほかに、特とく徴ちよう的なのは「璞あらたま」を磨みがいて使うところだ。

　璞とは掘ほり出したばかりの石のことで、磨かれたものは邪じや気きを祓はらう力を持つ。装身具などに用いられるほか、砕くだいて粉にしたものを皇帝が服用し、身を清めるのにも使われるという。

　艶つやもなく不揃いな璞が神官の手で磨かれ、美しい玉に変化していくのは見物だった。近くで璞をより分ける作業をしながら思わず見み惚とれていると、神官の一人が「やってみるかい？」と声をかけてくれる。

「いいんですか？」

「ああ。きみは祈禱用の鏡も丁てい寧ねいに磨いてくれるし、こういうのも得意かなと思ってね」

　神官は蒼霖の働きをさりげなく労ねぎらうと、璞と研けん磨まのための道具を渡わたしてくれた。

　やり方を教えてもらいながら、やすりを使って丹たん念ねんに磨く。単純に見えてなかなか難しい。

　自分なりに頑がん張ばってはみたが、仕事を終える時間になっても璞の表面にはざらつきが残り、輝きにも乏しい石ころのままだった。

「明日あしたからは空き時間にやるといい。懸けん命めいに取り組むその心は、きっと天にも届くだろう」

　神官の言葉に励はげまされ、翌日から時間を見つけては石を磨いた。

　根気よく磨き続けているうちに、石が少しずつ表情を変えていく。だんだん石っぽさが薄うすれ、きらりと白く光るようになってくると、一気に夢中になった。

「……できた！」

　きっちり三日後、ようやく納なつ得とくのいく輝きになった。ちょっと時間をかけすぎたかなと反省しつつも、磨き方を教えてくれた神官に見せに行く。

「おお、仕上がったか。どれどれ……んん？」

　蒼霖が差し出した白い玉を見て、神官は目を丸くした。

「これ、私が渡した璞かい？」

「はい。あっ、お預かりしたときより、だいぶ小さくなっちゃいましたけど……」

「いや、大きさの問題ではないんだ。そうではなくて……」

　神官はいろんな角度から玉を眺ながめると、どこか焦あせった様子で神官長を呼びに行った。何事かとやってきた神官長も、「おお……」と玉を見て瞠どう目もくする。

「なんと神こう々ごうしいことよ……小さな光がいくつも瞬いて、澄すんだ輝きを放っておる。さながら玉の中に氷ひよう晶しようがちりばめられているかのようだ」

　ほかの神官たちも作業の手を止めて集まってきた。小さな玉をかわるがわる観察し、「これはまさしく儀式の成功を示す瑞ずい兆ちよう」と興奮気味だ。

「神官長、陛下にこの瑞玉を服用していただいてはいかがでしょう？」

「ふむ、それは妙みよう案あん。私から陛下に奏上してみよう」

　神官の提案を受けた神官長は、早さつ速そく思誠殿に使いを出して伺うかがいを立てた。

　即そく座ざに戻もどってきた湘の返事は、「問題ない」。使者曰いわく、「ぜひ蒼霖が磨いた瑞玉を服用し、儀式に臨のぞみたい」という言葉を賜たまわったという。

「これは大変な名めい誉よだよ。よかったね！」

　璞を磨くよう勧すすめてくれた神官に肩かたを叩たたかれ、蒼霖もじわじわと嬉うれしさがこみ上げてきた。

　蒼霖が磨いた璞に吉きつ兆ちようが現れたのは、単なる偶ぐう然ぜんだろう。でも、その偶然が嬉しい。目には見えない不思議な力に、励まされているような気がする。

　実際、このところ毎日が順調だった。黄丞じよう相しようから苦言を呈ていされたことさえ忘れそうなほど、幸福な日々が続いている。けれど──。

　──この先、どうなっていくんだろう？

　ふとしたときに、そんな疑問が浮かんだ。

　天泣街にいた頃ころとはなにもかも違ちがうのに、なぜか覚えのある不安が忍しのび寄ってくる。幸せに不慣れなあまり、未来がうまく想像できないのだ。

　両親との生活も、父との二人暮らしも、呆あつ気けなく終わりを迎むかえた。

　ならば、今の生活はどうやって「終わる」のだろう──そんな仄ほの暗ぐらい考えが浮かぶたびに、必死で振ふり払はらう。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。絶対、大丈夫……。

　自分にそう言い聞かせ、神殿の仕事に集中した。幸い、やるべきことは山ほどある。蒼霖は昇竜の儀で、湘に瑞玉の粉末を渡す大役を仰おおせつかったのだ。短期間で複雑な儀式作法を身につけねばならないのだから、余計なことで悩なやんでいる暇ひまなんてない。

　楽水に「話があるんだ」と言われたのは、そんなある日のことだった。

　神殿での仕事を終えて汀蘭殿に戻ると、すでに楽水が待っていた。銀露も一緒かと思いきや、思基に預けてきたという。

「今日は二人のほうがいいかな、と思って。蒼霖の身体についての話だから」

「ひょっとして、前に相談した話？」

「うん、そう。遅おそくなってごめんね」

　楽水がそう言って切り出したのは、以前相談した件──湘に触ふれられ、蒼霖の身体に変化が起きたときの話だった。

　皇宮内で保持している記録にはそれらしい記述が見当たらず、市中の診しん療りよう所じよから地方に住む旧知の医者など方々に問い合わせ、ようやく手がかりを得たという。

「かなり古い診療記録だけど、蒼霖と同じ症しよう状じようが出た男性が、一人だけ見つかったんだ」

　当時二十歳はたちだったというその人は、男性と性的接せつ触しよくを行った際、興奮から臀でん部ぶが濡ぬれた状態になったという。

「しかも驚おどろいたことにその男性は、子供を宿したみたいなんだよ」

「こ……子供!?」

「そう。前後の状じよう況きようを考えると、『発情した』って表現するのが適してるかな。ちゃんと周期もあったみたい。比ひ較かく対象がないから、断定はできないけど……って、蒼霖、大丈夫？」

「う、うん……」

　大丈夫、と返しながらも頭がくらくらした。男が子を孕はらむという衝しよう撃げき的な事実を、すぐさま受け入れるのは相当難しい。

「子供って……お、オレもそうなるってこと？」

「可能性は充じゆう分ぶんあるよ。性的興奮と生せい殖しよく活動が結びつくのは、自然なことだからね」

「…………」

　至し極ごく冷静に返され、さすがに言葉を失う。けれどこのあまりにも稀け有うな事象に理由を求めるとしたら、ひとつだけ思い当たることがあった。

「……その人もオレと同じ、希少種だったのかな？」

　もし男性が希少種だったとすれば、ほとんど事例がないのも納得がいく。

　そもそも絶対数が少ない希少種の身体からだは、今も解明されていないことが多いのだ。性的絶頂に達すると同時に鱗うろこが剝はがれる仕組みでさえ、詳くわしくわかっていない。

　しかし、楽水は「ううん」と首を振った。

「希少種とは書いてなかったよ。書いてなかったけど……」

「けど？」

　楽水は少し逡しゆん巡じゆんしながら、「気をつけたほうがいいと思う」と忠告を口にした。

「もしかしたら、蒼霖の身体は子を宿す働きがあるのかもしれない。けど黄丞相のことが解決してないのに懐かい妊にんなんてことになったら、事態がややこしくなっちゃうよ。念のため陛下にも注意していただくよう申し上げるけど、蒼霖もしっかりね」

「湘さまにも……注意？」

　なんで？　ときょとんとする蒼霖に、楽水は「当たり前だよ」と苦笑いで応こたえた。

「片方にだけ言ってもしかたないでしょ？　子供は一人じゃつくれないんだから」

「あ……」

　我われながら間が抜ぬけていると思った。蒼霖の相手は湘しかいない。もし子供を授さずかるとしたら、湘の子ということになるのだ。

　男女間で子供をつくる方法は知っている。男同士でもその仕組みはおそらく同じだろう。

　行こう為いについてはなんとなくの知識しかないが、発情したときの状況を考えると想像はついた。

　はっきりと意識した途と端たん、顔がどんどん熱くなっていく。嬉しいような恥はずかしいような、きっちりと分別できない気持ちに戸と惑まどう。

　けれど、それは希望でもあった。

　もしも本当に湘の子を生める身体なら、世よ継つぎの問題は解決するかもしれない。湘は実子にこだわっていないようだが、黄丞相の心証は変わる可能性がある。うまくすれば、二人の将来が開けるかもしれないのだ。

「不安なことがあったら、なんでも訊ききにきて。……僕はなにがあっても、蒼霖の味方だよ」

　言うと、楽水は蒼霖の手を握にぎった。いつになく神妙な面おも持もちに、自然と気持ちが引きしまる。

「うん。ありがとう、楽水」

　蒼霖もぎゅっとその手を握り返した。

　──うん。やっぱりオレは大丈夫だ。きっと全部、うまくいく。

　指先から伝わる友の温ぬくもりが、「一人じゃない」と教えてくれていた。自分自身をすすんで孤こ独どくに仕向けるような生き方は、もうしなくていいのだ。







　瞬またたく間に日は過ぎて、昇しよう竜りゆうの儀ぎ当日となった。

　秋らしい晴天の下もと、昊こう壇だん前の広場には儀式を進行する神官長と神官らに加え、祭さい祀しの管理を職しよく掌しようのひとつとして有する礼部の面々と、黄丞相を筆頭に高官がずらりと集まっている。

　儀式はまず、供く物もつの奉ほう納のうから始まった。

　天に献けん上じようされるのは初はつ穂ほと、そのほかの農産物や工芸品など、清風国各地の特産品だ。

　天てん帝ていはこれら民たみの努力の結晶を通して、皇帝の政まつりごとの善し悪あしを判断するらしい。作物などの出来不出来を評価するのではなく、そこに込められた民の声を聞くのだそうだ。

　奉納が終わると、いよいよ昇竜の準備が始まる。

　蒼霖は緊きん張ちように高鳴る胸を押さえながら、神官たちが並ぶ列を抜けて前に出た。

　参列者の視線が注がれる中、湘と神官長の待つ昊壇へと向かう。九段の階きざはしが設けられた円形の祭壇の中央には、濃のう淡たんのある青石で竜を描えがいた鋪ほ地ちがあった。

　壇上に登って作法に則のつとった礼をとり、鋪地に立つ湘に水と粉末にした瑞玉を捧ささげる。

　湘は白く輝かがやく瑞玉の粉を飲み下すと、その身体は淡あわい光に包まれていった。

「──一同、叩こう頭とうせよ！」

　神官長のひと声で、蒼霖を含ふくむ全員が額ぬかずいた。竜体化の瞬しゆん間かんに露あらわになる天子の玉体は、見てはいけないとされているのだ。

　しゅるり、と帯を解く絹鳴りがした。そばにあった気配が消え──疾しつ風ぷうが広場を吹ふき渡わたる。

「……！」

　顔を上げたときにはもう、そこに人の形なりをした湘の姿はなかった。

　蒼そう天てんを舞まう、美しき竜だけが見える。

　壇下からは一いつ斉せいに感かん嘆たんのため息が聞こえてきた。

　──なんて奇き麗れいなんだろう……。

　青き鱗は空の色に紛まぎれることなく、まばゆいばかりの光を放ち続けている。雲を従え、天を泳ぐそのさまは、まさしく天子の名にふさわしい。

　竜が空の彼方かなたに消えて見えなくなると、興奮状態の若い神官がわっとむせび泣いた。

「なんと、なんとお美しい……こんなお姿はいまだかつて、見たことがありません……！」

　神官の発言をきっかけに、「確かにこれまでと違う」とほかの人々もざわめきだした。初見の蒼霖にはわからないが、普ふ段だんの儀式とは様子が異なるらしい。

　見かねた神官長が「静せい粛しゆくに」と注意を促うながした。場は一いつ旦たん落ち着きを取り戻もどしたが、黄丞じよう相しようが物申したげな顔で神官長の前に進み出る。

「神官長。此こ度たびの竜体化は、些いささか特とく殊しゆなものに見えたが……手て抜ぬかりはなかったか？」

「なにも問題ございませんよ、黄丞相」

　物もの腰ごしの柔やわらかな神官長だが、一歩たりとも引かずに答えた。

「供物の準備も、陛下の禊みそぎも、儀式の進行も、すべて慣例に従いました」

「すべて？　陛下が変へん化げ前に服用なさったのは、いつもと違う玉ぎよくだと伝え聞いたが」

　丞相は「知っているぞ」とばかりに蒼霖に目をくれた。しかし、神官長は動じない。

「璞あらたまのひとつに瑞ずい兆ちようが現れましたので、陛下のご承しよう認にんの上、服用していただいたのですよ」

「その瑞兆とやらを示した玉が、鱗を発光させた原因ではないのか？」

「あるいは、そうかもしれません。……しかし黄丞相にお尋たずねしますが、本日の陛下のお姿を、悪しきものだとお思いになりましたか？」

「話をすり替かえるでない」

「すり替えてなどおりません。此度のご竜身はまるで、瑞玉の加護を帯びたように光り輝いておられました。きっと天帝のお目に留まり、慈じ雨うを得て戻られるでしょう」

　昇竜の儀の目的は、清風国の大地に雨をもたらすことだ。神官長は皇帝のために邪じや気きを祓はらい、場を清めるという職務を果たしただけである。話をすり替えようとしているのは、どう見ても黄丞相のほうだった。

「……儀式に支障がないのなら、よい」

　引き下がった黄丞相に、神官長は深い礼で応えた。そのまま、神官たちに儀式の続行を言い渡す。今度は戻ってくる湘を迎むかえる準備があるのだ。

　一刻後、真昼の流星のような軌き跡せきを描き、竜が地上に舞い戻った。

　人の姿に戻った湘は用意されていた衣ころもを纏まとい、平へい伏ふくする臣下に向けて高らかに声を張る。

「皆みなの者、大儀であった。天帝陛下は必ずやこの国に恵めぐみをくださるだろう。これにて昇竜の儀は終しゆう了りようとする！」

　参列者全員が今一度ひれ伏ふし、今回の昇竜の儀は無事幕を閉じた。

　あとは片付けを済ませれば、蒼霖の仕事も終わりだ。

「お疲つかれさまでした、蒼霖。素す晴ばらしい活かつ躍やくでしたね」

　作業の途中で声をかけてきたのは思基だった。

「へへ、ありがとうございます。うまくいってほっとしました」

「ええ、本当に。あんなにもきらめくお姿を見たのは、私もはじめてかもしれません」

「思基さまもですか？」

「はい。これも愛の為なせる業わざなのかと、感動していたところです」

「あ、愛とか……」

　率そつ直ちよくな物言いに顔が赤くなる。

「いいことは続くものですね。つい先ほど、皇こう宮ぐうにも吉きつ報ぽうが届きましたよ。あなたのお母上について調べていた皆さんが、都に帰き還かんしたそうです」

「え……ってことは、なにかわかったんですか？」

「おそらくは。詳しくはまだ聞いていませんが、手ぶらで戻る人たちじゃありませんからね。陛下はお召めし替えが終わるや否いなや、話を聞きに向かわれました」

　思基の言うとおり、本当にいいことの連続だった。母親がどこの誰だれか明らかになり、なにも問題がなければ、湘との縁えん談だんもうまくいくかもしれない。

「陛下から『必ずいい報告を持って帰るから、待っていてほしい』とご伝言を預かりました。……よかったですね、蒼霖」

「はい、思基さま。ありがとうございます……！」

　蒼霖は深く頭を下げ、広場を去る思基を見送った。

　湘は約束を破ったことがない。きっといい報しらせを持って、後宮に来てくれるだろう。

　蒼霖はその日の晩、期待に胸を弾はずませながら湘の訪おとずれを待った。

　時間が経たつにつれ、緊張も高まってくる。

　母はどんな人だったのだろう。蒼霖が知っているのは名前と属していた一座の名めい称しようだけで、あとは父が語った昔話の中に面おも影かげを見み出いだすしかなかった。

『はじめは母さんが踊おどり子だと知らなくてね。ただただ、愛らしい娘むすめさんだと思った──』

　父の昔語りはいつもそんな台詞せりふから始まった。

　母は誰に対しても分け隔へだてなく優やさしく、一座の子供たちの面めん倒どうをよく見ていたそうだ。

『素そ朴ぼくで、ちょっと抜ぬけたところもあったなぁ。でも一度舞ぶ台たいに上がると、雰ふん囲い気きががらりと変わるんだ』

　舞い落ちる雪せつ片ぺんのごとく軽かろやかに踊る姿は、一座が行く先々で大勢の人を魅み了りようしたという。

　蒼霖もその様子を思い浮うかべようとしたが、目を閉じると危あやうく眠ねむってしまいそうになった。昼間の儀式で大役を果たしたせいか、思いのほか疲れが溜たまっているらしい。

　──まだ寝ねちゃだめだ。話、聞くんだから……。

　眠気をこらえて辛しん抱ぼう強づよく待ったが、湘はなかなかやってこなかった。

　きっと仕事が立て込んでいるのだろう。日ひ頃ごろの多た忙ぼうさを思えば、さほど意外なことでもない。

　蒼霖は待った。

　夜が更ふけても寝ね床どこに入らず、椅い子すに座って一人で待ち続けた。

　……だがいつまで待っても、湘は姿を現さなかった。







　翌朝、蒼霖は几つくえに突つっ伏ぷしたまま目を覚ました。湘がやってきた形けい跡せきは、どこにもない。

「そんなに忙いそがしかったのかな……」

　拍ひよう子し抜ぬけした気分になったが、がっかりしてもしかたない。「待っていてほしい」と伝言があったのだから、今日はきてくれるはず。

　しかしその日も、その翌日も、湘は汀蘭殿に現れなかった。

　毎晩「オレが寝てたら起こしてください」と書いた紙片を几に置いておくのだが、触さわられた様子もなく朝まで残っている。

　もしかしたら、なにか急を要する事態でも起きたのかもしれない。一国を治める人を相手に、自分が常に優先されるなんて考えてはだめだ。

　気になるあれこれを頭の片かた隅すみに追いやり、普段と同じように過ごそうと努力した。

　銀露の世話をし、殿でん舎しやの掃そう除じを終えたあとは神殿に行く。幸いにも、引き続き下働きとして置いてもらえることになったのだ。

　湘からは依い然ぜんとして連れん絡らくはない。思基からもだ。

　二人の性格からすれば一報あってもおかしくないくらいの日にちは経過しており、さすがに嫌いやな予感が募つのり始めていた。

　いつもと様子が違ちがうのは、湘たちだけではなかった。なぜか日に日に焦じれ込む神官が増え、神殿内の空気が張りつめていくのである。

　神官長は何度も礼部に呼び出されているようで、儀ぎ式しきの準備以来親しくなった気のいい神官も、表情を曇くもらせることが多くなった。

「あの……なにかあったんですか？」

　思いきって尋ねてみた蒼霖に、神官がひそひそ声で教えてくれた。

「実はね、雨の降る気配がこれっぽっちもないんだ。いつもは昇しよう竜りゆうの儀から二、三日もすればひと雨くるものなんだけど……儀式の効果が出ていないのではと、礼部に疑われている」

　事態は蒼霖が思っていたより深刻だった。天候は自然の理ことわりに左右される部分があるとはいえ、それとて天てん帝ていの意思として考えられている。ましてや湘自ら竜りゆうとなり、祈き禱とうを行った直後だ。これは前ぜん代だい未み聞もんの不ふ祥しよう事じだと、礼部は怒いかり心頭なのだという。

　神官たちは日々の祭さい祀しに力を尽つくした。だが天はからりと晴れるばかりで、雨あま粒つぶはぽつりとも落ちてこない。

　蒼霖もまた、憂うれえずにはいられなかった。自分が磨みがいた璞がなにか悪あく影えい響きようを及およぼしたのではないかと思うと、申し訳なくて身の置き所がない。誰かに責められたわけではないとはいえ、やはり唯ゆい一いつの部外者として参加した引け目がある。

「──蒼霖。少しいいですか」

　そんな中、神殿に現れたのは思基だった。顔を見るのは儀式の日以来だったが、挨あい拶さつもそこそこに用件を切り出される。

「陛下から急ぎ、お話があるそうです。思誠殿でお待ちですので、私と一いつ緒しよに来てください」

「えっ、今からですか？　どうして……」

「詳くわしいことは向こうで説明します。神官長の許可も取ってありますから、ご心配なく」

　思基にしては珍めずらしく、余よ裕ゆうのない様子だった。さあ、と急せかされるようにして神殿を出るも、道中は一言も会話がない。

　通された部屋で待っていたのは、湘と黄丞じよう相しようだった。

　数日ぶりに見る湘の顔は険しく、若じやつ干かん瘦やせたようにも感じられる。

　室内にはえも言われぬ緊きん迫ぱく感かんが充じゆう満まんしていた。いい話ではないのだろうと察しはついたが、その内容まではわからない。

　蒼霖と思基が席につくと、湘が口火を切った。

「急に呼び出してすまなかった。話というのは、そなたのお母上についてだ」

「は……はい」

「実は先日調査に出た者が帰還してから、いくつか追加で調べ物をしていたんだ。遅おそくなったが、仔し細さいが判明したので報告したい」

　後宮ではなくここで、しかも黄丞相の立ち会いの下もとで聞かされるということは、母の素す性じようになにかしら問題があったのだろう。

　きゅっと拳こぶしを握にぎり、心の準備をした。なにを聞いても、驚おどろかないように。

「そなたのお母上は、旅芸人一座が興行していた清風国北部で、有名な踊り子だったそうだ。その美しさもさることながら、学者と一緒になって一座を抜けたというのが、当時かなり話題になったみたいでな。調査の者も、それほど苦労せずに足そく跡せきを追えたようだ」

　母を贔ひい屓きにする地方の役人や貴族は多く、ここぞという宴えん席せきには必ず呼ばれていたという。父と出会ったのも、そんな一席での出来事だったのだろう。

　しかし一座の関係者は誰一人として、母の出身地さえ知らなかったらしい。もともと流る浪ろうの踊り子だった母が、道に迷った一座の子供を助けたのがきっかけで加入したそうだが、過去は一いつ切さい語らなかったという。

「だが幸いにも、一座に加わる前のお母上を知っている、という人が見つかった。どうも彼女は踊り子として放浪しながら、各地で『奇き跡せき』を起こしていたようなんだ」

「奇跡？　母は奇術もやってたんですか？」

「そなたが想像しているような、いわゆる雑ざつ伎ぎの類たぐいではない。失うせ物や失せ人を見つけたり、怪け我がや病で苦しむ人を癒いやす、世にも不思議な術を使ったそうだ」

　蒼霖は仰ぎよう天てんした。怪あやしげな術を使っていたなんて、父からは一度も聞いたことがない。

「な……なんか信じられません。捜さがし物を手伝ったり、誰かを看病したっていう話が、大おお袈げ裟さに伝わってるだけなんじゃ……」

「一人二人の話ならそうかもしれない。しかし調査した者の話では、かつて彼女に助けられたという人が何人も現れて、熱心に話してくれたそうなんだ」

　瀕ひん死し状態にあった産後の女性が、驚くべき回復を遂とげたこと。里長が民たみから集めた税を紛ふん失しつし横領の疑いがかけられたとき、盗ぬすまれたお金と盗とう賊ぞくの存在を暴あばいてその潔白を証明したこと。山で遭そう難なんした男性の居場所を言い当て、家族のもとに帰してやった話もあったという。

　本当なら、確かに奇跡と言い得る出来事ばかりだった。

「でも……でもそんなの到とう底てい、人の身でできることとは思えません」

「皆みなもそう考えたのだろうな。彼女は『天てん女によさま』と呼ばれていた」

「天女さま……？」

「そうだ。しかし単なる渾あだ名なではなく────お母上は、本物の天女だった可能性が高い」

「え……？」

　蒼霖は再び驚きよう愕がくした。湘は母を、天界に住む女性という意味の『天女』だったかもしれない、と言っているのだ。

　いかに湘の言葉であろうと、すぐには飲み込めない。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな説だった。

　確かに清風国民は「善行も悪行も天が見ている」という教えや、天意がもたらす雨に接していることもあり、その存在を自然に受け入れている。各地に神や仙せん人にんが降臨したという伝説が残されていたり、独自の信しん仰こうを集めていたりする例も少なくない。

　だが天界信仰が盛さかんである最大の理由は、誰だれもが天に畏い敬けいの念を抱いだいているからである。

　雨を得られるかどうかは天帝の御み心こころ次し第だい──つまりは命を握られているのにも等しい。

　天界の住人は皆人じん智ちの及ばぬ超ちよう越えつ的な存在であり、竜人の身でひとたびまみえれば、なにが起こるかわからないのだ。

　自分がその血を引いているなど、到底信じられなかった。「ありえませんよ」という台詞が、喉のどもとまで出かかる。けれど、湘の真しん剣けんな眼まな差ざしにさらされて口を噤つぐんだ。

　忘れてはいけない。湘はこの清風国において、最も天界に近い人物なのだ。

「私もはじめはどうせ噂うわさに尾おひれがついたのだろうとしか思っていなかったが、この数日間、自分でも調べてみて考えを改めた。昔といっても、たかだか十余年前のことだ。関かかわった者はほとんど息災で、証言には信しん憑ぴよう性せいがある。……お父上からは、なにも？」

　湘に問われ、無言で首を横に振ふった。

「そうか……。ひょっとすると一座に入ってからは、力を使わないようにしていたのかもな。寝しん食しよくを共にする座員に知られないように」

「じゃあ、母さんは本当に……天女……？」

　想像もしなかった事実に、ただ茫ぼう然ぜんとするしかなかった。

　しかしこの場合、どういう身分として扱われるのだろう。竜人ではないのだから、出身地や家いえ柄がらなど、清風国人の物差しで測れる人ではない。

「──思基」

　蒼霖の疑問に答えを提示したのは、黄丞相だった。

「此こ度たびの調査結果を根こん拠きよに、晏蒼霖の正室への推挙は正式に取り下げを命じる」

「っ、そんなっ……！　お考え直しを！」

「天女の血を引く者との婚こん姻いんは認められぬ。二度も言わせるな、時間の無む駄だだ」

　黄丞相の返事は取り付く島もない。ただここまで強固に反対される理由が、蒼霖には今ひとつぴんとこなかった。

　母は天女だったかもしれない。けれど、竜人である父と子を生なしたのだ。特別な術を使えるという以外は、普ふ通つうの女性だったのだろう。評判の踊おどり子といっても所しよ詮せんは布衣しよみん、貴族令嬢というわけにはいかないが、なにも罪人というわけではない。

　それでもやっぱり駄目なのか。母親の生おい立ちを明確にさえすれば結婚が認められる、そう思った自分は甘かったのだろうか。

「黄丞相。今一度、考え直すことはできないか」

　湘が直々に訴うつたえても、黄丞相は「なりませぬ、陛下」と退けた。

「もはや議論の余地はありませぬ。……恐おそれながら、陛下とてすすんで災わざわいを呼び込もうとは思いますまい」

「……口を慎つつしめ。災いなど起きるものか」

「とんでもない。天界に出自を持つ者は本来、地上にあってはならぬ存在。天に還かえさねば天帝の怒りを買いまする。さすれば、国に災いが降りかかるのは必定」

「えっ──……」

　思いもよらない指し摘てきに、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　天界に出自を持つ者──つまりは蒼霖自身が、災いの種だというのだ。

　清風国の天候を司つかさどる神の怒りに触ふれれば、民の命をも脅おびやかす災さい厄やくにつながりかねない。

　そう危き惧ぐする黄丞相に対し、湘も、思基も、なにも言わなかった。二人とも、暗に黄丞相の言い分を肯こう定ていしている。

　混乱で動どう悸きが激しくなり、じわりと冷や汗あせが出てきた。

　──なんで、どうしてオレが……。オレはなにもしてないのに……！

「事は急を要する事態です。速すみやかに天の怒いかりを鎮しずめて、許しを請こわねばなりますまい」

　黄丞相の言葉に、不ふ吉きつな予感がかき立てられた。知るのが怖こわいのに、訊きかずにはいられない。

「怒りを鎮めるって……どうするんですか？」

「元げん凶きようたるおまえの命を、供く物もつとして天に捧ささげる。……いや、お還しするのだ」

　一いつ片ぺんの慈じ悲ひもない申し渡わたしに、きぃんと鋭するどい耳鳴りがした。

　命を供物にする、天にお還しする──なんてもっともらしく言っているが、つまりは蒼霖に「死ね」ということだ。

「……。…………」

　なにも言葉が出てこなかった。

　自分は地上にいてはいけない。だから、死ななくてはならない──筋が通っているようで、まったく納なつ得とくできない。

「古来我が国には『招しよう雷らいの儀ぎ』という儀式がある。おまえにはそれを……」

「──っ、待て」

　顔面蒼そう白はくになった湘が、黄丞相の発言を遮さえぎった。

「そなたは蒼霖を古いにしえの極きよつ刑けいに処すというのか？　いったいなんのために！」

「最善の策にございます、陛下」

　声を荒あららげた湘にも動じず、黄丞相は淡たん々たんと言葉を返した。

　招雷の儀とは、儀式という体てい裁さいは取っているがその実、高貴な人物に対して執しつ行こうされていた極刑のことらしい。祈き禱とうにより呼び寄せた雷いかずちに、罪人の身体からだを撃うたせるのだという。

「聖なる雷に撃たれた者の魂たましいは、天へ召めし上げられると申します。天にお還しする方法として、このうえなく適切でございましょう」

　──オレは雷に撃たれて……死ぬってこと？　罪人と同じように……。

　自ら犯おかした罪を償つぐなうのとは訳が違ちがう。生きているだけで極刑を言い渡されるなんて、端はなからその存在を否定されたも同然だった。

「ならん。絶対にならん！」

　湘はその奏上を強い語調で却きやつ下かした。しかし黄丞じよう相しようも譲ゆずらない。

「どうか私情を挟はさまず、公正にご判断なされませ」

「私は極きわめて公正だと自負している。対してそなたの考えはあまりにも性急だ。いったい人の命をなんだと思っている？」

「もちろん尊きものです。晏蒼霖はその中でも稀け有うな血の持ち主であり、それゆえ地上にいるべきではありませぬ」

「確かに、天女の血を引く可能性が高いことは認めよう。だが、絶対とは言い切れない」

「果たしてそうでしょうか？」

　黄丞相は怪け訝げんそうな目を蒼霖に向けた。

「先日この者は、璞あらたまを光らせたそうではありませぬか。おそらくは天女の血を引いているからこそなし得たこと……期せずして母親と同じ奇き跡せきを起こしたのですぞ」

「くだらん。蒼霖が磨みがいた璞に、たまたま瑞ずい兆ちようが現れただけだ」

「では、別の観点からお話しするといたしましょう。この者が希少種であるというのは、陛下もお認めになりますな？」

「それは認めているが……なんの関係がある？」

「希少種は突とつ然ぜん変へん異いで生まれるというのが定説ですが、単に個体数が少ないからそうだろう、と結論づけられているにすぎませぬ。しかし希少種が【天界の住人と竜りゆう人じんの混血種】だと考えれば、その数の少なさも納得がいくとは思いませぬか」

「……！」

　湘が反論できずに絶句したのは、黄丞相の説に一理あると思ったからだろう。

　蒼霖が希少種であることは紛まぎれもない事実であり、すなわち、ほかの竜人との決定的な違いをふたつ持っているということになる。

　だが、天界の住人と希少種──両者の因果関係は証明できない。

「それはそなたの憶おく測そくにすぎない」

　案の定、湘はばっさりと切って捨てた。が、黄丞相も「憶測ではなく、確度の高い情報に基もとづいた推測です」と畳たたみかける。

「理知的に物事をご覧くだされませ、陛下。たまたま希少種に生まれた者が、たまたま瑞兆を発現させた……偶ぐう然ぜんに偶然が重なったと捉とらえるのは、あまりに安易でございましょう」

「ないとは、言えない」

「では、恐れ多くもこの者が触れた玉ぎよくを服用して臨のぞんだ、此度の昇しよう竜りゆうの儀……いまだ雨が降らない由ゆ々ゆしき事態を、陛下はどうお考えですか？　この者の存在にお気づきになった天てん帝ていが、お怒りになったのかもしれないとは思いませぬか？」

「──……！」

　その質問は確実に湘の急所を突ついた。

　今度こそ一言も発せず、ただ、卓たく上じようで拳こぶしを握にぎりしめる。

「事は一刻を争いまする、陛下。災いはすでに始まっているのです」

　もう、誰だれもなにも言わない。言ったところでどうにもできない──そんな絶望にも似た静せい寂じやくに、蒼霖の身も心も深く沈しずんでいった。







　後宮に戻もどる頃ころには、すでに日が暮れていた。

　ぱたぱたと足音を立て、「おかえりー！」と駆かけ寄ってきた銀露を、「ただいま」のかわりに強く抱だきしめる。

「えぇー、なになに？　くるしいよぉ」

「ごめん、ごめん。……今日はなにをしたの？」

「きょうはねぇ、楽水となつめをてんぴぼしにしたよ。ほしなつめっておいしくて、からだにいいんだって！　かんせいしたら、蒼霖にもあげるね」

「うん……ありがとう。楽しみだな……」

　銀露の温ぬくもりをもらうと、憔しよう悴すいした心が癒いやされていく。

　だがそのささやかな幸せは、現実の残ざん酷こくさを浮うき彫ぼりにした。もしかしたらもう二度とこの子を抱きしめられないかもしれない──と。

　天帝の怒りを鎮めるために、供物となって命を捧げる。

　これまでの自分なら、それも運命だと受け入れただろう。希少種に生まれた以上、まともな人生が歩めるなどとは考えてもいなかったのだから。

　けれど今は違う。

　蒼霖は銀露という家族を得た。楽水という友と、兄のような思基に出会い、助けられた。

　そして湘に恋こいをして、自分を取り戻したのだ。

　今いま更さら離はなれるなんて無理だ。すべてをなかったことにして、諦あきらめるなんて絶対にできない。

　考えただけで胸がぎりっと軋きしみ、悲鳴を上げてしまいそうになる。

　──嫌いやだ……嫌だ。死にたくないっ……。

　こらえきれない本音が嗚お咽えつになり、熱い涙なみだが頰ほおを伝った。湘には言えない。言えば困らせ、苦しめてしまう。

「蒼霖……ないてるの？　なんで？　かなしい？」

「あ、ちがっ……これは……っ」

「やだ、蒼霖。ないちゃやだよぅ……」

　ああ、しまった、と思ったときはもう遅おそかった。つられて不安になった銀露が、しくしくと泣きだしてしまう。

「っ、ごめ……、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だからっ……」

「っく、そうり……ん、なかないで、よう……」

　この子の前ではいつも笑え顔がおでいよう。

　そうやって気を張り続けていたのに、いつの間にこんなに弱くなったのだろう。

　その晩遅くに、湘がやってきた。

　ようやく二人きりで会えたというのに、交かわした抱ほう擁ようは苦くつらいものだった。

「またしても私はそなたを傷つけてしまった。本当に、本当にすまない……」

「やめてください。湘さまは悪くありません」

「いや、今回のことは完全に私の力不足だ。私が雨を呼んでさえいれば、黄丞相にあんなことを言われずにすんだんだ」

　力不足であるはずがない。湘は政まつりごとも神事も全部、完かん璧ぺきにこなしている。今回の儀式も蒼霖が余計な手出しをしなければ、今頃は雨が降っていたに違いない。

「オレのせいなんです。オレがこんな生まれだから……」

「それは違う、蒼霖。頼たのむからそんなふうに、自分を貶おとしめないでくれ」

　湘は心から悲しそうに蒼霖を窘たしなめた。

「いいか。私は以前、そなたが希少種であることはそなたのせいではない、と言った。お母上の件とて同じことだ。仮にそなたが天てん女によの血を引いていたとしても、自分を責める必要なんてどこにもない」

「湘さま……」

　湘の言葉はいつだって蒼霖を肯こう定ていしてくれる。深い闇やみに灯あかりを点ともし、輪りん郭かくを浮かび上がらせ、存在を見つけだしてくれる。

　やっぱり好きだ。大好きだ。こんなに好きになれる人には、きっともう二度と出会えない。

「はっきり言っておく。私はそなたを天に還すつもりはない」

「でもそれじゃ、国に災わざわいが……」

「災いに見み舞まわれるとしたら、私が職務を怠おこたったときだろう。この国を善く治めること、それが私の使命だ。その使命を果たすかぎり、誰にも文句は言わせない」

　湘は蒼霖を抱き寄せると、首筋に顔を埋うずめた。肌はだで感じる吐と息いきのせつなさに、心が呼応してきゅっと痛む。

「そなたを離してなるものか。絶対に……！」

　たとえ、天に背そむいてでも──そんな台詞せりふが聞こえた気がした。悲ひ壮そうな決意を滲にじませた湘の声が、蒼霖に幻げん聴ちようを聞かせたのだ。

　常に己の立場を自覚し、清せい廉れん潔けつ白ぱくを是ぜとして生きてきた、生まれながらの名君。

　どんなときも私情を挟まず、冷静かつ適切な判断を下してきた湘が今、かつてないほど激情を露あらわにしているように見えた。

「どこにも行くなよ、蒼霖。そなたは未み来らい永えい劫ごう、私だけのものだ」

「湘さま……」

　唇くちびるを求められ、目を閉じて応こたえた。熱く交わる口づけに、心まで揺ゆさぶられる。けれど同時に、強きよう烈れつな罪悪感からも逃のがれられなかった。

　本来の湘なら──誰よりも責任感の強い湘なら、こんな判断をしないのではないか。

　湘の愛に甘えて生き延びるほど、自分の命に価値はあるのだろうか。

　ただの男と男ではない。相手は天子であり、自分は「地上にいてはいけない」存在なのだ。

　黄丞じよう相しようの推測はおそらく正しい。

　蒼霖は犠ぎ牲せいになるべきであり、湘を説得できる唯ゆい一いつの人物なのだと、頭ではわかっている。なのに、愛いとしい人の唇を拒こばめない。

「私は必ず雨を呼んでみせる。天子としての責任を果たし、そなたとの因果関係がないことを証明しよう」

　湘は蒼霖を抱いたまま、自分を鼓こ舞ぶするように言う。

　そしてその翌日から、政務をこなす傍かたわら神しん殿でんに通い、祈き禱とうを行うようになった。

　湘、黄丞相、思基以外で唯一蒼霖の正体を知らされた神官長は、湘の意思を尊重して祈禱に協力した。

　だがそんな湘の努力を嘲あざ笑わらうかのように、雨は一向に降る気配を見せない。

　やがて、地形の関係上もともと雨量の少ない地域から、徐じよ々じよに影えい響きようが出始めた。地下水位が下がり井い戸どが涸かれたとの報告が、相次いで届くようになったのだ。

　湘は速すみやかに井戸からの取水量を制限し、水が公平に行き渡わたるよう指示をした。

　管理者に隠かくれて取水したり、盗ぬすんだ水を売ったりする者が出ないよう監かん督とくも行い、万が一の事態に備えて、備び蓄ちく食しよく糧りようを配給する計画も立てた。

　しかし結局のところ雨が降らなければ、根本的な解決にはならないのである。

　湘は過労で倒たおれるのではないかと心配になるほどの働きぶりだった。昼は水不足対策の陣じん頭とう指揮を執とり、夜は睡すい眠みん時間を削けずって祈禱するという日々が続き、いくら蒼霖が休むように言っても聞こうとしない。

　湘の体力が尽つきるのが先か、慈じ雨うがもたらされるのが先か。事態が刻一刻と緊きん迫ぱくしていく中、ついに決定的な出来事が起きた。天意を示す水が噴ふく井戸が、前まえ触ぶれもなく涸れたのだ。

　この井戸は昔せき日じつの皇帝が天てん啓けいを受けて掘ほったもので、噴き出す水は竜人帝の行い次し第だいで浄じよう水すいにも汚お水すいにもなるという。

　突とつ然ぜんの凶きよう事じに神殿内は騒そう然ぜんとなった。

　大たい抵ていのことでは動じない神官長も、顔色を失っている。なにしろ先代の御み世よでさえ、涸れたことはなかったのだ。

　天界とのつながりが途と絶だえたことに、神官たちは誰もが恐おそれおののいていた。蒼霖もまた、目の前で起きた事実の重さに耐たえきれず顔を伏ふせる。

　これではいくら祈禱をしても雨が降るはずがない。早晩待ち受けるのは、旱かん魃ばつと飢き饉きんだ。

　黄丞相が立てた推測の裏付けとして、こんなにも明白な出来事があるだろうか。

　湘にはなんの落ち度もない。民たみを思い、天を敬い、身を粉にして働いているのに。

「──神官長！」

　息せき切って庭にやってきたのは湘だった。報告を聞いて駆かけつけたのだろう、常に美しく整えられている髪かみが乱れ、こめかみには一筋の汗あせが流れている。

　井戸を覗のぞいていた蒼霖と神官たちは、左右に退いて湘のために道を空けた。

　石いし枠わくの井戸は方形で、底まで容易に手が届く。普ふ段だんはその中心から噴き出す水で満たされているのだが、今は一滴てきも残っていない。

　膝ひざをついて井戸の底に触れ、完全に乾かわいているのを確かく認にんした湘は、愕がく然ぜんとした顔になる。

　声をかけられる者はいなかった。神官長でさえ、厳しい表情のまま湘の言葉を待っている。

　蒼霖の背後から、玉たま砂じや利りを踏ふむ音が聞こえた。

「私にも確認させていただけますかな」

　振ふり向いて確かめるまでもない。声の主は黄丞相だ。

　ゆっくりと歩みを進め、乾ききった井戸を一いち瞥べつする。

「……陛下。そろそろご決断の刻ときと存じまする」

「…………」

　こうなってしまった以上、もう蒼霖の存在を隠しておくのは不可能だ。湘は黄丞相の意見を認め、蒼霖を天に差し出すと言うだろう。

　それが天子としての正しい判断だ。なにも間ま違ちがっていない、責めることなどできない。

　審しん判ぱんが下るのを待つ思いで、身体からだを強こわ張ばらせた瞬しゆん間かん──湘の冷たく硬かたい声が耳を打った。

「……私がなすべきことは、なにひとつ変わらん」

　──……えっ？

　聞き間違えたかと思いきや、そうではないようだった。黄丞相の顔には難色が表れ、神官長も動どう揺ようを隠せずにいる。

　──なんで？　湘さま、どうして……？

　胸に苦い罪悪感が溢あふれ、事の深刻さに震ふるえた。一国の長が自分のせいで、民のために善なる決断を下せずにいる。

　湘の目を曇くもらせているのは蒼霖だ。蒼霖がいるかぎり、湘は民を救えない。

「神官長。今夜、公務が終わったらまたここにくる。祈禱の準備をしておいてくれ」

「……、御ぎよ意い」

「黄丞相。以後この件に関して、一いつ切さいの口出しを禁じる」

「しかし、」

「命令だ。よいな」

　反論を許さぬ強きよう硬こうさに、周囲の神官たちはぎょっとしていた。臣下の諫かん言げんをよく聞き入れると評判だった湘が、こんな一方的な態度をとったことはないのだろう。

　黄丞相は眉み間けんに深くしわを刻み、それでも逆らえずに「御意」と頭を下げる。

　湘は「以上だ」と告げると足早に庭を去った。それに続こうとした黄丞相が、一瞬だけ足を止めて蒼霖を振り返る。

　鋭するどい眼光に反射で身構えた。……が、黄丞相はすぐに背を向けて歩いていく。

　湘の命令は絶対。逆らえる臣下は本来一人もいないのだと、改めて思い知らされる。

「……なんだかお変わりになったな、陛下は」

「ああ。以前は黄丞相と意見が対立しても、あんな感じじゃなかったけど……」

　神官たちがぼそりと呟つぶやく。神官長はすぐにそれを窘たしなめたが、蒼霖は後ろめたさに苛さいなまれた。

　湘が変わった理由なんてひとつしかない。蒼霖を守るためだ。

　どんなときも民を第一に思い、臣下の声にも積極的に耳を貸す名君である湘に、権力を振りかざす暴君のような振る舞いをさせてしまったのは、自分なのだ。

「皆みな、殿舎に戻もどりなさい。……蒼霖も」

「…………。はい」

　すべてを知る神官長もまた、黄丞相と同様、蒼霖を責めも諭さとしもしない。

　この緊急事態にあっても揺らがぬ、堅けん固ごな忠誠心。その核かくは、湘への信しん頼らいだ。

　湘は必ずや、正しい判断を下す。おそらく皇太子時代から支えてきた二人だからこそ、そう信じているに違いない。

　彼らの信頼を裏切ることは、清風国の未来を、民を、見殺しにするのと同義だ。そんなこと絶対にできない。させられるわけがない。

　──オレが言わなきゃいけないんだ……。

　蒼霖のなすべきことはもう、ひとつしか残されていなかった。







　細い三日月の浮うかぶ晩だった。

　蒼霖は神殿の庭にある井戸の前で一人、湘がやってくるのを待っていた。

　玉砂利を踏む音に振り向くと、手て燭しよくを持った湘と目が合う。

「なぜ、そなたがここに……」

「今夜の祈禱はオレが手伝います。神官長にも許可は取りました」

「そうか。……では、頼たのむ」

「はい。よろしくお願いします」

　湘は驚おどろいてはいたが、蒼霖の申し出を断らなかった。

「じゃあ……はじめますね」

　蒼霖は湘から手燭を受け取って脇わきに置き、薄うすく水を張った小皿を差し出した。

　湿しめした指で、乾いた井戸の内側に名前を書いてもらう。これは「この祈禱に責任を持つ者」を示す署名である。

「ありがとうございます。次は、オレが……」

　場所を替かわり、湘に背中を向けた。今度は祈き禱とうの補助者が名前を書く段だ。

　しかし、今夜はそうしない。

　神官長にかわって手伝いを申し出た、本当の目的を果たさねばならなかった。

　隠し持っていた縫ぬい針で左手の親指を刺さし、ぷつりとできた血の珠たまを小皿の水に落とす。

　血の滲にじんだ水で指先を湿らせ、井戸の内側に文字を書いた。……湘に見えないよう、細心の注意を払はらって。

　書き終えて跪ひざまずき、ふうっ……、と深く息を吐はく。

　──これでいいんだ。これで……。

「親愛なる天てん帝てい陛下へ。どうか、この誓せい文もんをお受け取りください」

「蒼霖……？　──っ、なにをしてる！」

　いつもの祈禱じゃないと気づいた湘が、慌あわてた様子で蒼霖を井戸から引き離はなす。だがすでに、やるべきことは終わっていた。

「──……っ」

　掲かかげた手燭で井戸の内側を照らした湘が、そこにしたためられた一文を見て、吐と息いきとも呻うめき声ともつかない音を洩もらす。

　書いたのは、『晏蒼霖は天に還かえる』。蒼霖から天帝へ、命を捧ささげる意志を示す言葉だった。

「冗じよう談だんはよせ、蒼霖。今すぐ取り消すんだ」

「できません。オレの命はもう、天帝のものです」

「こんなこと認められるか。誰だれがそなたを天になど──……っ」

「やめてください。天帝に聞こえます」

　蒼霖は憤いきどおる湘の口もとを両手でそっと覆おおい隠した。そのまま頰ほおを包むように触れて、感かん触しよくを確かめる。連日の激務で頰はすっかり削そげ、眉間には苦く悩のうを示すしわが刻まれていた。美しき竜りゆう顔がんが疲ひ労ろうでやつれてしまうほど、湘は苦しんでいたのだ。

「湘さま。これはオレの選んだ道です」

「選んだ……？」

「はい。オレはこれまでどんなにやりたいことがあっても、危ないなと思ったら諦あきらめてきました。できないことは全部取り除いて、残ったものだけを選ぶっていう人生で……。だけど今日生まれてはじめて、自分で自分の進む道を決められたんです」

　死ぬと決めたのではない。湘の力になりたいと考え、生き方を決めた結果でしかないのだと、どうしたらわかってもらえるだろう。

　湘を救いたい。どんなことをしてでも、愛いとしい人の力になりたい。かつてないほど強い欲求が、なによりも生を実感させていた。

「蒼霖……」

　頰に添そえた手に、湘の手が重なる。そのままきゅっと握にぎられ、ひと息に抱だき寄せられた。

　離さない。どこにも行かせない。

　そんな湘の心の叫さけびが、痛いほど伝わってくる。

「湘さま。オレは、天に還ります」

　胸に顔を埋うずめたままそう告げた。……本気でそうするつもりなら、湘の腕うでを振りほどくべきなのかもしれない。

　でも、できなかった。愛しい人の抱ほう擁ようという名の檻おりに、できるだけ長く囚とらわれていたい。

　湘は最後まで諾だくとも否いなとも言わなかった。

　だが翌朝になり、汀蘭殿を訪おとずれた黄丞じよう相しようと神官長から拝はい跪きを受け、蒼霖は確信を得た。

「尊き犠ぎ牲せいを払わんとする決断に、衷ちゆう心しんより感謝の意を申し上げる」

　黄丞相ははっきりとそう言った。

　湘は蒼霖の願いを聞き届けてくれたのだ──。







　蒼霖が天帝への供く物もつになることは、余計な混乱を避さけるため、一部の人にのみ知らされた。

　儀ぎ式しきの日取りも決まり、身辺整理に追われる日々が始まる。私的な荷物はないも同然なので、お世話になった人への挨あい拶さつ回りが中心だ。

　思基は蒼霖の訪問を受けると、ひどく落ち込んだ顔になった。

「ずっと後こう悔かいしているんです。あのとき私が神しん殿でん勤めを勧すすめさえしなければ、あなたの存在を天に知られずにすんだのにと……」

　思基は想像した以上に自分を責めていた。頭がいいだけにつきつめて考えてしまうのだろう。如じよ才さいないように見えて、案外苦く労ろう性しようなのかもしれない。

　確かに天はすべての希少種を感知しているわけではないだろう。もしそうならいくら人数が少ないとはいえ、国は幾いく度ども災さい厄やくに見み舞まわれていたはずだ。

　おそらく神事に関かかわることで、天に見つかる可能性が高くなる。ならば遅おそかれ早かれ、直面しうる問題だ。湘のそばにいることを選べば、天界と接点を持つことは避けられない。

　思基のせいではないのは明らかだし、わかった時点で蒼霖は今回と同じ決断を下すだろう。

「全部自分で決めたことです。だから思基さまも絶対、自分を責めないでください。それから、湘さまのことをよろしくお願いします。なんて、オレが言うのは変ですけど……」

　湘と思基は蒼霖より遙はるかに長い付き合いなのだ。でしゃばった口を利きいたことが恥はずかしくなったが、思基は「しかと承うけたまわりました」とうなずいてくれた。

　一方楽水は、会話の始めから終わりまで泣きどおしだった。

　ごめん、本当にごめん。僕はなにもできなかった──そう言ってしゃくりあげる楽水の背中を、蒼霖は「よしよし」となだめた。

「楽水はずっとオレの味方でいてくれたでしょ。身体からだのことで相談に乗ってくれたり、オレと同じ症しよう状じようが出た人を探してくれたりして……オレ思ったんだけど、その記録に残ってた人って、ひょっとして天界に関係がある人だったんじゃない？」

「！　うん……。気づいてたの？」

「まあ、なんとなくね」

　言いながら、やっぱりそうかと腑ふに落ちる。あのときのどこか不自然な態度と、あまりにも自分を責める様子を結びつけて考えるのは、それほど難しいことではなかった。

「その人は『天に供物として捧げられた』って書いてあったんだ……。だからもし蒼霖が同じ目に遭あったら、どうしようと思って……」

　楽水はその時点で、蒼霖の出自を多少なりとも察していたのだろう。けど、誰にも言わずに黙だまっていてくれた。

「オレをかばってくれたんだね。ありがとう、楽水」

「お礼なんて……僕はただ、蒼霖に生きてほしかったんだ。だってきみは、僕のはじめての友達なんだよ」

「じゃあ、オレと一いつ緒しよだ。はじめての友達が楽水で、本当によかった。……これからは研究もいいけど、身体も大切にね？　新種の薬草を試ためすときは、充じゆう分ぶん気をつけること」

「うん……うん、わかった。約束する……」

　最も関わりの深かった二人に挨拶を終え、汀蘭殿に戻もどった。

　今日はもう一人、別れを告げねばならない人がいる。蒼霖にとって最も苛か酷こくな別れになるであろうことは、容易に想像がついた。

「蒼霖、おかえりー！」

「ただいま、銀露」

「きょうははやかったねぇ。おしごと、もうおわったの？」

「うん。……実は、銀露に大事な話があって早く帰ってきたんだ」

「なぁに？　だいじなおはなしって」

「新しいおうちの話だよ」

「……あたらしいおうち……？」

　銀露がきょとん、とした顔になる。この数日間、蒼霖は銀露を養子に出す準備をこっそりと進めていたのだ。

「ひっこしするの？　どこに？　てんきゅうがい？　湘さまもいっしょ？」

「場所は天泣街じゃない。都にある大きなお屋や敷しきだよ。湘さまは一緒じゃないけど……銀露がお勉強を頑がん張ばったら、将来会えるかもしれないね」

　蒼霖は銀露の質問にひとつずつ答えていった。

　養子先は、黄家の縁えん戚せきにあたる名家だ。家いえ柄がらも経済状じよう況きようも申し分なく、銀露の病にも理解があり、充分な治ち療りようを受けさせてくれるという。本人が望めば高度な教育を受けることもできるので、大きくなったら官かん僚りようとして湘のそばで働くことも夢ではない。

　蒼霖はすでに養親となる夫ふう婦ふに面会している。初対面の蒼霖に対しても親切で、きっと銀露を可愛かわいがってくれると確信できた。

　蒼霖の説明を聞いた銀露の反応は、「なあんだぁ」というつまらなそうな一言だった。どうやら、湘が一緒じゃないのが不満らしい。

　皇帝という立場がどれほどのものか、折に触ふれて教えてきたつもりなのだが、やはり汀蘭殿での距きよ離りは近すぎたのだろう。毎晩一緒に遊んでくれたり、勉強を教えてくれたりする相手を、雲の上の存在だと理解させるのは難しい。

「なにか不安な点はある？　ほかに質問があれば答えるよ」

「ふあん？　うーん……ない」

「ない？　なにも？」

「うん！　だって蒼霖がいっしょだもん」

「…………」

「あたらしいおうち、たのしみだねぇ。おにわもあるかな？　ぼくねぇ、あんずのきをうえてみたいんだー。じぶんできをそだてたら、ほしあんずをたくさんつくれるでしょう？」

「……うん、そうだね。名案だ」

　銀露と杏あんずの木を育てるのは、さぞかし楽しいだろう。実をつけるまでは何年もかかるだろうが、銀露の成長を見ていればきっとあっという間だ。

　もっと一緒にいられると思っていた。大きくなるのを見守っていけると信じていた。叶かなわぬ未来はせつないほどに眩まぶしくて、悔くやし涙なみだが出そうになる。

　──絶対に泣いちゃだめだ。絶対に……。

「それでね、ひとつお願いがあるんだけど……最初は銀露一人で引っ越こしてほしいんだ」

　できるかぎり、さりげなく。衝しよう撃げきを和やわらげるため、ふんわりと本題を切り出す。

　だがさっきまでの笑え顔がおは、すうっと引っ込んでしまった。

「どういうこと？　なんでぼく、ひとりなの？」

「オレは急なお仕事で遠くに出かけることになって、すぐにでも出発しなきゃいけないんだ。だから先に新しいおうちに行っててほしいんだよ」

　悩なやみに悩んだ末、銀露には真実を告げずに去ると決めていた。理解して受け入れるにはまだ、さすがに幼すぎると考えての判断だった。

　養親との新しい生活に馴な染じみ、健すこやかに成長すれば、自然と受け止められる日が来るだろう。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだからね。新しいおうちには、優やさしい叔おじ叔さんと阿姨おばさんが……」

「やだ」

「……銀露？」

「蒼霖といっしょじゃなきゃいかない」

「オレもあとから行くから、ねっ？　新しいおうちは大きいし、お菓か子しもたくさんあるよ」

「やだ。やだやだやだ！」

　いつにも増して銀露は頑がん固こだった。子供は時に勘かんがいい。もしかしたら、蒼霖が噓うそをついていると感じ取っているのかもしれない。

　けれど、今回だけは折れるわけにはいかなかった。

「我わが儘まま言っちゃだめだ。新しいおうちでは、銀露が来るのを楽しみに待ってるんだよ」

「しらない。ぼくはいきたくない」

「……銀露。一緒に行けないのは謝るけど、待ってる人のことを考えたら、そんなふうに言えないんじゃない？　銀露らしくないよ」

　ふて腐くされていた顔が、ふにゃ、と泣きそうに歪ゆがむ。銀露はひとつも悪くないのに、𠮟しからねばならないのは胸が痛んだ。心の中で謝りながら、小さな頭を何度も撫なでる。

「…………。蒼霖も、ぜったいぜったいぜったい、くる？」

「うん。大丈夫、行くよ」

「じゃあ……さきにいって、まってる」

「よし。──いい子だ」

　最後の最後に、銀露はうなずいた。これでよかったんだと言い聞かせ、後ろめたい気持ちをどうにか相そう殺さいする。

　翌朝、少ない荷物をまとめたあとで、銀露の髪かみを丁てい寧ねいに梳すいて新品の着物を着せた。

　汀蘭殿の扁へん額がくがかかった門の下まで見送りに出ると、それまで素す直なおに言うことを聞いていた銀露が、ぴたりと足を止める。

「どうしたの、銀露？」

「蒼霖。あのね……ぎゅー、して」

　泣きもせず笑いもせず、ただぽつりと言う。両手を広げて「おいで」と呼んで、力のかぎり抱だきしめた。

「蒼霖……もっと、もっとぎゅーってして……」

　大好きだよの思いを込めて、せがまれるまま強く抱く。

　やがて銀露が離はなれ、迎むかえの人に手を引かれて去っていったあとも、しばらくその場から動くことができなかった。







　時間は飛ぶように過ぎ、儀ぎ式しきを翌日に控ひかえた夜になった。

　必要な準備はすべて終え、自分なりに心の整理もつけてある。──湘のこと以外は。

　思基によればここ数日、湘の様子がおかしいらしい。必要最低限の言葉しか口にせず、感情を一いつ切さい表に出さなくなったのだという。

『まるで自我を捨てているような……いえ、考えすぎかもしれませんが……』

　公務はこなすが、それしかしない。度を越した仕事への傾けい倒とうぶりは、蒼霖と出会う前よりもひどいと思基は言った。

　神しん殿でんの庭で祈き禱とうした夜以来、湘とは一度も会っていない。

　思基や楽水にそうしたように、別れを告げようとは思わなかった。身勝手なのは重々承知で、さよならは言いたくない。だが……。

　──こんなことになるなら、会いに行けばよかったかな……。

　一度考え始めると寝ねつけなくなり、露ろ台だいに出る。見上げた空には満月が浮うかんでいた。

　庭木の梢こずえを一いつ斉せいに揺ゆらすほどの夜風が吹ふき、ふわり、と甜瓜メロンのような芳ほう香こうが辺り一面に漂ただよう。

　香かおりの出所は、湘から贈おくられた夜や香こう木もく蘭れんの鉢はちだ。白くて丸い花弁の愛らしい花は、昼より夜のほうがずっと強く香り立つ。

　古来、后や妃嬪たちはこの不思議な花を育て、甘い香こう気きで皇こう帝ていを呼び寄せたという──。

「──蒼霖」

「湘さま……」

　まるで言い伝えを再現するかのように、湘が現れた。長く美しい髪を結ゆわずに流し、飾かざり気のない衣ころもを纏まとった姿は、禊みそぎを済ませたあとのように清い。

「来てくれたんですね」

「ああ。本当は来るべきではないと思っていたが」

「どうしてですか？」

「私はそなたに合わせる顔がない。会いたいと言う資格も。だが、約束を果たすなら今夜しかないと思った」

「約束？」

「竜りゆうになった私の背中にそなたを乗せ、共に空を飛ぶと言っただろう？」

「あ……」

　自分を大切にしてほしい、と諭さとされたあの晩。湘は心からの望みを引き出すことで、閉じていた蒼霖自身を解放してくれた。

　あのとき脈動した心はいまも、愛いとしい人のために高鳴っている。

　──覚えててくれたんだ、ちゃんと。オレが自分を取り戻もどしたときの約束を……。

「そなたの気持ちに変わりはないか？　まだ私と飛びたいと望んでくれるか？」

　意向を問うその声には、躊躇ためらいが滲にじんでいる。けれど、蒼霖に迷う余地はなかった。

「もちろんです。連れて行ってください」

「よかった。……では、行こう」

　湘は蒼霖の手を引いて露台を降り、裸足はだしで庭に出るよう促うながした。開けた場所でしゃがむと、自分の背中におぶさるように言う。

「私の首のあたりにしがみついていろ。……そうだ。行くぞ」

　ぎゅっと抱きついた湘の身体からだが、突とつ然ぜん発火したように熱くなる。確かにそこにいたはずの湘は、数すう瞬しゆんのうちに竜へと姿を変えていた。

　滑すべり落ちてしまわないよう、両手で鬣たてがみを摑つかむと、地上から数尺ほど浮かんでいた竜の身体がふわりと上じよう昇しようした。目には見えない力、いわば万ばん物ぶつの気とでも言うべき力が湘に集まり、淡あわい光を帯びた鬣が羽衣のように竜体を空へと舞まい上げていく。

「わっ……──」

　竜が身体をうねらせ上昇するたび、強風がびゅうびゅうと顔に当たった。

　見下ろせば汀蘭殿の庭も屋根ももう遥はるか遠く、広大な皇こう宮ぐうの敷しき地ちですら点でしかない。眼下にぽつぽつと見える橙だいだい色いろの灯ひで、かろうじて都の上空だとわかる。

　目が眩くらみそうな高度に心臓がばくばくした。でも、慣れてくると風を切るのが気持ちいい。

　月光を浴びて銀色に光る雲を従え、竜は泳ぐように夜空を飛ぶ。

「わぁっ……見てください湘さま、あれ！」

　前方を見ると、夜だというのに虹にじが出ていた。

「虹ってあんなに奇き麗れいだったんですね……オレ、全然知りませんでした。別に、はじめて見たわけじゃないのに」

　五年前にも同じ景色を見たはずなのに、あのときよりもずっと美しく見える。きっと、変わったのは虹ではないのだろう。それを目にする蒼霖の心が変化したのだ。

「これって、湘さまのおかげだと思うんです」

　上半身を伏ふせ、密着した竜の背中に話しかける。大きな風音に声をかき消されても、気持ちは通じるような気がしていた。

「オレは銀露と会うまで一人ぼっちでした。友達も恋こい人びとも自分には手に入らないものだって、端はなから諦あきらめてたんです。……怖こわかったから」

　身体を傷つけられるかもしれないという恐きよう怖ふ。誰だれに裏切られるかわからないという不安。

　人と関かかわることに怯おびえながらも、心の孤こ独どくは無視できずに苦しんだ。

　自分のことを理解してほしい。でも、すべてを知られるのは怖い。相反する気持ちのあいだで身動きが取れずにいた蒼霖の前に、現れたのが湘だった。　>>>♥

「でも湘さまのおかげでオレは、普ふ通つうの人みたいになれました。……好きな人に『好き』って言えるようになったし、一いつ緒しよにいたいなんて夢まで見られて……」

　叶かなわない夢だったけど──と思うと胸が痛くなる。

　だがこの痛みこそ生きている証あかしであり、湘を愛している証にほかならない。傷つきすり減り鈍どん麻ましていた蒼霖の心は、恋を知って鋭えい敏びんな感覚を取り戻したのだ。湘を想おもうと胸が熱くなり、唇くちびるを交かわせば色いろ鮮あざやかな喜びで満ちていく。

「オレにとって人を好きになるってことは、虹みたいなものだったなって思います。憧あこがれてはいたけど、絶対に手が届かない……。でも湘さまはオレの心に、虹を架かけてくれました」

　周りに祝福されるような恋ではなかった。それでも二人の心を確かにつないで、ひっそりときらめいていた。

　誰もが気づくような昼間の虹ではなく、人目を忍しのんで輝かがやく今こ宵よいの月げつ虹こうのように──。

「……湘さま。オレ、いいこと思いつきました」

　硬かたい鬣に頰ほおずりしながら、内緒話のようにささやいた。

「オレは天に還かえったら、夜の虹になります。だから湘さまは竜になって会いにきてください。そしたら、誰にも見つからずに二人きりで会える……」

　人の身では見上げることしかできない、天空に架かる七色の奇き跡せきも竜ならば届く。

　誰に見み咎とがめられることもなく、愛を語らうことができるだろう。

「──……」

　一瞬の身じろぎで竜の背中が微かすかに傾かたむき、眼下にきらきら光って流れていくものが見えた。頭を上げると、ぴしゃっと水すい滴てきがかかる。

　──もしかして……涙なみだ？　湘さまが泣いてる？

　蒼霖が摑まっている場所からは、竜の瞳ひとみは確かく認にんできない。けれどはらはらと雫しずくが落ちるさまは落らく涙るいするときのそれによく似ていて、見ているこっちが悲しくなった。

　美しくも儚はかない宝ほう珠じゆが、いくつも夜空に散っていく。

　湘はそれらを振ふり切るように旋せん回かいすると、雲海を潜くぐり抜ぬけて地上へと戻っていった。

　徐じよ々じよに速度を落としていき、見知った汀蘭殿の庭が見下ろせる場所までくると、庭木の高さでふわりと滞たい空くうする。

「わっ……」

　身体が宙に浮いたと思った次の瞬間、蒼霖は人に戻った湘の腕うでに抱だかれていた。

　地面に降りて土を踏ふみしめると、ほっとするのと同時に、夢から覚めた心ここ地ちがする。しゅっ、と帯を締しめる音に振り向けば、衣を着直した湘が立っていた。

「湘さま……！　ありがとうございました。オレ、すごく感動しました」

「そうか、よかった。こんなことでは詫わびにもならないが……」

　湘はそう言ったかと思うと、突然、両手を地につき深く頭を下げた。

「──すまない、蒼霖。私が不ふ甲が斐いないばかりに……本当にすまない」

「な……、湘さま、やめてください！」

「謝罪など意味がないとわかっている。そなたを天に捧ささげると決めたのは誰でもない、この私だ。その大罪はいかなる方法を以もつてしても贖あがなえないだろう。……だがそなただけを犠ぎ牲せいにするつもりはない。私もまた、天命に殉じゆんずる覚かく悟ごだ」

　犠牲だの殉ずるだの、不ふ穏おんな言葉の連続に慌あわてる。

「どういう意味ですか!?　まさかオレのあとを追おうとか……そんなの絶対だめですよ!?」

「あとを追えたら、どんなにいいか。しかし、それもまた逃とう避ひにすぎない」

　そう答える湘の声は自じ嘲ちようめいていた。

「私にとっての天命とは、天子としての職務を全まつとうすることだ。これから先はそのためだけに、この命を使う。そなたを喪うしなった時点で、人としての私は……私の心は息絶える」

　湘の瞳に宿っていた清せい冽れつな光は消え失うせ、『自我を捨てているような』と評した思基の言葉がしっくりと当てはまった。湘は己おのれの心を殺して生きるつもりなのだ。

「なに言ってるんですか。そんなのだめですよ！」

「なぜだ。そなたがいないと実感するたび、私の心は死ぬんだぞ。この先何度もそんな思いをするくらいなら、自分で葬ほうむったほうがましだ」

　愛する湘の心を奪うばって天に行けたら、どれだけいいか。

　けど、やっぱりだめだ。この人を独り占じめすることは許されない。

「……全然ましなんかじゃないです。考え直してください」

「蒼霖！」

「オレは湘さまのおかげで、自分の人生を取り戻せました。だから……湘さまにはこれからも、オレみたいな人を助けてほしいんです」

　この国は豊かではあるが、苦しんでいる人はいる。そこに、希少種や普通種の区別はない。

　貧しい者にばかり失政のしわ寄せがいくことを憂うれい、どうにかしてその暮らしを改善しようとする湘ならば、そんなことは百も承知だろう。

　けれど、心がなければ人の痛みに気づけない。民たみの声を聞くことができない。

　湘を賢けん帝ていたらしめているのは、誠実でまっすぐなその心なのだ。

「この数日の話、思基さまから聞きました。感情を表に出そうとしないって……。そんな状態の湘さまの前に、もしオレが現れてたら助けてくれましたか？」

　民に心を寄せることをせず、職務にだけ邁まい進しんする皇帝だったら、きっと今とはまったく違ちがう状じよう況きようになっていただろう。

　蒼霖は後宮に入らなかっただろうし、銀露は養子に出されていたかもしれない。

　もっと遡さかのぼれば、出会っていなかった可能性さえある。密売現場の摘てき発はつなんて、本物の警けい吏りに任せておけばいいのだから。

「しかし……どうやって心を生かせばいいか、私にはわからない」

「前に湘さまが教えてくれたじゃないですか。我が慢まんをしない練習をすればいい、って」

　自分の気持ちを抑おさえる癖くせがついた蒼霖に、湘は「そなたの望みはなんだ」と尋たずねてくれた。

　望みを口にした途と端たんに心臓が力強く脈動し、全身に血がどくどくと通い始めた感覚は、今も鮮せん明めいに思い出せる。あのとき確かに蒼霖は、自分を取り戻もどしたのだ。

「今度はオレが湘さまの心を取り戻す番です。望みを言ってください。オレにできることなら、なんでもします」

　湘が静かに顔を上げた。まるで祈いのりのように、その想いを口にする。

「私は……そなたがほしい。そなたのすべてを愛したい。──たとえ今夜一晩だけでも」

「湘さまの望みは、オレの望みです。どうか、叶えてください」

「蒼霖……ありがとう……」







　手を引かれて、室内に戻った。

　二人で閨ねやに入り口づけを交わしながら、もつれあうように寝しん台だいに倒たおれる。

　組み敷しかれた格好で、じっと湘を見上げた。燭しよく台だいの灯あかりに照らし出された顔がん貌ぼうは麗うるわしく整い、それでいて男らしい艶つや気けがある。

　こんなときだというのに見み惚とれていると、おでこや鼻にちゅっと接せつ吻ぷんの雨が降ってきた。

　くすぐったいだけの戯たわむれに、二人で顔を見合わせて笑う。

　湘は蒼霖の寝衣と下穿きを脱ぬがせると、足の裏に残っていたごくわずかな土に気づき、傍かたわらに置いてあった懐かい紙しで丁てい寧ねいに拭ぬぐってくれた。そのまま恭うやうやしい仕草で、そっと爪つま先さきに口づける。

　踵かかとからくるぶし、ふくらはぎから内うち腿もも。鼠そ径けい部ぶから臍へそ周り、胸むな板いたから鎖さ骨こつまで、唇を使ってくまなく愛あい撫ぶすると、蒼霖の耳じ朶だを食はみながらささやいた。

「そなたのすべてが愛いとおしい。なにもかもが……愛しくてたまらない」

　耳からうなじへと唇が滑すべり、熱い吐と息いきがかかる。蒼霖も目を閉じ、全身で湘を感じた。

　唇は蒼霖を形作る輪りん郭かくをなぞり、存在を確かめるように動く。自分はまだ生きてここにいるのだと、唇の柔やわらかな感かん触しよくで実感できた。

　この身体からだを──湘に触さわられて熱くなる肌はだを、永遠とわの記き憶おくに刻みつけてほしい。

　そして、自分も同じようにしたいと心から思った。

「湘さまも脱いでください。全部、オレに見せて……」

　今晩だけは湘も拒こばまなかった。潔いさぎよく衣ころもを脱ぎ捨て、一糸纏まとわぬ姿になる。厚みのある胸に、引き締まった腹と、均整の取れた長い手足。玉体と称しようされるこの地で最も高貴な肉体は、その名に恥はじぬ美しさだった。

「もう我慢するつもりはない。そなたのなかに私を埋めて、私だけのものにしたい」

「湘さま……」

　湘が覆おおい被かぶさってくると、互たがいの肌が求めあうように吸いついた。ただ抱きあっているだけなのに、心が満たされて涙が滲にじむほど気持ちがいい。

　どちらからともなく、接吻を求めた。甘えるように湘の唇を食むと、悪戯いたずらな舌が入ってきて仕返しされる。あわせが深くなるよう、首を傾けて夢中で貪むさぼりあった。

「んっ……」

　熱く絡からみあう口づけで、蒼霖の欲望に芯しんが通った。気づいた湘が腰こしを動かして、蒼霖のそれに存在感のあるものを当ててくる。

「……っ、湘さまっ……」

　愛する人が欲情した証あかしに直に触れ、言いようのない高こう揚よう感かんを覚えた。もっと求めてほしくて、自分から腰を押しつける。雄おすと雄がこすれあうと、直接的な快感でじんと痺しびれた。

　先走りでぬるつくものを、湘が大きな手で束ねて扱しごく。重ねられると湘自身の大きさや硬かたさが如によ実じつに感じられ、手しゆ淫いんよりもずっとどきどきした。

　──湘さまの多分、すごく大きい……。

　覚悟は決めたつもりだが、やっぱり緊きん張ちようが先にくる。今は発情していないので、後ろが自然に濡ぬれることはない。湘がほしい気持ちに偽いつわりはなくとも、未知のことに挑いどむ恐きよう怖ふはあった。

「蒼霖……どうした？」

　集中できずに少し萎なえたのに気づいた湘が、「なにか不安があるのか？」と尋ねてくる。

「い……痛くないかな……って、ちょっと怖こわいです。湘さまの大きいから……」

　湘は蒼霖の指し摘てきに照れながらも、「素す直なおに言ってくれて嬉うれしい」と微笑ほほえんだ。

「私も無理はさせたくない。ゆっくり時間をかけて、そなたをとろかせよう」

　湘は寝台から降りると、薬簞だん笥すから小こ瓶びんを持ってきた。荒あれた手肌を手入れするようにと、湘の指示で楽水が用意してくれた香こう油ゆだ。

　蒼霖に枕まくらを抱だかせてうつ伏ぶせにし、手のひらで温めた香油を双そう丘きゆうのあわいに垂らす。蕾つぼみの縁ふちをなぞられると、こそばゆさで腰がぴくぴくと跳はねた。

　湘はたっぷりと香油を纏わせた指で、窄すぼまりをじっくりと丹たん念ねんに撫なでさする。陰いん囊のうから後こう孔こうをたどるようにされると、じんわりと熱を帯びていった。

「力を抜ぬいて。そうだ……」

　長い指がそっと、後こう蕾らいを探さぐるように侵しん入にゆうしてくる。最初の異物感をやり過ごすと、窄まりがうずうずとふやけてきた。

　違い和わ感かんはだんだん薄うすれていき、覚えのある疼うずきへとすり替かわる。つきん、と前が反応して、思わず「あっ」と声が洩もれた。

「痛いか？」

「ち、違います。そうじゃなくて……」

　もぞもぞと腰を動かすと、半はん端ぱに芯を持った屹きつ立りつが敷しき布ふにすれて甘く痺れた。同時に後ろがひくひくと蠢いて、湘の指を締しめつけてしまう。

「悪くはないようだな」

　色めいた声でそう指摘され、羞しゆう恥ち心しんで耳が熱くなった。でも湘の言うとおりで、もう痛みはほとんどない。漠ばく然ぜんとした不安は期待へと変化し、正直な雄が勃たち上がりかけている。

　湘は空いているほうの手を、伏せている蒼霖の下腹部に差し入れた。指で括くびれをさすられ、蜜口をいじめられると、とろりと泣きだしてあっという間に硬くなってしまう。

　気づけば強こわ張ばっていた身体はしどけなく緩ゆるみ、恥じらいで閉じた蕾は柔らかくほぐれていた。なめらかに動くようになった湘の指が、不意にお腹なか側にくいっと曲がる。途端、眼まな裏うらに火花が散ったような衝しよう撃げきが走った。

「あ……っ、あ！」

　指先で押し揉もまれるだけで、前回の発情時に攻せめられたときと同じ、強きよう烈れつな性感が生じる。

　湘は探り当てた官能の泉を優やさしく、かつこのうえなく執しつ拗ように攻めた。さすり、押し潰つぶすようにされると前が呼応し、ずきずきと重たくなってくる。

「ああ……、あ、あっ、ん」

　だらしない嬌きよう声せいが洩れ、与あたえられる快楽に身を委ゆだねた。蕾をくっと拡ひろげられて増やされた指が、いやらしい水音をたてて行き来する。性交を意識せざるを得ないその動きに、淫みだらな予感でまた性器が大きくなった。

　潤うるみきった肉にく洞うろから、湘が静かに指を引き抜く。後孔がひくつく感覚に思わず身み震ぶるいすると、耳もとでささやく声が聞こえた。

「いいか。つらくなったら言うんだぞ」

「……っ、はい」

　尻しり臀たぶを摑つかんであわいを押し開かれ、熱く湿しめったものがあてがわれた。湘の張り出した先せん端たんは、指と比ひ較かくにならないほど大きい。

　湘はゆっくりと腰を進めた。指で入り具合を確かめながら、熱ねつ塊かいが馴な染じむのをじっと待つ。

　そのあいだずっと蒼霖を背中からぎゅっと抱き、「苦しくないか」と気き遣づかいながら、耳朶や首筋に優しい口づけをくれた。

　わずかにあった鈍にぶい痛みもやがて和やわらぎ、内ない壁へきが湘のかたちにとろけてまとわりつく。

「んっ……あ」

　蒼霖の声が甘く乱れたことに気づくと、湘は奥までずっぷりと押し入ってきた。肩かたにかかる吐息が艶つやめき、感じてくれているのがわかる。腰を引くと襞ひだがごりっと抉えぐられ、劣れつ情じようの大きさをありありと思い知らされた。

　ねっとりした抜き差しをしながら、湘が腰の位置を微び妙みようにずらしてくる。怒ど張ちようしきった先端は、狙ねらい澄すましたかのようにあの一点を掠かすめた。

「んあっ……、あ……！」

　腰を振ふるたびこすれるのが、よくてよくてしかたない。じっくりとほどかれた身体は、完全に湘を受け入れていた。抽ちゆう挿そうが速くなると背中で感じる湘の息遣いは荒あらくなり、淫いん猥わいな水音と肌のぶつかる音が閨に響ひびく。

「ん、だめ、あっ、あ」

　揺ゆさぶられるたびに蒼霖の声もぶれた。抑おさえようとしてもその理性を上回る喜き悦えつに我われを失い、だめだと言いながらも啼ないてしまう。

　気持ちよくて、幸せで──このうえなく寂さびしかった。

「……抱けば抱くほど、そなたが愛いとしい。どうすればいい……」

　首筋に顔を埋め、切実な声で湘がささやく。肩に落ちたぬるい雫しずくは、汗あせなのか涙なみだなのか区別がつかなかった。

　背中を抱かれたまま横向きにされ、胸の粒つぶをきゅうっと摘つままれる。甘くいやらしい刺し激げきで身体から力が抜けた隙すきに、いいところを立て続けに突つかれた。

「あっ、ああ……んっ」

「つらくないか？　気持ちいいか？」

「いっ……いい、です……湘さま、は？」

「とてもいい。信じられないほど……ものすごくいい」

　最後のほうの声はもう余よ裕ゆうがなかった。腰を打ちつける間かん隔かくが短くなり、前に伸びてきた湘の手が蒼霖の昂たかぶりを直に煽あおる。それだけでもどうしようもないほど気持ちいいのに、空いた手で凝しこった乳ち首くびをくりくりと弄いじってきた。

　前と後ろと胸、三重の刺激で、高みへと近づいていく。

「あ、あっ、あ……っくう……！」

　最奥をぐっと突き上げられ、頭が真っ白になる勢いで果てた。数すう拍はく遅おくれて湘が小さく呻うめき、穿うがたれていた欲望がどくんと弾はじける。お腹のなかに温かい精が注ぎ込まれていく感覚に、ああ、と震えながらため息をついた。

「湘さま……」

　顔が見たくて名前を呼ぶと、湘は身体からだを離はなしてずるりと抜けていった。汗で額に貼はりついた蒼霖の前まえ髪がみを梳すき、おもむろに唇くちびるを重ねる。

「んん……」

　蓮はすの花弁が散るように、うなじから鱗うろこが剝はがれた。口づけをほどいてそれを拾い、湘の手に握にぎらせる。

「湘さまに持っててほしいんです。オレが希少種として生ききった証あかしだから……」

「──蒼霖……！」

　湘は感かん極きわまったように蒼霖を抱だき寄せた。蒼霖も湘にしがみつき、心に温ぬくもりを写し取る。

「大好きです、湘さま。大好き。大好き……」

　どんなに言葉を重ねても、溢あふれる想おもいに追いつかない。それでも意識が途と切ぎれるまではと、さよならのかわりに何度も繰くり返した。







　夜明け間近になって、自然と目が覚めた。

　寝しん台だいから降りて二、三歩歩いてみると、足あし下もとが妙みようにふわふわしている。

　夢とも現うつつともつかない感覚に惑まどいつつ自分の着ている寝衣を見ると、いつもと違ちがうやり方で帯が結ばれていた。湘しようが着せてくれたのだろうと思い当たると、惚ほうけていた頭が一気に冴さえていく。夢の一夜はもう、終わったのだ。

　蒼そう霖りんは帯をほどくと、粛しゆく々しゆくと身み支じ度たくを始めた。

　月光に当てて清めた水を使い、沐もく浴よくを行っていてふと気がつく。体格差のある男性を受け入れた直後だというのに、身体のどこにも痛みを感じない。蒼霖に負担をかけないよう、湘が大切に抱いてくれたのだと思うと、またしても胸がきゅっと痛んだ。

　──忘れなきゃだめだ……。

　油断すると浮うかんでくる湘の顔を懸けん命めいに振り払はらう。自身が供く物もつであることを示す白しろ妙たえの衣ころもを身につけ、鏡にその姿を映して心を整えた。

　招しよう雷らいの儀ぎは、昇しよう竜りゆうの儀と同じく昊こう壇だんで行われる。祈き禱とうにより聖なる雷いかずちを呼ぶと聞いているが、格こう子し窓から見える朝の空は清すが々すがしく晴れ渡わたっていた。

　迎むかえにきた神官と一いつ緒しよに、汀てい蘭らん殿でんを出て神しん殿でんへと向かう。

　極ごく秘ひで執しつ行こうされる儀式ではあったが、昊壇前の広場には立ち会いの神官のほか、黄こう丞じよう相しよう以下、重臣と思おぼしき少数の人々が集まっていた。後方には思し基きと楽らく水すいの姿もある。

　重臣たちの中には、蒼霖を憐あわれみの目で見る者も、不ふ審しんそうな目で見る者もいた。それぞれに事情を知る人たちの感情が入り混じり、広場は異様な雰ふん囲い気きに包まれている。

　円形の祭さい壇だんへと続く階きざはしの前には、儀式用の正装に身を包んだ湘がいた。視線がせつなく絡からむと同時に、神官長の厳粛な声が響く。

「これより招雷の儀を執とり行う。晏あん蒼霖、皇こう帝てい陛下の御ご前ぜんに進みなさい」

「──はい」

　神官長の指示に従い、湘のもとへと向かう。導かれるまま後ろについて九段の階を上りきり、昊壇中央にある青き竜りゆうの鋪ほ地ちで跪ひざまずいた。

「──手をこちらに」

「はい」

　湘が差し出した手に、そっと右手を重ねる。

「晏蒼霖よ。我が身に宿る竜の力で、万ばん物ぶつの気を集め、そなたに加護を授さずけよう」

　最後の言葉とともに握られた手は冷たく、すぐさま握り返して温めたい衝しよう動どうに囚とらわれた。

　でも、できない。壇上はすでに天帝の視界内にある。

　──これが最後なんだ……。

　驚おどろくほどに呆あつ気けなく、実感が追いつかない。恐きよう怖ふや悲しみさえまだ出番ではないとばかりになりを潜ひそめており、心は凪ないだ海のような状態だった。

　湘の手が離れ、蒼霖は空を仰あおいだ。まだ雲も出ておらず、落らく雷らいの兆候は微み塵じんもない。

　日はだんだんと高くなり、青く眩まぶしく澄みきっている。

「一同、叩こう頭とうせよ！」

　神官長の号令で壇下の人々が平へい伏ふくし、蒼霖もまた頭を下げて静かに目を閉じた。

　湘が最後の祈いのりを始める。

「ここにいる晏蒼霖は、恐おそれ多くも天界に縁ゆかりのある者でありながら地上で生を享うけ、今日まで留め置かれた憐れなる身の上にございます。我、万ばん湘はこの者を天に……」

　淀よどみなく続いていた声が突とつ然ぜん途切れた。

「この者を……。……」

　湘は言い直そうとするが、すぐに言葉につまってしまう。

　そろそろと頭を上げて様子を窺うと、異変を察した階下の神官長も焦あせっていた。視線で続行を促うながしても、湘は微び動どうだにしない。

　この者を天に還かえし奉たてまつります──その一言を言えば終わるのに。

「──蒼霖っ！」

　困こん惑わくした空気を断たち切るように、風に乗って甲かん高だかい声が聞こえた。

　はっと視線をやると、見覚えのある小さな人ひと影かげがある。制止しようとする警衛のあいだを、子こ栗鼠りすのようにすり抜ぬけて駆かけてきたのは銀ぎん露ろだった。

　しかし、所しよ詮せんは幼子の足だ。追いついた警衛に抱き上げられた銀露は、手足をめちゃくちゃに動かして逃げ出そうとする。

　──あんなに興奮して、もし発ほつ作さが起きたら……！

「やめてください！　その子は胸に病気があるんです！」

　蒼霖の叫さけびに、固まっていた湘が我われに返ったように「放してやれ」と命じた。警衛の腕うでからおろされた銀露は、よろよろと頼たよりない足取りで昊壇へやってくる。

　蒼霖は階を駆け下り、肩かたで息をする銀露を抱きとめた。

「そ、……りん、そう、りん……」

「銀露！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　銀露の背中をさすり、呼吸が整うのを待った。頰ほおを上気させ、涙ぐんだ顔は苦しそうではあるが、発作を起こす気配はない。

「銀露……どうしてここに？」

「……」

　銀露は蒼霖の質問には答えず、ちらりと楽水のほうを見た。見られた楽水は真っ青になって首を振ふるが、黄丞相に睨にらまれておずおずと口を開く。

「あ、あの……昨日往おう診しんに行ったとき、ご家族に儀式が今日だっていう話をしたんです。もしかしたら、それを聞いていたのかも……」

　皇こう宮ぐうと養子先との連絡役だった楽水の話を、銀露はたまたま洩れ聞いてしまったのだろう。

　真実を知ってしまった銀露がどんなに驚いたか、想像しただけで胸が張り裂さけそうになる。

　けれど、情に流されるわけにはいかなかった。

「銀露。新しいおうちの人に黙だまってきたのか？」

「う、うん……」

「そんなことしたら、皆みんなが心配するだろう？　早く帰りなさい」

「……やだ！　やだ、やだ！」

　銀露はいつになく厳しい蒼霖に怯ひるみながらも、一歩も引かなかった。蒼霖の衣の袖そでをぎゅっと摑つかみ、意地でも離はなそうとしない。

「もう蒼霖にあえないってうそだよね？　おしごとがおわったら、かえってくるよね？」

　すがるような瞳ひとみで見つめられ、蒼霖は咄とつ嗟さに返事ができなかった。

　当たり前だろ帰ってくるよと言い聞かせ、なだめるのが最善策だとわかっている。この場をやり過ごしさえすれば、あとで銀露が泣こうが喚わめこうが儀式は完かん遂すいするのだ。だが……。

　──そんなのできない。銀露が傷ついてもオレはもう、慰なぐさめてやれないのに……。

　蒼霖を喪うしなった悲しみはいつか癒いえるだろう。けれど大好きな人に約束を破られたという経験は、幼く柔やわらかな心を深く抉えぐってしまうに違いない。

　しかも蒼霖はすでに一度、噓うそをついているのだ。銀露のためを思うなら、今度こそ真実を伝えねばならない。

「……噓じゃない。オレはもう帰ってこない」

「──なんで!!」

　案の定、銀露は地じ団だん駄だを踏ふんで泣き叫んだ。猛もう獣じゆうのごとき暴れぶりを見かねた湘が、身体からだを押さえ込もうと試みる。

「銀露、落ち着くんだ。興奮したら具合が悪くなる」

「わるくなってもいい！　ねえ、湘さまもとめて。蒼霖にいかないでっていって！」

「それは……」

　湘は不意を打たれて言葉につまった。

　銀露にしてみれば湘は味方だ。当然、自分に加勢してくれると信じている。しかし、湘にはあまりにも酷こくなお願いだった。自分が命じたことだなんて、銀露に言えるわけがない。

「ねえ、湘さま、ねえってば！」

「──やめるんだ、銀露！」

　蒼霖が一いつ喝かつすると、銀露はびくっとして動きを止めた。その隙すきに、湘の衣を引っ張っていた手をすばやく引き剝はがす。

「皆さん……すみませんが、少しだけ時間をください」

　儀式を中断することを詫わび、蒼霖は頭を下げた。こうなった以上、すべてを話すしかない。

　覚かく悟ごを決めて膝ひざをつき、真正面から銀露に向き合う。

「いい？　銀露。オレの仕事は天の神様に会いにいくことなんだ」

「天の……神様？」

「そう。今、この国では雨が降らなくて、大勢の人が困ってるだろ？　それは神様が怒おこってる証しよう拠こなんだよ。だからオレが神様に『ごめんなさい』って謝りに行くんだ」

「なんで蒼霖があやまるの？　……わるいことしたの？」

「違ちがう」

　すかさず、湘が横から答えた。

　いつものように膝をつき、目線の高さを銀露に合わせる。自分も説得に加わることが義務であるかのように、ごく自然にそうした。

「蒼霖はなにも悪くない。神様は私に対して怒っているんだ。私が蒼霖に『行かないでくれ』と我わが儘ままを言ったから」

「……湘さまにおこってるのに、蒼霖があやまりにいくの？」

「そうだ」

　言い切る姿にはっとした。湘は自分一人が悪者になる気なのだ。

　銀露は「わけがわからない」という顔をしている。当然だった。湘は悪くないと否定したいのに、「黙っていろ」と目で止められてしまう。

「天の神様は蒼霖に『天界にきてほしい』と言っている。ほかの人じゃだめだと言われたから、蒼霖は皆の命を守るために決心してくれたんだ」

「みんなの、いのち……？」

「そうだ。この国の人々を守るために……行くと言ってくれたんだ」

　一語一語、胸むな底そこから絞しぼり出すような声で湘が言う。

　どうしようもないことだった。どんなにこの身を恨うらんでも、生まれは決して変えられない。

　どんなに愛いとしい人がいようと、万民の命には替かえられない。

　蒼霖が蒼霖であり、湘が湘であるかぎり、しかたのないことなのだ。

「……そんなの、おかしい」

　銀露はそう呟つぶやいて、泣き腫はらした目を見開いた。

　顔をしかめてはっきりと怒いかりを表し、「ぜったいにおかしい！」と力強い声で叫ぶ。

「なんで蒼霖がみんなをたすけなくちゃいけないの？　どうして蒼霖のことはだれもまもってくれないの？　蒼霖だってこのくにでいきてるのに!!」

「──っ……」

　悲痛な叫びに息が止まりそうだった。

　銀露を諭さとさなければいけない。

　けれど銀露のまっすぐな言葉に、背骨まで痺しびれて動けない。

　蒼霖はれっきとした清せい風ふう国こく民みんの一人だ。たとえその身に天てん女によの血が流れていようと、この国に生まれた竜りゆう人じんであることに変わりはない。

　希少種だからと肩身の狭せまい思いをして生き、天女の血を引いているからと追い出されそうになっている蒼霖を、銀露は「この国に生きている」というたったひとつの理由だけで肯こう定ていし、守られるべき存在だと訴うつたえてくれる。

　整理をつけたはずの心がぐらりと揺ゆれた。諦あきらめという型に押し込んで成型した未練や悲しみ、悔くやしさや怒り──ひとつひとつの感情が、あるべき姿に戻もどって動きだしてしまう。

「──……」

　隣となりでは湘が頰を張られたような顔をしていた。

　静まり返った広場には、ただ風鳴りだけが響ひびいている。その場にいた誰だれもが──蒼霖を天に奉ほうじるべきだと最初に主張した黄丞じよう相しようでさえ、幼子の訴えに言葉を失っていた。

「……すまなかった、銀露」

　沈ちん黙もくを破ったのは湘だった。

「私は取り返しのつかない過あやまちを犯おかすところだった。だが──そなたのおかげで目が覚めた」

「湘さま……？」

　顔を上げて空を見み据すえ、湘は一人昊こう壇だんへと戻っていく。

「陛下っ、なにをなさるおつもりか！」

　黄丞相が顔色を変えて叫んだ。

　しかし湘の歩みは止まることなく、壇だん上じように着くと恭うやうやしく跪ひざまずいて天を仰あおぐ。

「恐おそれ多くも天てん帝てい陛下に申し上げます。私は晏蒼霖を天に還かえすつもりはございません」

「──っ……」

　蒼霖は湘の発言に息を吞のんだ。不敬かつ不敵な発言に、全員が硬こう直ちよくしている。

「……湘、さま……なんてことを……」

　湘は蒼霖を見つめ、ふっと頰を緩ゆるめた。

「国を治めるとはすなわち、民たみを導き守ること。私が目指しているのは、誰しも希望を持って生きられる国だ。いかなる理り屈くつがあろうとも、民を救うために民を犠ぎ牲せいにするという本ほん末まつ転てん倒とうな行いを是ぜとしたくはない。……銀露はそれを思い出させてくれた」

　一点の曇くもりもない清さやかな信念に、魂たましいを揺さぶられる思いがした。理想だ、奇き麗れい事ごとだと言う人もいるかもしれない。けれど、本気で実現させようとして邁まい進しんするのが湘だ。

　誰よりも実直で、清せい廉れんで、律りち儀ぎで──民への愛に溢あふれている。

「私はそなたのような民を……自分ではどうにもならないことで苦しむ民を見過ごすような、愚おろかな皇帝にはなりたくない。私の目を開いたのは、そなたなんだぞ」

「オレが……？」

「そうだ。もはやそなたなくして、私の政道も人生も成り立たない」

　湘はそう言うと、再び天を仰ぎ見た。

「天帝陛下よ、どうか私がこの者を愛することをお許しください。虐しいたげられる者の痛みを知るこの者こそ、共に国を治めるにふさわしい后きさきだと確信しております。天子としての務めを全まつとうするために、欠くことのできない存在なのです。もし、それが誤りだとおっしゃるならば──私を罰ばつしてください」

「──っ！　湘さまっ……！」

　突とつ然ぜん、広場全体に不ふ穏おんな雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　空は雲ひとつなく、天の涯はてまで見晴るかせそうなほど澄すんでいるのに、迅じん雷らいは鳴り止やまない。

　霊れい獣じゆうの咆ほう吼こうか神々の怒ど号ごうかという激しさに、本能的な危険を察知し階きざはしに駆かけ寄ろうとする。

　だが、間に合わなかった。

　閃せん光こうが青天を割り、霹へき靂れきが祭壇の中央を──湘のいる場所を直ちよく撃げきする。

「──────っ……！」

　反射的に銀露をかばい身を伏ふせた。瞼まぶたを閉じていても視界を灼やかれかねない光に照射され、地を揺るがすような爆ばく音おんで耳が一いつ瞬しゆん利きかなくなる。

　落雷の余よ韻いんが去るまで、ひどく長く感じた。風に乗って流れてきた焦こげ臭くさいにおいにつられ、おそるおそる身体からだを起こし祭壇を見上げる。

　目に入ったのは、倒たおれ伏した湘だった。

「あ──……っ」

　微び動どうだにしないその姿に、心臓が止まりそうだった。

　事態を把は握あくした参列者たちも、各おの々おのが絶望でひゅっと息を吞む。

　信じられないし、信じたくはない。けれど誰もが同じことを考えていただろう。

　湘の語った理想は人として正しい。だが、神には通用しなかった。

　竜人帝と呼ばれ、唯ゆい一いつ無む二にの青き竜として空を舞まう湘であっても、所しよ詮せんは人の身にすぎない。

　天の怒りを買った湘は、聖なる雷いかずちに裁かれたのだと──。

「湘さま……湘さま！」

　蒼霖は無我夢中で湘に駆け寄った。しかし抱だき起こしてみても衣服に焼けた跡はなく、顔も身体も火傷やけどひとつ負っていない。床ゆかはしっかりと焦げているにもかかわらずだ。

　──湘さまは……雷に撃うたれて……ない？

「うっ……」

　小さな呻うめき声を洩もらし、湘が瞼を重たそうに開く。

「湘さま……！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「あ、ああ……」

　湘が起き上がると、階下で安あん堵どのため息が広がった。気が抜ぬけたのか、年とし嵩かさの重臣の中には腰こしを抜かしている者もいる。

　湘の意識はしっかりしていた。怪け我がもない。どうやら落雷の衝しよう撃げきで一時的に気を失っただけのようだった。

「よかった、湘さま。よかった……！」

「──相すまぬ。地上に降りるのは久方ぶりで、ちと力の加減が狂くるったようだ。許せよ」

「……。えっ？」

　突とつ如じよとして聞こえてきた声に振ふり向くと、一人の女性が立っていた。

　しなやかな長身を包む、翡ひ翠すい色の長衣。背中まで伸のびる黒くろ髪かみはゆるやかに波打ち、微笑ほほえむ顔は大輪の花を思わせる華か麗れいさだった。

　──……誰だ？　この人……。

　ぽかんとしているのは蒼霖だけではなかった。どうやら誰も顔見知りではないらしい。

　華はなやかな美女は、茫ぼう然ぜんとする面々を前に名乗りを上げた。

「妾わらわの名は翠すい楊よう。七しち華か仙せんが一人にして、天帝の娘むすめだ」

「天帝のご息女……翠楊、さま──……緑りよつ華か元げん君くん!?」

　即そく座ざに反応し居ずまいを正した湘に、翠楊は「うむ」と鷹おう揚ようにうなずいた。全員、慌あわてて湘に倣ならって平へい伏ふくする。目の前にいるのは、天帝の血を引く偉い大だいなる七人の仙人・七華仙の一人、緑華元君として信しん仰こうを集める仙せん女によだ。

「ああ、堅かた苦くるしいのはよせ。話が進まぬ。しかし……」

　翠楊がちらりと視線を投げたのは銀露だ。見られた銀露はといえばきょとんとしているが、翠楊は柳りゆう眉びを器用に寄せて物もの憂うげに嘆たん息そくする。

「やはり忘れておるのだな、銀露よ。天の気もまあ見事なまでに消え去って、すっかり地上に馴な染じんでおる。これでは感知できぬも当然か」

「……ぼく？」

　なぜ、翠楊が銀露の名前を知っているのか。その疑問は本人の台詞せりふで氷解した。

「母の顔を忘れるとは憐あわれな子よ」

「母……？　って、もしかして……銀露の、お母さん……？」

　蒼霖が半信半疑で尋たずねてみると、翠楊は「いかにも」と首肯する。

「銀露は妾の末息むす子こだ。──さあ、母の腕うでにこい。さすれば記き憶おくも戻ろうぞ」

「え……？」

　両手を広げる翠楊を前にして、銀露は明らかに戸と惑まどっていた。しかしこの状じよう況きようで彼女が噓うそや冗じよう談だんを言っているとは思えない。　>>>♥

　蒼霖はそっと銀露の背中を押した。吸い寄せられるように翠楊に近づき、そのままふわりと抱き上げられる。

「おお、息災で安堵したぞ。母がどれほど心配したかわかっておるのか？　そちはかささぎの雛ひなに作らせた橋で天河を渡わたろうとして、足を踏ふみ外したのだぞ」

「……。かささぎ？」

「そうだ。大方、地上に落ちたときの衝撃で、記憶が飛んでしまったのであろう。まったく、やんちゃするにもほどがある」

「……ひな……。ぼくのそだてた、かささぎの……？」

「うむ。思い出したか？」

　翠楊は愛いとおしげに銀露の頭を撫なでた。真円の瞳ひとみを瞬またたくと、きらりと星が散る。

　そこには天の川のような光が宿っていた。

「……あれ……母上？　なんで？　どうしてこんなところにいるの？」

「どうしてもなにも、そちを迎むかえにきたに決まっておろう」

　翠楊は小首を傾かしげる息子に呆あきれながらも、心底ほっとしたという顔で銀露に頰ほおずりした。

　銀露は天界と地上の記憶が混じり、まだ若じやつ干かん混乱しているようではあるものの、翠楊に抱かれて嬉うれしそうに微笑んでいる。

「ぼく、そらからおっこちちゃったの？　ひゃあー……」

　銀露の暢のん気きな声が、昊こう壇だんに響ひびき渡る。

　さっきまでの緊きん張ちよう感かんは、霧きりのように消え去っていた。







　思わぬ形で聖なる雷を呼び寄せた招しよう雷らいの儀ぎは、母おや子この再会を挟はさんだのちに続行となった。

　翠楊は天てん帝ていの使者として、御み言ことを伝えにきたというのだ。

　壇だん上じようには、湘と蒼霖。ほかの面々は立会人として、壇下にずらりと控ひかえている。

「これでよし。よいか万湘、心して聞けよ」

「──はっ」

　銀露を抱いた翠楊は目を伏せ、玲れい瓏ろうたる声を轟かせた。

「『晏蒼霖を娶めとることを許す』。──以上だ」

　端たん的てきにして明快な天声に、蒼霖は思わず耳を疑った。隣となりを窺うかがってみると、湘も反応に困っているように見える。

　──聞き間ま違ちがいじゃない……よな？

「……恐おそれながら……それだけですか」

「なんだ。不満と申すか」

「そうではありません。私に罰はないのですか」

「ほう。聞きしに勝まさる生き真面目まじめぶりだな」

　翠楊は可笑おかしそうに言う。湘の謹きん厳げん実直な性格は、天上にまで知れ渡っているらしい。

「罰ばつなどない。だが特例中の特例であることは補足しておこう。本来なら、天界と縁ゆかりのある者が地上の竜りゆう人じんと交流を持つこと自体、許されざることだからな」

　その台詞は同時に、蒼霖の両親を断罪する言葉でもあった。顔を伏せた蒼霖に、翠楊は「母のことは覚えているか」と尋ねてくる。

「あまり記憶がありません。身体が弱かったせいか、儚はかなげな印象があるくらいで……」

「天あま降くだった者は皆みな、程度の差はあれど病を患わずらう。地上の空気に触ふれると、気が穢けがされるのだ。長居すれば永ながの命が失われるのはもちろん、人としても短命を余儀なくされる」

　翠楊の説明でいろいろと腑ふに落ちた。おそらく銀露も同じ理由で病を患ったのだろう。

「そなたの母は、天帝の宮きゆう殿でんで働く数多あまたの女官の一人だった。位でいうと下級仙人にあたるが、踊おどりに関しては見所があったようだの。同どう僚りようの女官が、好こう奇き心しん旺おう盛せいな娘だったと言うておったから、地上の歌か舞ぶ音おん曲ぎよくに興味があったのかもしれぬ。……妾にとっては頭痛の種だが、そういう者は少なくない」

　翠楊は眉み間けんにしわを寄せ、本当に頭が痛そうな顔をした。

「受け入れた竜人のほうはまあ……地上風に言えば、天災に見舞われたようなものよ。当人が罰を受けることはない。だが、生まれた子は別だ」

　蒼霖を見る翠楊の目に、厳格な光が宿った。

「地上に生まれた子であっても、天界に縁を持つ者とみなされる。存在が感知された時点で天に還かえさねば、隠いん蔽ぺいを図はかった者も含ふくめて罰が下るであろう」

　黄丞じよう相しようが言っていたことは正しかった。蒼霖はこの国に厄やく災さいを招きうる存在だったのだ。

　もし、無理やり地上に留とどまろうとしていたら……と考えると、改めてぞっとする。

「なぜ此こ度たびは特例が認められたかは、すでに察している者もおろう。──晏蒼霖。可愛かわいい孫の銀露を助けたそちに、天帝は恩情をかけられたのだ」

「あ……」

　間抜けなことに、翠楊に指し摘てきされてはじめてその事実に気がついた。天帝の娘である翠楊の子はすなわち、天帝の孫息子なのだ。

「改めて礼を言おう、蒼霖。息子が無事だったのはそちのおかげだ」

「も、もったいないお言葉です。オレのほうこそ、銀露にはたくさん助けてもらいました」

　貧しくとも笑え顔がおを絶やさず、蒼霖の孤こ独どくに寄り添そってくれた優やさしい銀露。きっと、天界でも可愛がられていたのだろう。翠楊に抱だかれて微笑む姿は、とても幸せそうだった。

　──お母さんに会えてよかったんだ。銀露には帰るべき場所がある……。

「──というわけで、湘。天帝はそちの国造りにかける決意もお聞きになったが、実じつ践せんできなければなんの意味もないとお考えだ。精々励はげめよ」

「はっ。粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚かく悟ごで取り組んでまいります。蒼霖と、二人で」

　嚙かみしめるような湘の声に、じわじわと実感が湧わいてくる。

　もう、天に還らなくてもいい。それだけではなく天帝は湘との仲も認めてくれたのだ。

「お……恐れながら、お待ちを……陛下！」

　階下から声を上げたのは、黄丞相だった。この会話に割って入るのには、黄丞相といえども胆たん力りよくが要いったのだろう。いつになく声が震ふるえている。

「黄丞相？　恐れ多くも緑華元君の御ご前ぜんだぞ。控えよ」

「はっ……で、ですが……」

「湘、妾わらわなら構わぬぞ。どうせその者は妾にも話を聞かせたいのだろう」

　湘は恐きよう縮しゆくして一礼すると、黄丞相に「申せ」と発言を促うながした。

「か……寛かん大だいな御心に感謝いたします。差し出がましいのは承知の上で、陛下に確かく認にんいたしたいことがございます。陛下は晏蒼霖……殿どのを、正室にとお考えでしょうか」

「当然だ」

「し……しかしそうなりますと、一点由ゆ々ゆしき問題が残りまするが……」

　翠楊に遠えん慮りよがあるのだろう、奥歯に物が挟まったような言い方だが、黄丞相の主張は容易に推測できた。問題というのは世よ継つぎのことだろう。

「そなた……まだそんなことにこだわっているのか」

　湘はほとほと呆れた顔になる。が、翠楊は不思議そうに首をひねった。

「正室のなにが問題なのだ？」

「この者は私の実子に帝位を継がせたいと考えているのです。その必要はないと再三説得しているんですが、なかなか受け入れがたいようで」

「？　そなたの子をつくればよいではないか」

「……元君は、蒼霖以外に妃きさきを娶れと仰おおせですか？」

　目を丸くする湘を見て、翠楊も妙みようちきりんな顔になる。なんだか変だ。二人の会話が、急に嚙み合わなくなった。

「なぜそんな話になる。そなたと蒼霖で子を生なせばよいだろうと言うておるのに」

「「……えっ？」」

　湘と蒼霖の間の抜ぬけた声が重なった。翠楊はまだ不可解そうな顔をしていたが、周囲も一様にぽかんとするさまを見て、自分のほうがずれていると気づいたらしい。

「ん？　……ああ、竜人の生せい殖しよくは男女間だけか。相すまぬ、妾が言葉足らずであった」

　なんだやっぱり勘かん違ちがいか──と納なつ得とくしかけたそのとき、翠楊はこともなげに言った。

「だが、蒼霖は『生める』ぞ」

「……。……えっ？」

「天界に出自を持つ竜人の男は、子を宿す機能をその身に備えておる。そちたちは希少種、と呼んでいたな。普ふ通つうの竜人とはいろいろと身体からだの造りが違うだろうに、気づかなんだか？」

「え、あ……もしかして、鱗うろこのことですか？」

「鱗もそのひとつだ。希少種は不老不死ではないが、極きわめて高い生殖能力を持っておる。まあ、全員無条件で生めるわけではないがな。心から愛する者と出会ってはじめて、身体が子を生す準備を始めるのだ」

「子を生す準備……」

「うむ。いわゆる交合を促そく進しんする仕組みだが……ここで詳つまびらかにするのは控えようかの」

　翠楊は幼い息むす子この耳をそっと覆おおう仕草をした。しかし、今の話だけで充じゆう分ぶんだ。以前に楽水が調べてくれた話や、発情のような症しよう状じようが現れたことを考えれば理り屈くつに合う。あのときは「もしかして」という仮説でしかなかった話が、翠楊によってはっきり肯こう定ていされたということだ。

　楽水も同じことを考えていたようで、「やっぱり！」と言わんばかりの顔でうなずいている。

「これで文句ないか、黄丞相？」

「……っ、……」

　黄丞相は湘の問いに答えなかった。だが反論したい気持ちを抑おさえているというより、吃きつ驚きようのあまり声も出ないといった面おも持もちに見える。

　いくら天界への信しん仰こう心が篤あついとはいえ、保守的な考えをなによりも重んじる人間からすれば、男が子を孕はらむという事実そのものが受け入れがたいのだろう。

「──父上。驚おどろかれるのも無理はありませんが、もういいのではありませんか」

　助け船を出したのは、息子である思基だった。

「私が思うに、陛下はこの先いかなる美び姫きを前にしようとも、蒼霖としか御お子こをつくろうとはなさらないでしょう。逆に言えば蒼霖がいてくれるからこそ、陛下の血を引く御子がお生まれになる可能性が残されているんですよ。父上にとってなにより嬉うれしいことではありませんか」

「……。思基……」

　黄丞相はどこか悔くやしそうに思基を見る。けれど、言い返そうとはしなかった。思基の言葉は父親の心中を正しく汲くんだものだったのだろう。

「黄丞相……私はそなたにも祝福してほしい。先代の血を引いているという理由で軽かろんじられ、疎うとまれることもあった私を、そなたは幼いときから陰かげ日向ひなたになって支えてくれた。私にとってそなたは臣下である前に師であり、父でもあると思っているんだぞ」

「──っ、陛下っ……」

　湘の言葉は決定的だった。黄丞相は声をつまらせひれ伏ふすと、

「なにも申すことはございません。お二人のご結けつ婚こんを心からお祝い申し上げます」

　──と、はっきりと言った。

「感謝する。子は授さずかり物というから確約はできないが、そなたの期待に応こたえられるよう努力すると約束しよう」

「ははっ。ありがたきお言葉……！」

「お、恐れながら、僕もっ……全力で蒼霖を助けます！」

　突とつ然ぜん、興奮気味に挙手をしたのは楽水だ。

「後宮で男性が皇こう帝ていの御子を身み籠ごもった事例はありません。ですがご懐かい妊にんの暁あかつきには、僕が医師として責任を持って対応に当たらせていただきますっ！」

「き、気が早いよ楽水っ……！」

「え？　あ、そ、そうだった？」

　蒼霖の指摘に楽水があわあわと慌あわてると、場は一気に笑顔と祝賀の雰ふん囲い気きに包まれた。

「ふふ、面おも白しろい者が多いのう。銀露は存外よい経験をしたかもしれぬな……。しかしそろそろ別れの刻ときだ」

　翠楊の一言に、銀露が「えっ？」と目を丸くした。

「えっ？　ではない。我われらは天界へ帰るぞ」

「じゃ……、じゃあ、蒼霖は？」

「ここに残るのだから、そちとはお別れだ」

「えぇ……！」

　銀露は事態を理解すると、涙なみだで顔がくしゃくしゃに歪ゆがんだ。挨あい拶さつをするよう言われて母の腕うでからおりたはいいが、蒼霖にすがりついて泣きじゃくり、とても話せる状態ではない。

「やだ、やだぁ……、ひっ、うっ、そう、りん、とっ、いっしょがいい……」

「銀露……」

　さよならを言わなければならないことは、翠楊が迎むかえにきた時点でわかっていたことだ。

　どんなことをしてでも手放したくない、ずっと守ると誓ちかった大切で大好きな銀露。しかし、生きつ粋すいの天界人である銀露は地上では長く生きられない。楽水の知識と腕を以もつてしても病を完治させることができなかったのだから、引き留めるわけにはいかなかった。

　ましてや銀露は天てん涯がい孤こ独どくではない。天帝の孫であり、母親も息災だとわかったのだ。家族のもとに帰さないという選せん択たく肢しはありえない。

「銀露……泣かないで。そんなに泣いたら、目がとけちゃうよ」

「う、ぐっ、う……、う……、かえり、だぐ、ない……」

「そんなこと……言ったら、だめだ」

　──泣くな。泣くな。オレが泣いたらこの子は帰れなくなる。

　目に力を入れて必死で耐たえた。泣いて泣いて体温の上がった身体をぎゅっと抱だきしめると、愛いとしさに押し流されそうになる。

　銀露がいたから頑がん張ばれた。一人じゃないと励ましてもらえた。どんなに暗く落ち込んでも、気持ちをふんわり明るくしてくれる──夜空に浮うかぶ月のような存在だった。

　はじめて会ったのは、忘れもしない新月の晩。もしかしたら蒼霖はあの日、地上に落ちた月を拾ったのかもしれない。

「毎日空を見るからね。大好きだよ、銀露。オレと出会ってくれて……本当にありがとう」

「ぼく、も……だいすき。蒼霖、だいすき。わすれないで……わすれないでね……」

　腕を緩ゆるめたそばから、銀露が離はなれていく。再び翠楊に抱き上げられると、二人の身体は淡あわい虹にじ色いろの光で包まれた。

　湘が最上の礼をとり、全員がそれに倣ならう。

　刹せつ那な、冷たい突風がびゅうと吹ふき抜けた。……そこにはもう誰だれもいない。数すう瞬しゆん前まで確かにあった気配さえ、感じることはできない。

「！　空が……」

「雨雲だ……！　雨がくるぞ！」

　立ち会いの神官や重臣たちが、空を見上げて口々にざわめく。みるみるうちに鈍にび色いろの厚い雲が頭上に垂れ込め、やがて細かい雨が地面を打ち始めた。

「っ……」

　全身から力が抜けていく。頰ほおを伝っていったのは雨う滴てきか、それとも──。

「……よく頑張ったな」

「湘さま……」

　労ねぎらうように抱きしめられ、緊きん張ちようの糸がぷつんと切れる。我が慢まんをやめたら途と端たんに気が抜け、涙が溢あふれて止まらなかった。

　銀露はもういない。胸に抱いた温ぬくもりも、欠片かけらも残らず消えてしまった。

「銀露が……銀露が、行っちゃ……っ……！」

　幼子のようにしゃくりあげる蒼霖を、湘はただ黙だまって抱いて慰なぐさめてくれる。ほのかに温かい雨はまるで、涙雨のようでもあった。







　天帝の使いが舞まい降りたその日から、清風国は立て続けの慶けい事じに沸わき立った。

　ひとつは、聖なる井い戸ど水みずの復活だ。以前と同様、清らかな水が滾こん々こんと噴ふき出るようになった。

　人々は恵めぐみの雨を存分に受け取れるようになり、各地の水不足は深刻化することなく収束しようとしている。まだ支し援えんが必要な地域はあるが、ほどなく落ち着きを取り戻もどすだろう。

　もうひとつの慶事は、皇帝の結婚である。

　民たみへの発表に際し、皇こう宮ぐう内では「蒼霖の素す性じようをどこまで明らかにすべきか？」という議題で何度か話し合いが持たれ、最終的に『竜りゆう人じん希少種であること』と、『後見が天界であること』を明かす方向で決着した。

　蒼霖が天界の後見を得た理由は、昇しよう竜りゆうの儀ぎでの働きが抜ぬきんでて素す晴ばらしかったことに加え、縁えんあって天界からの迷い子を保護していたことの二点である。

　銀露が天帝の孫であった事実は伏せることになった。あまりにも高貴な身分のため、触ふれるのは憚はばかられるという判断である。そもそも招しよう雷らいの儀自体が極ごく秘ひ扱あつかいだったので、そこで起きた一いつ切さいの出来事についても緘かん口こう令れいが敷しかれている。

　男性を正室に据すえることに関しては、『世よ継つぎを授かる神しん託たくを得た』で通した。

　懐妊可能な体質だと公言しなかったのは、どこかで身を潜ひそめて生きているであろう希少種に対しての配はい慮りよである。

　蒼霖が最も案じていたのは、やはり清風国民の反応だった。

　異例ずくめの正室に誰しも驚きの声を上げたが、万ばん全ぜんの態勢を整えて発表された甲か斐いあって、すぐに祝福の声が寄せられたという。

　天界を後見に持つ后きさきを娶めとった皇帝として、湘の人気もこれまで以上に高まっていると聞き、蒼霖はほっと胸を撫なで下ろした。

　もちろんいまだ戸と惑まどう人々は存在する。希少種への偏へん見けんもまだまだある。けど、現時点ではしかたない。これから正室としての務めを果たすことで、理解してもらうしか道はないだろう。

　重臣たちはこれらの調整を、ほぼ不ふ眠みん不ふ休きゆうで行ってくれた。

　皇帝の結婚は国の一大事。本来ならば充じゆう分ぶん時間をかけて行うべきなのだが、湘が「一日でも早く婚礼を執とり行いたい」と急がせたのである。

　理由はごく単純だが切実なものだった。側室候補という名の恋こい人びとだった蒼霖が正式な許婚いいなずけになった途端、しきたりに縛しばられて自由に会えなくなり、禁欲状態になってしまったからだ。

　湘もまた率そつ先せんしてこれでもかと激務をこなし、晴れて直近の吉きち日じつに婚礼の儀が決まった。

『結婚もまた皇帝の義務。公私混同とは言えません。言えませんとも……』

　思基はにこやかにそう言ってくれたが、目の下にはうっすら隈くまができていた。申し訳ないなと思うと同時に、ありがたくもある。

　恥はずかしくて誰にも言えないが、我慢がつらいのは蒼霖も同じなのだ。最近なんて、皇宮内を歩く湘と目を合わせただけで、身体からだの芯しんが熱くなってきてしまう。

　──これってやっぱり、あれなのかな……。

　心当たりはもちろんあった。一定の周期で訪おとずれるという発情期だ。湘のことがほしくてほしくてたまらないという強きよう烈れつな感覚は、記き憶おくにある欲望とよく似ていた。

　甘く疼うずく身体を持て余しながら、指折り数えて過ごすこと数日。

　いよいよ迎えた婚礼当日は、慌ただしく過ぎていった。

　楽隊の奏かなでる壮そう麗れいな音楽に、一糸乱れぬ動きで統率された儀ぎ仗じよう兵へい。極上の婚礼衣い装しようも装身具も煌きらびやかで、見るものすべてが華はなやいでいた。

　一連の祝典が終わり、今度は小間使いたちに囲まれた。風ふ呂ろに入れられ全身を清めたあとは、上等な絹の衣ころもを着付けられる。初夜のための支し度たくだった。

　特別に設しつらえられた閨ねやには紗しや幕まくで覆おおわれた大きな寝しん台だいが置かれ、宝ほう珠じゆを抱く竜の刺し繡しゆうが入った絹きぬ布ぶ団とんが敷かれている。

　香こう炉ろから漂ただよう妖よう艶えんな香かおりに、いやが上にも緊張は高まった。

「蒼霖」

　呼ばれて振ふり向くと湘がいた。艶つややかな濃こい藍あいの長ちよう髪はつを背中に流し、蒼霖と同じ金糸と銀糸の刺繡が施ほどこされた寝衣を身につけている。

「この日をどんなに待ちわびたことか……」

　湘は蒼霖の髪かみに口づけると、感かん慨がい深そうにため息を洩もらした。二人並んで寝台に腰こしかけると、それだけで嬉うれしくて心音が跳はねる。こんなに近くで話すのは久しぶりだ。

「そなたが恋しくて恋しくて、心が干ひ上あがりそうだった。たまに回かい廊ろうですれ違ちがうだけが、唯ゆい一いつの楽しみだったんだぞ」

「オレも同じです。湘さまを見つけたときはいつも、目で『好きです』って言ってたんですよ。聞こえてました？」

「当然だ。そなたに熱っぽく見つめられるのは至福の時間だった。正直、昼日中だというのに誘さそわれているのかと思ったくらいだ」

　当たらずとも遠からずだ。湘に触れたくて、触れてほしくて、しかたなかったのだから。

「私はそなたの瞳ひとみに弱い。思えば、出会ったときからそうだった。希少種だと私に知られ、怯おびえていたあの目は……忘れられない」

　媚び薬やくのせいで不本意な射精をし、鱗うろこが剝はがれ落ちた瞬間のことだ。蒼霖を見る湘の眼まな差ざしが驚おどろきに満ちていたことは、よく覚えている。

「不安と絶望で翳かげっていく表情に、胸が痛いほど締しめつけられた。なのに、潤うるんだ瞳の奥には強い意志が宿っていたんだ。あれほどの窮きゆう地ちに陥おちいっても、決して濁にごることのない鮮せん烈れつな輝かがやきに、私は心を一瞬で摑つかまれて──気づいたら、皇宮に連れて帰るよう命じていた」

「えっ……オレが希少種だったから、保護したんじゃないんですか？」

「もちろんそれもある。しかし最初は直感だった。私がこの者を守らねばならないと、本能のようなものが働いたんだ」

　だからいろいろと考えなしだっただろう？　と湘は自分を省かえりみて苦く笑しようする。蒼霖が目覚めたあと、これからどうすべきか策を講じ、取り計らってくれたのは確かに思基だ。

「あのときから無自覚に惹ひかれていたのかもしれない。その証しよう拠こに今の私は、そなたに夢中だ……」

　頰に両手を添そえられ、口づけが降りてきた。

　下した唇くちびるを吸われると、愛しさに胸が疼く。嚙かみつかれるような接せつ吻ぷんから舌を絡からめてこすりあい、お預けを食わされた分だけ濃のう密みつな交わりに溺おぼれた。

　吐と息いきが艶つやめいてくるにつれ、うなじが燃えるように熱くなる。

「……っ」

　蒼霖がびくっと身体を離はなすと、湘が気づいて首筋を確かく認にんした。

「痣あざが出ている。発情してるな」

「……そろそろかな、って思ってました。最近ずっとおかしかったから」

「おかしい？　どんなふうに？」

「湘さまのことがほしくて……毎日、そればっかり考えてました」

　正直に打ち明けると、湘は嬉しそうに笑った。

「私たちは愛しあっているのだから、おかしいことなんてない。そなたの欲望を満たすのは、伴はん侶りよたる私の務めだ」

　湘の手が蒼霖の帯をほどきにかかる。互たがいに衣を脱ぬがせあって一糸纏まとわぬ姿になり、寝台に組み敷かれるようにして倒たおれ込んだ。

　閨の灯あかりは点ついたままだ。蒼霖は視線で「消したい」と訴うつたえたのに、湘は「このままで」と譲ゆずらない。湘の熱を帯びた眼差しを浴びるだけで、体温が上がってしまうような気がした。

　大きな手がそっと胸むな板いたに触れてくる。さらりとさりげない愛あい撫ぶを装よそおい、思わせぶりに指先や爪つめが乳ち首くびを掠かすめた。

「っ、あ……」

　ふにゃっと柔やわらかかった乳にゆう嘴しが、軽く触れられただけで凝しこる。ぷっつりと膨ふくれ、茱ぐ萸みの実のように赤く色づいたそれを、湘は躊ちゆう躇ちよなく口に含ふくんだ。片方をちゅくちゅくとねぶられ、もう片方を甘くつねられると、たまらなく感じてしまう。

「そなたのここを、こうして可愛かわいがりたかった」

　湘が濡ぬれた粒つぶを指の腹でくりくりしながら呟つぶやく。ぴんと尖とがったそれを左右同時に摘つままれ、くにゅりと潰つぶされると、熱っぽいため息が洩れた。

「ん、あぁ……」

　いやらしく弄いじられたところが、じんじんしてすごく気持ちいい。自身がせつなく張りつめる感覚に身み悶もだえすると、不意に湘と目が合った。

　いたたまれずに腕うでで顔を隠かくすも、やんわりとどけられてしまう。

「そんなに可愛いことをされると、いじめたくなるではないか。そなたが恥じらえば恥じらうほど、私は興奮するというのに」

「っ……」

　余裕のない声音に、蒼霖もまた興奮を誘われた。自分が愛する人の欲情を煽あおる存在だということが、なによりも嬉しい。

　──もっとオレを求めてほしい。この人がほしいものを、全部あげたい……。

　湧わき上がる想おもいに、自然と腰が揺ゆれた。むくりと頭をもたげた自身が「触さわって」と言いたげにぷるんと振れる。もはや言葉では足りないほど、蒼霖の劣れつ情じようもかき立てられているのだ。

「……」

　湘の端たん整せいな顔立ちに、雄おすの色いろ香かがさっと漂う。甘やかでふわふわしていた閨の空気が、瞬しゆん時じになまめかしく変化した。

　湘は身体をずらして蒼霖の下腹部に顔を寄せ、そのままおもむろに屹きつ立りつを口に含む。

「あっ、あぁっ……」

　ぬるく柔らかな粘ねん膜まくがまとわりつくと、腰から下がだらしなくとろけた。厚みのある舌が括くびれや裏筋を這い、透とう明めいな涙なみだをじっとりと舐なめとっていく。

　それだけでもどうにかなりそうなのに、咥くわえたまま頭を動かしてじゅぶじゅぶと啜すすられると、気持ちよすぎて「うゔっ」とくぐもった声が出た。

　内うち腿ももを両手で押さえつけられ、気づけば大きく脚あしを開いている。根元の膨らみから先端まで舐め上げていく動きは、どこか挑ちよう発はつ的だった。

「あっ……あ、あ……」

　案の定待ちきれなくなった蕾つぼみから、とろりとぬるいものが洩れてくる。

　思わず浮ういた腰を見て、湘も気づいたようだった。

　はしたなく淫いん液えきを垂らす後こう孔こうを、長い指でつんつんとつつく。その些さ細さいな刺し激げきでまたじわりとなかが潤んでとろけ、さしたる抵てい抗こうもなく湘の指を誘い入れた。

「んっ、あっ……や」

「以前よりずっと、熱く融とけて……。私の指に絡みついてくるようだ」

「う、そんなのしてな……いっ、のに、あ」

「無意識か？　やはりそなたは不思議だ……。普ふ段だんは無む垢くな少年のようでいて、こうして肌はだを重ねたときの色気は途と方ほうもない。そなたの艶えん態たいを知っているのは、私一人だけだな？」

「んっ、んっ、はい……」

　そんなの当たり前だ。こんな姿、湘以外の誰だれにも見せたくないし、見せるつもりもない。

　蒼霖の返事に満足したらしき湘は、再び頭を下げて蒼霖のものに口づけた。

　前は舌と唇で可愛がられ、後ろは指で攻せめられて、とろとろにされてしまう。

「あっ、あ、湘……さまっ、きもち……い、あ」

　なされるがままになっていると力が抜ぬけ、指の異物感もほとんどなくなっていた。いちばん弱いところを探さぐり当てられ、ぐりぐりと抉えぐられる。

「っ、あ、それだめっ……それは、あっ！」

　不意打ちの刺激でより一層硬かたくなった雄を、唾だ液えきを滴したたらせてじゅっと吸い上げられた。淫みだら極きわまりない二重の責め苦に、喉のどを反らして喘あえぐ。

　両方されたらすぐ達してしまうのに、だめだと言ってもやめてくれない。泣きじゃくる先端をしゃぶられながら、くっ、となかを押し揉もまれるともう降参だった。

「ん、んんっ……あぁ……っ！」

　腰が抜けるかと思うほどの強きよう烈れつな性感が、一気に全身を貫つらぬいた。いつもならうなじから鱗が落ちる違い和わ感かんで我われに返るのに、今日はちっとも気にならない。

　勢いよく出たはずの精は、湘にきっちりと飲み干された。ちゅうっと残ざん滓しまで搾しぼり取るように鈴口を吸われ、ああ……と背筋を弓なりにしならせてしまう。──なのに蒼霖の性器は萎なえず、放出前とほぼ変わらぬ角度で勃たち上がっていた。

「え、なん……で？」

　出した直後なのに痛いほど熱を持つそれは、まだ全然足りないと主張しているみたいで恥はずかしい。湘の興味深げな視線を感じ、ぱっと脚を閉じて横を向く。

「どうした。なにを隠す必要がある」

「だ、だって……こんなすぐ……」

「そなたの歳としなら珍めずらしくないと思うが、発情の影えい響きようもあるのかもしれないな」

　確かに希少種は生せい殖しよく能力が高いと翠楊が言っていた。普通の竜りゆう人じん離ばなれした回復力があったとしても、おかしくはない。

「とにかく私には喜ばしいことだ。生あい憎にく、そろそろ我が慢まんも限界に近い」

「あっ……」

　背中から抱だきしめられると、腰こしに猛たけったものが当たる。湘の雄だと思うと、きゅうっと蕾が疼うずいた。腕をほどいて起き上がり、湘の股また座ぐらに目をやる。

　──やっぱりすごい……。

　愛いとしい人のものを目まの当たりにし、形容しがたい渇かわきを覚えてごくりと唾つばを飲んだ。大きく張り出した肉にく傘がさも、そそり立つ雄ゆう茎けいも、淫いん靡びな高こう揚よう感かんを呼び覚ます。

　内なる欲求の赴おもむくまま、両手でそっと包み込んだ。手のひらに熱く、重たい脈動を感じる。

「そなたのなかに入りたい。……許しをくれ、蒼霖」

　誠実な声に、ふと招しよう雷らいの儀ぎの前夜のことを思い出した。あのときは一生に一度の契ちぎりと覚かく悟ごしたのに、今は一生を共にするために結ばれようとしている。

　このうえなく幸せな気持ちで、「はい」とうなずいた。

　湘は蒼霖を膝ひざに跨またがるように促うながした。向かい合って座る格好になると手で尻しり臀たぶを拡ひろげられ、綻ほころんだ蕾に欲望の切っ先があてがわれる。

「はっ……あ、あ……」

　少しずつ腰を下ろしていくと、雄が熟うれた隘あい路ろを侵しん食しよくしていった。自重を利用してより深くまで穿うがたれる感覚に、息が止まりそうになる。

「ゆっくりでいい。……そうだ、うまいぞ」

「あ、あっ……」

　すでに一度指で達いかされた内ない壁へきは、湘の括れがこすれるたびに媚び熱ねつが生じた。何度も何度も味わいたくて、抜き差しが自然と激しくなる。

　無我夢中で腰を振ふっていると、湘の色めいた吐と息いきが洩もれた。形のいい眉まゆを寄せ、目には淫情の炎ほのおが燃えている。

「湘、さま……、きもち、いい？」

「──っ、ああ……すごくいい……」

　満足げに言うと、下から腰をずんずんと突つき上げてきた。卑ひ猥わいな振しん動どうに、猥みだりがわしく声が乱れる。

「あっ、やぁ、っあ」

　思うさま揺さぶられて、必死で首に摑つかまった。汗あせと涙と唾液とが滴り湿しめった閨ねやに、ぺちぺちと肌がぶつかる乾かわいた音が響ひびく。

「ん、あ、んぁっ……あっ！」

「っく……！」

　突き上げの速度が上がり、一気に絶頂への階きざはしを駆かけ上った。

　蒼霖が極まるとなかがうねり、湘のものをきゅうっと締しめつけてしまう。愛する人が爆はぜ、奥まで温かくなるのを感じた。

　湘がだめ押しのように雄を穿つので、いつまで経たっても甘い痺しびれが治まらない。余よ韻いんと呼ぶには強すぎる快楽に引きずられ、放たれた精をかき混ぜるように腰を回してしまう。

「蒼霖……」

「っ……湘さま……」

　つながったまま見つめあうのは、最高に甘やかでいやらしい時間だった。両腕を回して首を引き寄せ、口づけをねだる。

　唇くちびるを食はみあい、互たがいに舌を出して、ねとねとと絡からませあった。交わる粘膜はどこも熱く潤うるみ、胸がきゅんと痛くなる。好きで好きで、どうしようもなかった。

　唇がほどけるのを名残なごり惜おしく思いながら、寝しん台だいにゆっくりと倒たおされた。ずるりと抜けていく湘のものを見て、声を出さずに驚おどろく。淫液にまみれててらてらと光るそれは見るからに硬こう度どを保ち、雄お々おしい角度で反り返っていた。

「私も治まらない……」

　視線に気づいた湘が、眦を赤く染めて呟つぶやく。蒼霖の顔の横に手をつくと、啄ついばむだけの接せつ吻ぷんを幾いく度ども繰くり返した。

「まいったな。私は自分が思った以上に、そなたに溺おぼれているようだ」

　鼻先が触ふれあう距きよ離りで聞く湘の声はまだ、自制を失っていない。甘い言葉を口にしながら、己おのれを客観的に観察している。

　相変わらず優やさしくて生き真面目まじめだ。でも──今だけは全部捨ててほしい。

「……もっと溺れてください、オレに」

「なに？」

「オレは我慢されたくないです。湘さまの好きにされたい……」　>>>♥

「──……！」

　返事は、貪むさぼるような口づけだった。深く嚙かみ合うよう首を傾かたむけて、獣けものめいた荒あら々あらしさで唇を奪うばわれる。

「んんっ……ふ」

　呼吸を求めて離れると、湘は落ちていたなにかを拾った。さっき蒼霖のうなじから剝はがれたばかりの鱗うろこだ。

　薄うす紅べにがかった真しん珠じゆ色のひとひらに口づけ、蒼霖の眼前でぱりんと硬い音を立てて齧かじる。

「！　っ、んん……」

　蒼霖の一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよをねじ伏ふせ、湘が鱗の欠片かけらを口移しで飲ませてきた。蓮はすの花弁に似たそれは唾液に混ざるとさらりと融けて、花の香かおりが口いっぱいに広がる。

　ぐらりと頭の芯しんが揺ゆらぎ、目には涙なみだが滲にじんだ。全身が熱ほとぼるような感覚に、ああこれが媚薬の効果なのかと気づく。

「蒼霖……っ」

「湘さま……あっ、あ」

　うなじの痣あざに吸いつかれ、声がはしたなくぶれた。今ならわかる、これは希少種にとっての性感帯なのだ。舐なめしゃぶられ、甘嚙みされると、びくびくっと震ふるえてしまう。

　仰あお向むけのまま両りよう脚あしを高く持ち上げられ、ほどけた蕾が丸見えの状態になった。あられもない格好を恥じる暇ひまもなく、湘の剛ごう直ちよくがずぶりと突き立てられる。

　潤みきっていた内ない奥おうは、難なくそれを受け入れた。蒼霖の腰が物欲しげに動いたのを見て、湘が凄せい艶えんな笑えみを浮うかべる。両手で引き寄せた腰を高く浮かせると、突き落とすような格好で思いきり揺さぶってきた。

「あ……っ、んん……っ、あ、あっ！」

　すごいのは抜き差しの勢いだけではなかった。湘は蒼霖のわずかな反応も見み逃のがさずに捉とらえ、猛りきったものであの一点をごりごりと抉えぐってくる。

　蒼霖の雄おすもまたもや力を取り戻もどし、律動に合わせてふるんふるんと揺れた。湘は腰を激しく振りながらも、それを手であやしてくる。

　性器を刺し激げきされると後こう孔こうをきゅっと締めてしまい、熟れた肉にく洞うろが湘の怒ど張ちようを啜すすった。逃にげ場のない濃のう密みつな攻せめに、なけなしの理性も湘を焚たきつける余よ裕ゆうも、全部飛んで行く。

　なにかがくる、と直感した。こみ上げてくるそれは、いつもの射精感と色合いが違ちがう。

「なんか、変っ……あ、ああ、あっ」

　だめだめ止とめて、と思ってもあとの祭りだった。湘に突かれるたび、混じりけのない官能が身体からだの奥深くから蒼霖を押し上げてくる。

「っ、あ、あっ……湘さま、も……っ、あっ──」

「く……っ……」

　果てた刹せつ那なに、眼まな裏うらが真っ白になった。極限まで熱いきり張りつめた湘の昂たかぶりは、蕾つぼみからどろりと流れ出るほど大量に白蜜を噴ふき出す。

「っ……あ……」

　なにかがおかしい、と思った。蒼霖も達したはずなのに、お腹なかがちっとも濡ぬれていない。

　細さざれ小こ波なみのようなごくごく弱い絶頂感が続き、背筋がぴくぴくとわなないて止まらなかった。

　肌はまだほのかに火ほ照てっている。事後の熱というよりも、強したたかな熾おき火びのようだった。風が吹ふけば、すぐに燃え上がってしまいそうな──。

「……や、あっ……なんっ……」　>>>♥

　つながったままの湘が動くと、ごりっと硬かたいものがこすれた。二度果てたはずのそれは一向に力を失う様子がなく、はち切れんばかりに熱情を滾たぎらせている。

「蒼霖……」

「んう……ん……」

　濡れた声で唇を求められ、恍こう惚こつとした頭のまま応こたえる。

　身体はへとへとなのに、心が、本能がまだ飢うえていた。愛しあった証あかしを注ぎ込まれ、潤うるおった肉にく襞ひだはとろけてしなり、湘に絡みついて離はなそうとしない。口づけを交かわしながら腰こしを使われると、両脚で湘の身体を挟はさんで引き寄せてしまう。

　まともな思考は追いやられ、言葉は意味を成さなかった。ただ二人して底なしの愛欲に突き動かされ、意識を失うまで互いを貪りあう。

　夜が明けると蓮の花弁を撒まいたかのごとく、剝がれた鱗が敷布のあちこちに散らばっていた。







　婚礼の儀ぎから約一年後。

　夏の吉きち日じつに、湘しようと蒼そう霖りんの第一子が誕生した。

　元気な男の子だ。

　父子共に健康だったものの、やはり体力の消しよう耗もうは著いちじるしく、蒼霖は早朝の術後から眠ねむり続けていたらしい。

　赤子と対面した湘は事前に猛もう練れん習しゆうした甲か斐いあって、周囲が感かん嘆たんのため息を洩らすほど見事な手つきで初抱だっこをやり遂とげた──というのはあとから聞いた話である。

　楽らく水すいが尽じん力りよくしてくれたおかげで幸い経過はよく、蒼霖もその日の晩には寝台から起き上がって赤子を抱けるくらいには回復していた。

　大きく開け放たれた窓から入る夜風が心ここ地ちいい。暑さで寝ね苦ぐるしいこの季節、せめて風通しがよくなるようにと、湘が窓辺に寝台を設しつらえてくれたのだ。

　今夜も小間使いの出番がないほど、つきっきりで世話を焼いてくれている。お茶を飲ませてもらったり、茘枝ライチを食べさせてもらったりと甘やかされながら、赤子を見て「可愛かわいい、可愛い」と二人で盛り上がる至福の時間を過ごした。

「失礼します。……陛下、お取り込み中すみませんが、ちょっとだけよろしいですか？」

　遠えん慮りよがちに声をかけてきた楽水に呼ばれ、湘が出て行く。蒼霖は赤子を抱いたまま、窓の外に広がる夜空を見上げた。

　今夜は新月だ。月明かりがない分、瞬またたく星がよく見える。

「うわー、奇き麗れい。すごいよ、見てごらん……って、さすがにまだ無理か」

　赤子は我われ関せずといった様子だが、それもまた愛いとおしかった。

　こんな星降る夜はやっぱり、銀ぎん露ろのことを思い出す。

「元気にしてるかなぁ……」

　銀露が天界に戻って以来、あの愛らしい笑顔を思い出さなかった日は一日もない。

　布衣しよみんとして生きてきた蒼霖にとって、公務もお后きさき教育も決して楽なものではなかった。

　あまりにできないことが多すぎて、自己嫌けん悪おに陥おちいることもしばしばだったのだが、そういうときはいつも空を見上げて心を慰なぐさめていた。

　きっとどこかで銀露が見ている。そう思うと、不思議と元気が出てくるのだ。

「……」

　腕うでの中の赤子が、ふにゃふにゃと笑った気がする。この子が大きくなったら、銀露のことを話して聞かせようと思った。あの子のおかげで今の幸せがあるんだよ、と。

「──蒼霖」

　しばらくして戻ってきた湘は、妙みように緊きん張ちようした顔をしていた。

「湘さま？　なにかあったんですか？」

「あ、ああ……実は、そなたに祝いの言葉を述べたいという、急な来客があってな」

「オレに？」

　誰だれだろう、と首をひねった。側近の挨あい拶さつを受けるのは数日後の予定だし、それ以外の人たちに赤子をお披ひ露ろ目めするのは、もっとずっと先のはず。

「もしかしてご親族のどなたかですか？　だったらいいですよ」

「体調は問題ないか？」

「はい、全然」

「よし。……では、呼んでくる」

　それだけ言うと、湘は足早に去ってしまった。結局誰がくるのか聞いていない。

　──まあ、いいか。変な人はこないだろうし……。

　楽水が取り次ぎ、湘が許可した人物なら心配ない。この一年で親しくなった皇族の人たちの顔を思い浮かべながら待っていると、湘が来客を伴ともなってやってきた。

　その人は想像したより背が低く──というより、幼い子供のようで……。

「蒼霖！」

　ぱたぱたっ、と軽かろやかな足音が響ひびく。

　朗ほがらかな声と円つぶらな瞳ひとみ。銀色の髪かみは総あげ角まきに結ゆい上げており、花鳥文様の刺し繡しゆうの入った上衣に翠すい緑りよく色の裳もを身につけている。

「銀露っ……！　なんでここに!?　えっ、いつ……」

「まって、まって蒼霖。ちゃんとごあいさつしないと」

　言うと、銀露は丁てい寧ねいに礼をとった。

「ほんじつは、天てん帝てい陛下のみょうだいでまいりました。このたびはごしそくのごたんじょう、まことにおめでとうございます。こころからおいわいをもうしあげます」

「っ、銀露……ありがとう……」

　立派な名代ぶりは感無量の一言だった。髪と背が伸のびただけではなく、中身も成長したのがはっきりと感じられる。

　きりっとした表情で挨拶を終えた銀露は、赤子の顔を見た途と端たんに「わぁ～！」と破顔した。

「かわいいねぇ、ちいさいねぇ……！」

　そう言う銀露もまた可愛い。この笑え顔がおにもう一度会えるなんて、信じられない思いだった。

「湘さま、銀露がくること知ってたんですか？」

「まさか。私も楽水に呼ばれて行って驚きよう愕がくしたんだ。しかも、天帝からお祝いの品まで届いていた」

「て、天帝から……」

　話の規模が大きすぎて、二人して恐きよう縮しゆくしてしまった。なにをいただいたかまだわからないが、どんな返礼品を用意しても足りなそうである。

「あっ、もうひとつわたすものがあるんだった！　これ、母上から湘さまに」

「ありがとう。……だが『湘さま』はやめてくれ」

「あ、そうだった。はぁい」

　湘の指し摘てきに「えへへ」と銀露がはにかむ。湘は最初、天界の親王たる銀露に対して最敬礼と敬語で接したそうなのだが、即そく座ざに「それはやめて」と拒こばまれたらしい。相談の結果、湘への敬けい称しようは外し、それ以外は以前のままということで落着したようだ。

　湘は銀露から差し出された書状を読み、瞠どう目もくしている。

「緑りよつ華か元げん君くんは、なんて？」

「……読んでみてくれ」

　蒼霖は赤子を湘に預けて書状を受け取った。華やかな翠すい楊ようの姿が目に浮うかぶような麗れい筆ひつだ。




　第一子の誕生、おめでとう。

　後見の一人として、大変喜ばしく思う。

　話は変わるが、銀露も息災だ。このたび天帝に課せられた試験に合格し、神しん仙せん修しゆ行ぎようを兼かねて清せい風ふう国こく査察の任を与あたえられた。

　天界では得られぬ知見を積み重ね、さらなる成長を遂げてほしいと天帝はお考えだ。

　ついては万ばん湘と晏あん蒼霖の両名に、銀露の監かん督とくをお願いしたい。

　──息むす子こをよろしく。




「よ、『よろしく』って……これ……」

　啞あ然ぜんとする蒼霖の横で、銀露が得意げにふふふと笑う。

「ぼくねぇ、湘におしえてもらったとおり、おべんきょうをがんばったの。そしたら、もっといろんなことをまなんできなさいっていわれて、『とくし』としてはけんされたんだよ」

「信じられない……でも、病気は？　地上にいたらまた具合が悪くなっちゃうんじゃない？」

「ううん、だいじょうぶ。ちゃんとにんむをはたせるように、とくべつなおくすりをしきゅうされてるからね」

「銀露には天界の霊れい薬やくを持たせたと、その書状の最後に追記がある。楽水が聞いたら、興奮で失神しそうだな」

　湘の補足を聞いて納なつ得とくした。今回は突とつ発ぱつ的な事故でもお忍しのび的な降臨でもなく、正式な派は遣けんということでしっかりと対策がなされているのだろう。

「じゃあ……また一いつ緒しよに暮らせるってこと？」

「うん！」

「……湘さまっ、ほんとに……」

「ああ、どうやら夢ではないようだ」

　湘が麗うるわしい笑顔でうなずく。言いようのない喜びが、胸いっぱいに溢あふれて弾はじけた。

　これから湘と、銀露と、生まれたばかりの我が子と四人で、新しい暮らしが始まるのだ。








あとがき









　はじめまして、またはお久しぶりです。市いち川かわ紗さ弓ゆみです。

　約二年ぶりの新作となりました。年々時の流れが早くなっているなぁと感じますが、文字にしてみるとやっぱり長いですね。

　この二年であらゆることが様変わりしたにもかかわらず、市川の名前を思い出して本書を手にしてくださった皆みなさま。次から次へと発売される多くの本の中から、新たに見つけ出して「読んでみよう」と思ってくださった皆さま。

　改めましてこのたびは『竜りゆう人じん皇こう帝ていの溺でき愛あい花はな嫁よめ』をお手にとっていただき、どうもありがとうございます。すべての読者の皆さまに、感謝してもしきれません。

（この先は本編の内容に触ふれていますので、あとがき先読み派の方はご注意くださいませ）




　以前、貴重な鱗うろこを持つ某ぼう生物の密輸が問題になっているというニュースを見ているときに、ふと竜人希少種の設定を思いつきました。

　当時プロットにも起こしたのですが、「攻せめのスペックが物足りない」などの課題が出て、一いつ旦たん保留に。その後、架か空くうの国が舞ぶ台たいの中ちゆう華か風ふうファンタジーに設定を一新し、シナリオも大おお幅はばに変へん更こうして今回の形になりました。

　蒼そう霖りんは裏社会サバイブ度（？）が下がり、湘しようはロイヤルなスパダリにジョブチェンジ。結末は両手にちびっこ状態のダブルハッピーエンドとなりました。

　イラストをつけてくださったのは、古ふる澤さわエノ先生です。このあとがきを書いている時点ではまだ拝見していないのですが、原げん稿こう中は先生の美しく瑞みず々みずしいタッチで描えがかれるキャラを頭に思おもい浮うかべていました。

　古澤エノ先生、このたびはお忙いそがしい中お引き受けいただき、どうもありがとうございました。イラストになった蒼霖や湘に会うのが、今からとても楽しみです。

　また、前作からのブランクがあっても企き画かくを通してくださり、完成まで伴ばん走そうしてくださった担当さまにも、厚く御お礼れい申し上げます。

　校正ご担当者さまをはじめとして、本ができあがり発売されるまで尽じん力りよくしてくださる関係者の皆さま、書店さまも、本当にありがとうございます。

　そして、読者の皆さまにも今一度感謝を。

　皆さまにとって、読み終わったあとにほんの少しでも「元気が出たな」と思っていただけるような作品をお届けできたのであれば、本望です。




　二〇二一年　七月


市川紗弓


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「相思相愛の一対」







　秋が深まり、冬の足音が近づいてきた頃。婚礼の儀からしばらく過ぎても、蒼霖はお后教育を受ける日々が続いていた。

　宮中の慣習や礼儀作法については、もうほとんど習い終えている。今は公務に必要な歴史と祭祀に加え、琴棋書画や刺繡などの技芸を学んでいた。

　授業の内容が多岐に渡っているのは、ひとえに蒼霖が前例のない男性皇后だからだ。

　従来、後宮入りする男女は異なる役割を持つ。「どちらに合わせた教育をすべきか」と宮中で議論になった結果、男性向け女性向け問わず、すべてを学ぶことになったのだ。

　幼少期から高度な教育を受ける良家の子女と違い、つい先日まで貧民街で暮らしていた蒼霖は、授業についていくだけで精一杯だった。

　大変じゃないと言えば噓になる。だけど、弱音は吐けない。吐きたくもない。湘に恥をかかせたくないからだ。

　愛する人のためだと思えば、いくらでも頑張れる。けれど頑張れば頑張るほど、湘と過ごす時間が減ってしまうのは皮肉なことだった。最近は授業の予習と復習のために、心を鬼にして後宮への来訪を断っている。

　今夜は書学の特別授業に備え、臨書を済ませておくつもりだった。明日、遠方で隠居生活を送っている湘の恩師が、わざわざ教えにきてくれる予定なのだ。

　そんな大事な人に不甲斐ない書を披露して、がっかりさせたくない。完璧とは言えなくても美しい書を見せて、湘にふさわしい后だと認めてもらいたかった。

　疲れた身体に無理やり気合いを入れ、力を込めて墨をすり始めたのだが──、

「あっ！」

　力みすぎたのだろう、ばしゃっと勢いよく墨がはねた。

　点々と飛び散った墨に、はぁ、とため息が洩れる。おまけにうなだれた拍子に顔を覆った手には、べったりと墨がついていた。文字を書くどころか、墨も満足にすれない自分がほとほと嫌になる。

「あぁー、もう……」

「──蒼霖？」

　そして、こんなときに湘は来てしまうのだ。よりによって墨だらけの、情けない顔をしているときに。

「そなた、その顔……」

　どうしたと言いかけた湘は、卓上の惨状を見て察したようだった。なにも言わずに懐紙を手にとり、水差しで軽く濡らして蒼霖の顔を拭ってくれる。

「……これでよし、と。奇麗になったぞ」

「すみません、ありがとうございました」

「いや、礼を言いたいのは私のほうだ。墨をつけたそなたの愛らしい顔が見られた」

「──……」

　いつもは心を融かしてくれる甘い言葉も、今日はなんだか素直に受け取れなかった。

　そんな変化を、湘は見逃さない。

「疲れているみたいだな、蒼霖。今日はもう休んだらどうだ」

「でも、明日の準備をしないと……」

「劉氏の授業のことか？　それなら心配無用だ。おそらく、明日はほぼ筆を持たないだろう。禁苑の四阿でお茶でも飲みながら、詩について語らう時間になるはずだ」

　湘は拍子抜けするようなことを言った。なぜ清風国有数の書家を招いて、皇宮の庭園で歓談するという話になるのだろう。

「どういうことですか？」

「単に書法を身につけただけでは、よい作品は生み出せない。そなたもそう習っただろう？　詩を味わい、作者の思いを汲み取るような筆運びが肝要なんだと」

　湘に問われて「はい」とうなずいた。すぐれた書には魂が宿るものだと、書学の先生も折に触れて説いている。

「劉氏は素晴らしい詩を読む御仁でもある。美しい景色を眺めながらゆったりと過ごせば、そなたの息抜きにもなるだろう」

「オレの……息抜き？」

　湘は「そうだ」と答えると、思慮深げな目で蒼霖を見た。

「そなたの様子が心配だと、複数の教師から報告があった。はじめのうちは楽しそうに学んでいたのに、近頃はまるで自分を追いつめているようだと。授業はつらいか、蒼霖？」

「そんなことありません。ただ……できないことが多くて、自分が歯痒いっていうか」

「そこまで焦らなくても、そなたは充分やっている。素直だから覚えが早いと、教師たちは皆口々に褒めているんだぞ」

「けどもっと頑張らないと、湘さまにふさわしい男になれません。勉強すればするほど自分の力が足りないのがわかって、それがすごく悔しいんです」

「蒼霖……」

　湘は蒼霖を抱き寄せると、愛おしむような仕草で髪に口づけた。優しい抱擁に、ささくれていた気持ちが丸くなっていく。

「そなたが私にふさわしくないなんて、これまで一度も思ったことはない」

　湘は蒼霖を抱いたまま、迷いのない口調で断言した。

「自分を磨こうという志を持つそなたは、まばゆいばかりに輝いて私を魅了する。だがそれは私のためではなく、自分のためであってほしい」

「オレのため……？」

「そうだ。そなたは皇后としてなにがしたい？　どんなふうになりたいと考えている？」

「オレは──苦しんでいる人の助けになりたいです。一人じゃどうにもできない事情で困っている人に、手を差し伸べられるような人に」

　かつて、湘が自分にそうしてくれたように。

「そなたらしいな。ならばそのためにどんな能力が必要なのかを見極め、どうすればそれを身につけることができるのかを考えねばならない。それこそが皇后教育の本質だ」

　湘の言葉に目の覚めるような思いがした。

　目的を見失ってはならない。努力は大事だが、「こんな皇后になりたい」という蒼霖の理想を実現するための努力であるべきだ、と湘は言っているのだ。

「焦る必要はない。そなたなら、必ずできる。私を信じてくれ、蒼霖。そなたを愛し、信じている私のことを」

「湘さま……」

　湘の言葉はいつだって誠実だ。おだてるような噓や、安易な慰めは口にしない。

　そういうところが、すごく好きだと思う。

「わかりました。自分と……自分が助けたい人たちのために、頑張ってみます」

「ああ。──よかった、いい顔になってきたな」

　湘はほっとしたように微笑み、蒼霖の頰にそっと手を添えた。どちらからともなく近づいて、静かに唇を重ねる。

　大きな愛に包まれるのを感じながら、久しぶりの甘い口づけに身を委ねた。

　肩に入っていた力も、すうっと自然に抜けていく。同時に、ここ最近無意識のうちに抑えつけていた欲望が、堰を切ったように溢れ始めた。

　もっと湘を近くで感じたい。素肌のままで触れあって、熱く深く交わりたい。

　──湘さまがほしい……。

「ん、んっ……」

　濡れた唇を舐められ、どくんと心臓が跳ねた。覚えのある熱がうなじに宿り、全身が火照り始める。婚儀の夜以来の発情だった。

　痣の浮かび上がった場所を指でさすりながら、湘は絹のようになめらかな声でささやく。

「今宵はこのまま、そなたの花を散らしたい。いいか？」

　うなずくと、湘の美しい眦が緩んだ。

　軽々と抱き上げられ、閨まで連れて行かれる。

　一瞬たりとも離れたくないという思いで、接吻を交わしながら互いの衣を剝いだ。炕で暖められた室内では、一糸纏わぬ姿になっても寒くない。

　しっとりと馴染む肌の感触を味わい、甘美な夜を思わせる濃厚な口づけに溺れる。

　蒼霖は湘から、唇や舌も「感じる」のだと教えられた。唇を唇で甘嚙みされたり、舌を吸われたりすると、うっとりするほど気持ちがいい。

「っ──……」

　ひとたび発情してしまうと、もう我慢が利かなくなる。じわじわと疼き始めた蕾は、早くもとろりと淫らな涙を垂れ流していた。目ざとく気づいた湘が、どこか嬉しそうに呟く。

「可愛いな。私が恋しかったと泣いているみたいだ」

「……本当はずっと、寂しかったんです」

　そばにいて、改めて思う。つらかったのは授業ではなく、湘に会えなかったことだ。

「自分で慰めなかったのか？」

「一人でしても意味がありません。オレがほしいのは、湘さまだけだから……」

　声に挑発と甘えを滲ませ、湘のものに手を伸ばした。触れた途端にぴくりと反応したそれをくすぐるように根元から撫で上げると、湘が艶めいた微笑を浮かべる。

「少し会わないうちに、私の后はずいぶんと大胆になったようだ」

「一応、房中術も勉強してますからね？」

　房中術はお后教育の一環で、その名のとおり房事に関する学問だ。心身を満たす交合は養生にも通じるといい、身体の仕組みやさまざまな技法を学んでいる。

　正直、最初は春宮画を見るだけでも恥ずかしかった。しかし教師は徹頭徹尾真面目な態度を崩さず、照れていると容赦なく叱られてしまうので、今では蒼霖も真剣に取り組んでいる。

　好きな人を喜ばせたい。湘がいつもそうしてくれるように、全身で愛したい──そんな想いを込めて。

「ほう。なら、成果を見せてもらおうか」

　湘は思わせぶりに言うと、誘うように唇をなぞった。情欲の滲んだその声に従い、湘の股座に顔を寄せる。

「んん……」

　雄の匂いは発情を煽った。唾液をたっぷり滴らせて頰張り、柔らかな粘膜で先端を包むように上下すると、どくどくと脈打って硬くなるのがわかる。

　──こんなに大きなものがいつも、オレのなかに入ってるんだ……。

　思い出すだけで、後ろがじんと疼いた。逸る気持ちを抑えて顔を傾け、横から茎を挟むように咥える。笛を吹くときみたいに唇を動かすと、湘が堪えきれない様子で吐息を洩らした。

　溢れてきた先走りの雫を舐めとり、突き出した舌で肉傘をなぞる。この張り出したところが、蒼霖の弱点を抉って啼かせてくるのだ。興奮した蒼霖自身も、手で器用に弄りながら──。

「っ……」

　湘の愛撫を思い出しながら、自分の性器に触れてみた。はじめは湘の手つきを真似てゆるゆると扱いていたのだが、あまりの気持ちよさに止まらなくなってしまう。

「──っ、蒼霖……待て。それはあまりに刺激が強すぎる」

「しちゃ、だめ……ですか？」

　いかがわしいことをしているという自覚はある。それでもまだ、やめたくない。上目遣いで問うと、藍の瞳が淫情の炎を点してゆらりと揺れた。

「あぁ……、そなたにはお見通しなのだな。私が淫らで可愛いそなたの虜だと──」

　湘は降参したように嘆息すると、蒼霖を組み敷いて脚を開かせた。すでに潤みきった後蕾は、指を差し入れられただけでぷちゅっと音が鳴る。

「あっ、ん……ん、あぁ」

　熟れた肉洞をこすられるのは、たまらなくよかった。けど、物足りなさは否めない。求めているのは、もっと熱くて太いものだった。

　湘が慣らそうとしているのはわかる。切羽詰まった状態であっても、負担をかけないようにと気を配ってくれていることも。

　だけど、今はその優しさがつらい。欲情した身体は、愛しい人の熱がほしくて待ちきれなくなっている。

「も……、はや……く、きて……湘さまっ……」

「蒼霖……」

　切なる願いを聞き入れ、湘が蒼霖の脚を広げた。昂ぶる切っ先が淫液の滴る窄まりを押し開くのを、身悶えしながら受け入れる。

「ん、あっ……あ、あっ」

　膝立ちになった湘は、ごく浅い抜き差しを繰り返した。先端だけを行き来させる緩慢な抽挿が、どうしようもなくもどかしい。

　もっと強く激しくしてほしくて、おかしくなりそうだった。なのにいくら目で訴えても、湘は一向に緩やかな動きをやめてくれない。

　ぎりぎりまで追いつめられ、もう無理、と思ったそのときだった。湘が蒼霖の両脚を持って自らの肩にかけたかと思うと、一気に奥深くまでずぶりと己を挿したのだ。

「──っ……あ……っ！」

　恐ろしく鋭利な官能が身体の芯を貫く。刹那、自分でも訳がわからないままに絶頂していた。

「あっ、ああ……」

　性器が勢いよく白濁をまき散らしているあいだ、蒼霖はただびくびくと背筋をしならせることしかできなかった。恍惚の淵にたゆたいながら、淫靡な策略にようやく気がつく。湘は蒼霖の快感が最大になるよう、わざと焦らしに焦らしていたのだ。

「湘さま……いじ、わる……、んっ」

　抗議の言葉は、唇に掠め取られた。口づけながら身じろぎすると、硬度を保ったままの雄が内奥にごりっと当たる。

　まだ終わりではない──そんな確信めいた予感に喉が鳴った。けれど湘は呆気なく腰を引き、蒼霖のなかからずるりと抜けていってしまう。

「や、です……湘さま、もっと……」

「無論だ。ここで終わらせるつもりはない」

　湘は蒼霖を起こすと、座った自分の上に後ろ向きで跨がるよう促した。背中から抱かれる形になった蒼霖の後孔に、湘の熱り立ったものがあたる。

「そのまま腰を下ろして……そうだ、うまいぞ……」

「あ、ああっ……」

　達したばかりのなかはとろけきり、湘の屹立をやすやすと受け入れた。根元まで飲み込んだのを確認すると、湘が腰を突き上げてくる。敏感な内壁をこすり立てられ、最奥をずんずんと突かれて、泣きながら喘がされた。

「あっ、あ……んんーっ……あぁ、あ」

「──っ……、蒼霖、すごくいい……」

　湘は背後から蒼霖の首筋に顔を埋め、熱に浮かされたように呟いた。さらには開脚でさらけ出された昂りに手を伸ばし、高めようと扱き上げてくる。

「あ……、湘、さま、それっ……」

「そなたはこうされるのが好きだからな。この体勢ならたっぷり可愛がってやれる」

「っ……！」

　こんな身体にしたのは湘だ。蒼霖の身体は愛しい人の指や唇によって、すっかりいやらしく作り変えられてしまった。

「ほら、前を弄ってやると後ろがきゅっと締まる」

「んっ、ん、あぁ」

　括れをくすぐられると、肉襞は物欲しげに雄を啜った。湘の腰の動きもだんだん速くなり、閨に湿った音が響き渡る。

「う、あっ、あ、だめいく……っ！」

　先に音を上げたのはやはり蒼霖のほうで、弱いところを徹底的に攻められ再び果てた。きゅっと締めつけられた湘の劣情が、ぬるい精を放ちながら爆ぜる。

「っ、愛している、蒼霖……」

　湘がうなじに口づけると、ひらりと花弁のように鱗が落ちた。

　長年悩みの種だった鱗は今、愛の証のようにさえ思える。湘と抱きあうと欠けていたものは補われ、人生が喜びで満たされていくのだ。

　願わくば自分も湘にとって、そんな存在でありたいと思う。

　二人でひとつ──かけがえのない一対になれたら、これ以上の幸せはないだろう。
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